


社団法人 日本建築協会

「日本建築協会8 0年史 1917- 1996J  

増刷頒布申頒価 3，000円

「日本建築協会80年史J

A 4判・ 240頁・並製本

1999年7 月に発刊した「日本建築協会80年史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いこ要望により 、増刷 ・頒布することにいたしました。

大正6 年 3 月3 0日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五 以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4'F1J '240頁にまとめています。

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f 建築と社会J の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc.

とくに、協会草創期の大正昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長関ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一 ・池田 賓・波江悌夫・竹腰健造・尾崎久助・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野社一郎・機潰 勉・

松本高象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 併・野村一郎・古字国

松室重光・松井貴太郎・安井武雄・中津誠一郎・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八・池田富彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎・竹中鎌一・鷲尾健三・松村雄吉・

横尾義貫・足 立 孝)

・座談会「戦中から戦後初期の協会活動j ー尾亀清四郎・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一・償尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言一

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

本

*  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 . 執筆ワーキングクループ

干540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大阪マーチャンダイズ・マー トピj レ7階B室

TEL  06- 6946- 6981 FAX 0 6-6946- 6984 

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

頒 価 1部3 ，000円 (税 ・送料込み)

. 80年史編纂委員会

※ 増刷部数には限リがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ + 倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二
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総会議決のお知うせ

通常理事会議決の

お知らせ

臨時理事会議決の

お知うせ

評議員会議決の

お知5せ

大阪歴史博物館

「日本建築協会と関

西の建築界J を開催

- 制日本建築協会後援-

日本建築協会

ゐ邑

耳 目

平成22年 6 月18日開催の平成22年度

第 1 回通常総会において、下記議案が

それぞれ原案のとおり承認されました。

- 第 1号議案

平成21年度事業報告の件

(詳細p 2 )

- 第 2 号議案

平成21年度決算報告の件

(詳細p 3 )  

- 第 3 号議案

平成22年 6 月 2 日開催の平成22年度

第 1 回通常理事会において、下記議案

がそれぞれ原案のとおり来認されまし

た。

平成22年 6 月22日開催の平成22年度

第 1 固臨時理事会において、下記議案

がそれぞれ承認されました。

- 第 1 号議案

会長選任の件

平成22年 6 月 2 日開催の平成22年度

評議員会において、下記議案がそれぞ

れ原案のとおり承認されました。

- 第 1号議案

役員選任の件 渡辺勝紀 (欄熊谷組

(詳細p 6 )  木村雅則都市再生機構

佐藤友美子 制 サントリー文化財団

*  6 月21 日付で退任の顧問、理事 高 嶋 章 光 西 松 建 設側

. 顧問 野 村 昇 戸田建設側

平 岡 ↑ 専 大 阪 市 退任された顧問、理事の方には、長年

- 理事 にわたり会務遂行にご尽力いただきあ

井 上 豊 大 阪 大 学 名誉教授 りがとうございました。

松 村 孝 夫 関 西 電 力闘 再任及び新任の顧問及ひ1里事、監事は

好井康則 (槻フジタ p 6 の会務分掌の表のとおりで、す。

- 第 1 号議案 - 第 3 号議案

平成21年度事業報告 (案) の件 役員選任 (案) の件

- 第 2 号議案 - 第 4 号議案

平成21年度決算報告 (案) の件 総会等の開催の件

- 第 2 号議案 理事の会務分掌の件

役付役員選任の件 いずれもp 6 の会務分掌の表のとお

- 第 3 号議案 りで、す。

常設委員長並びに常任理事委嘱の件

- 第 4 号議案

評議員会議長互選の件 薦の件

三木敏男氏を選任 - 報告事項

- 第 2 号議案 平成21年度事業報告 (案) の件

役員 (顧問、理事、監事) 候補者推 平成21年度決算報告 (案) の件

(凶日本建築協会は2004年 6 月に、大 ・学芸員による展示解説 井須圭太郎 (芦屋市立美術博物館学芸員)

阪駅前第 3 ビルから現在のO MMビル 7 月17日、 7 月24 日。 いずれも土曜 設楽 貞樹(安井建築設計事務所常務取締役)

に引 っ越しました。 その折、主に 『建 日の14日寺から 30分程度。参加無料。 平 田 雅 利 (平田タイル会長)

築と社会j 誌の編集のために撮影した 担当 : 酒井一光 (学芸員) 山形 政 昭 (大阪芸術大学教綬)

写真や集めた資料の一部 を大阪歴史博 会場 : 大阪歴史博物館 8 階特集展示室 司会。酒井一光 (学芸員)

物館に寄贈しています。 ・シンポジウム (参加費500円) 日時 : 7 月 3 日(土) 13 ∞- 16 : 30 

大阪歴史博物館は 6 月- 7 月にかけ 「関西建築界のあゆみを語る j 会場ー大阪歴史博物館 4 階 ・講堂

て、これらの資料のお披露 目をかね、 パネリスト 定員: 250名 (当日先着順)

大阪を中心とした関西の建築界の歴史

を写真や図面、建築部材などを通して

振り返る展示を開催しています。

また関連行事として、関西に軸足を置

いて建築とかかわ ってきた人々による

シンポジウムも予定されています。

会 期 2010年 6 月 2 日

- 7 月26日( 月)

9  :  30- 17 :  00 

(金曜日は20 : 00まで)

毎週火曜日休館

会 場 大 阪 歴 史 博 物 館 8階特集展示室

大阪市中央区大手前4- 1- 32

新大阪ホテル

外観写真

(大 阪 歴 史 博 物 館 蔵 ・

日本建築協会寄贈)

観覧料 大 人600円、高大生400同 大都市にふさわしいホ テル をつくることは、大阪の長年の悲願であ った。新大阪

中学生以下、大阪市内在住の ホテルは政財界の要望をもとに、最新の設備・意匠を誇るホテルとして昭和10年、

65歳以上は無料 中之島に完成した。設計には武田五ーら第一線で活躍する多くの建築家がかかわ

出 品 約60点 った。

建築と社会 ・2010.7 1  



平成21年度事業報告書

平成21年4 月 1日~平成22年3月31 日

1 総 会

( 1) 第 1回通常総会 平成21年 6月17日

議事 ①平成20年度事業報告出( 案) の件

ｄ 平 成 ＲＰ 年 ｊｾ 収支決算出Ｈ案Ｉの件

針変員選任の件

(2) 第 2回通常総会 平成22年 3月24日

議事 ①平成22年1St 事業計画( 案) の件

②平成22年度収支予算( 案) の件

①名誉正会員推li;古の件

2 理 事 会

(1) 第 1回通常理事会 平成21年 6月 3 日

議事 ① 平成 ＲＰ 年度事業報告で Ｎ ｾ ( 案) の件

ｄ 平成 ＲＰ 年度収支決算［Ａ ｾ ( 案) の件

③役員選任の1'1ニ

①総会等の1m似の件

(2) 第 1回臨時理事会 平成21年 6月22日

議事 ①役{寸き役員選任の件

②常設委員長並びに常任理事委嘱の14

G浬司王の会務分悠の件

(3) 第 2回通常理事会 平成22年3 ) ' 124日

議事 ①平成22年度事業計画( 笑) の件

①平JlX: 22年度収支予勿[ ( 案) の件

①名誉正会員11:白時の件

3 . 評 議 員 会

(1) 第 1固定時評議員会 平成21年 6月 3 日

議事 ①詞儲只会副議長互選の件

@t - 矧( 顧問・ 理事 . Ａ ｾ卸Ｉ候補者選任の件

4 役 員 会 等 |  

(1) 常任理事会 8 回

5 . 常 設 委 員 会 等

(1) 編 集 委 員 会 委 只会 12悶小委只会等 91回

(2) 事業委員会 7 回

(3) 教育委員会 5 回

(4) 出版委員会 11回

(5) 建材委員会 21Ei l  

(6) 史半>J.li Jf 究会( 再読関西近代建築) 5 匝l

(7) 関西の建築界府像委員会 8 回

インタビュー 8回

6 特 別 委 員 会 等

(1) 工高生デザインコンクールr者査委只会 l 図

(2) 青年技術者選考委員会 l 図

(3) 読者と選ぶ「辿築と社会j 首都査会 l 回

7  建築と社会 ・特集号

4 月 号 楽 し い 福 祉

5月号体感するインテリア

6 月 号 建 築 空間が求める空気関境( 空気質)

7 月 号 建 築 と 水

8月 号 実 用 レベルで展開される施工管理のIT化

9月 号 第56回' i ' ; ' 1: f斗蛾T者

10月号 地域の歴史資産を活かしたまちづくり

11月 号 第16回会員作品特集 “ 私の空|制作法"

12月号 構造家日記~頭の中をのぞいてみたら~

1月号 創 業110周年記念特集 NI KKENSEKKEI  

2月 号 建 築 と エ コ 1xIi I，j

3 月号 東海支部復活50周年記念号

東海ーTOKAIオムニノ Tス

8 . 講 演

.d. .  

:z;; 

「“大大阪" 時代のモダン都市を絵画 ・映像に読むJ

平成21年 6 月17日

講師: 橋爪節也( 7 ( 1波大学総合学術博物館教授)

参加者60名

I  
9 見

中之島ダイビル

2  

持ｾ

寸ー

.d. .  

:z;; 

平成21年 8月 5 日 参加48名

茶室「何有荘j

平成21年10月31 日 参 加36名

神戸旧居留地25番 館

平成22年 2月26日 参 加25名

西本願寺

平成22年 3月101:1 参加41名

ダイ キン工業側堺製作所

平成21年 8月26日 参加25名

音羽電機工業株麿 テクノ ロジーセンタ一

平成21年12月8 1: 1 参加31名

学生対象見学会 r(仮称) エルセラーン化粧品堂島

1丁目 フ. ロ ジェクト・ホテル棟j 新築工事

平成21年 7丹3 日 参加28名

同 大 村 家 具 工 業側

平成21年12月 5 1: 1 参加16名

I  10  建築工事実務講習会

本部主催「施工計画 ・仮設見積j

平成21年12月3 日(木: ) 9 :  00- 17 ・00

講 師 ①'n UJ -1画( 仮設・ 地下工事)

一白塚芳郎/ 鴻池U組大阪本J;!5

②施工Jt i i ! i i ( 躯体仕上設備工事 - 工程)

一池内昌志/ 浅沼組大阪本庖

③仮設計画 ・同見積り

ー|仮井 l低/ 大林組本! 高

野 儲 : 64名

東海支部主催「施工計画 ・仮設見積・積算業務J

平成22年 1月20日附 9  : 30- 17: 00 

講 師J : ①施工計画一日吉智紹/ 治水社犠名古屋支庖

② 仮設兄符i一ー田端 聡/ 大林組名古屋支庖

③Wl' n? : 業手か一山田 治/ 竹中工務庖名古屋支脂

受討措: 38名

11 新 建 材 の 紹 介

建材委員会事業として、新建材の特性等の検討及び

今後の会誌「建築と社会j の誌而での紹介の方法等

について検討を行った。

12. 優 秀 卒 業 生 の 表 彰

本人の旬開な欲の向上を促し激励するため、高等学

校、専門学校の優秀な建築科卒業生徒160名を表彰

した。

13. コ ン ク - ) レ

第55図工高生デザインコンクール

設計課題. 学校に建つ食堂

応募者 28校 . 105点

審査会・平成21年10月17日 表彰式 : 11月14 日

審査委員 笹村欣也/ 附東畑建築事務所設計部淵i長

他14名

入選作品・ 10点( うち最優秀 1 ｽ訳、催 予 ｾＲ 点Ｉ

続大阪「かくれたええとこJ 再発見コンクール

応募数 : 202}長

審 査 会 平 成22年 3 月12日 表 彰 式 : 3月24日

帯査委員長・柿爪来1
I
也/ 大阪府立大学特別教授

入 選 作 品 最 優 秀 該 当 な し 入 選 9点

|  14  後援 ・協賛等の承認

.  rけんざい2009J 第20回総合建築材料 ・住宅設

備展後援 当協会もブース 出展をし、大阪かくれ

たええとこ再発見コンクール、工高生デザインコ

ンクールをはじめ協会活動のP R をした。

・ヒートアイランドに配慮したまちづくりアイデア

コンぺ - r大阪の哀を涼しく ! 都市デザイン・技

術アイデアコンペj 協賛

- 第29回大阪都市紫観建築r t ( 愛称大阪まちなみ

!t) J 協賛

.  ｲ あ すなろｾｾ建築 ｪ 第 Ｑ Ｙ 回大阪府公共悠築設計コ

ンクール協賛

・民間( 旧四会) 迎合協定工事訂泊契約約倣; 改正、

同解説改訂 J r四会主s合協定建築設計股理等業務

委託契約約救訂式改正、同解説改訂 J に伴う講習

会後援

- 第33回人!日ト生活蹴境系シンポジウム協賛

.  r水都大阪の伶まい モダンj ー減したい都市の

風景と主臨写京コンテスト ー救 援

Ｍ 改正「工事前漁契約約款・主ｾ築百虫剤監理等業務委

託契約約款の解説j 講習会後援

・第31回J apanHome&BuildingShow協賛

.  r乱喋 ・建材! 展2010J 協賛

- 室内環境学会2009年度総会協賛

- 刻! 築i) ' ¥ースの国際コンぺテイション rJ AR A大II

公募展「美術館 ・博物館建築を描く JJ 後援

.  r2009年l度 か ん で ん 住 ま い の 設 計 コ ン テ ス

ト」後援

・「鋼精進塑性設計指針j 改定都習会後援

- 平成22年度 1 ・2級建築施工管理技術検定試験

受験対策講座共催

.  r辺助 の 火容診断及び補修・補強プ地指針( 案) ・

同解説j 講習会後援

- 建材情報交流会「長期優良住宅について」協賛

. 第 4回人間ー:5; 1境系国際会議協賛

.  r創っ展201G- A T C関西学生卒業作品展vol.l 5J

後援

.  rエネ蔵2010- エネルギーソリューション& 務熱

フェアj 後援

- 「リビング& デザインj 後援

|  15 青 年 技 術 者 の 顕 彰

.  ii )q35歳 以下の背年技術者を対象に、昭和]29年度

より実施しており、第56回は、応募者28名のう

ち19名を顕彰した。

- また、 111ft!; 杉者を粉、え激励するため、表彰式 講演

会、及び先輩 - 役員との交流会を平成20年度と

問機に笑施した。

16. 合 同 忘 年 懇 親 会 等

- 建築関係 4 団体合同忘年懇親会

21年度は、 当協会が当番会となり、次のとおり 開催

した。

平成21年12月14日 18 :  00- 19 :  30 

太閤図

- 建築関係14団体合同新年交礼会

21年度は、 (初日本建築材料協会が当番会となり実施

された。

平成22年 1月5 日 15 ・00- 16 ・00

リーガロイヤルホテル

17. 役 員 を 送 った 団 体

2号i議只

大 |坂建築|釣災センター 評議員

大阪市街地再 開 発 促 進 協 議 会 理 事

大阪住宅センタ一 理事

日 本 建 築 総 合 融 制 評議員

I  18 各 支 部 事 業 活 動

京都支部

- 会議のIJ fJ催 総会 I 回、役民会 2 回

- 事 業 見学会 1回、受験講習会 2級建築士( 製

図) 延べ 6 日|悶

中国支部

・会議の開催 総会 l 回、常議只会 l 回 企 画 - 幹

事会 41Ei

- 事 業 懇 税会 l 回、 UIA2011TOKYO広島イベン

ト計画協議会への参加I

東海支部

・会議の開催 : 総会 1@I、役只会等12巨l、総務委員

会等の委員会36回

- 事業 : 支部機関紙の発行 2 iHI、初演会 1 回 支部

復 活50周年記念見学会 l 問、支部会員名簿の発

行、懇親会 2 回 ゴルフ細陵会 2 回、「建築と社会J

東海特集号編集

- 協力事業・中部建築1' 1 : 協議会ほか 5 団体の事業実

施に協力した。

- 建築 8団体の新年互例会で・幹事を槌当した。



平成21年度決算報告書

貸借 対 照 表

平成22
i
l
o
3月31日現在

科 目

I  資産の部

1. 流動 資産

現金 - 預金

!行=蔵品

未収入金

前払 ｾｭ

仮 払金

流動資産合言|

2 . 固定資産

( 1 ) 基本財産

基本財産合計

(2) 特定資産

記念事業積立預金

事業基金積立預金

退職給付引当資産

特定資産合計

(3) その他固定資産

イ十器術品

投資有価証券

保証金

その他 固定資産合計

固定資産合言|

資産合: 11"

E  負債の 部

1  流動負債

未払金

前受 金

預り金

流動負債合計

2 . 固定負債

退職給付引当金

固定負債合言|

負債合計

E  正味財産の部

1. 指定正味財産

指定正l沫財産合計

2 . 一般正味財産

( うち基本財産への充当額)

( うち特定資産への充当額)

正味財産合言|

負債及び正l沫財産合計

正昧財産増減計算書

平成21年 4月 l 円~平成22年 3 m! 日

科 目

I  一般正味財産増減の部

1 . 経常治 減の部

(1) 経常収議

受 取 会 ｾ

個人正会員受取会 1'i.

個人正 会員Ｈ 地 方Ｉ受取会ｾ

団体正 会員受 取 会 ｾ

準会民受取会1'i.

事業収益

編集委員会収議

契約約款収益

出版委員会収益

事業委員会収益

当年度 前年度

28，241，422 33，070，695 

46，796 76，811 

3，446，133 2，082，616  

114，519  134，714  

6，402 13，959 

31，855，272 35，378，795 

。 。

13，000，000 8，000，000 

29，000，000 29，000，000 

7，315，947 6，720，854 

49，315，947 43，720，854 

111，260 1ll，260 

446，208 445，440 

3，436，650 3，436，650 

3，994，118  3，993，350 

53，310，065 47，714，204 

85，165，337 83，092，999 

1，137，775 2，331，295 

3，757，296 7，496，813 

122，962 185，633 

5，018，033 10，013，741  

7，315，947 6，720，854 

7，315，947 6，720，854 

12，333，980 16，734，595 

。 。

72，831，357 66，358，404 

(0) (0) 

(42，000，000)  (37，000，000) 

72，831，357 66，358，404 

85，165，337 83，092，999 

当年度 前年度

42，862，383 45，729，483 

12，803，083 13，672，100 

937，650 1，029，450 

29，106，250 31，008，333 

15，400 19，600 

25，963，615  24，785，807 

18，835，969 18，704，009 

4，765，380 3，805，990 

477，283 665，894 

327，000 285，000 

科 目 当年度 前年度 m各党

教育委員会収 益 1，363，683 1，052，214 311，469 

建材委員会収益
。 。 。

事業主IE収 益 194，300 272，700 -78，400 

(lli f立: I' I) 

雑収益 384，928 307，317 77，611 

増 減

経常収益計 69，210，926 70，822，607 ー1，611，681

(2) 経常費用

事業1' i . 36，554，226 37，172，754  -618，528 

-4，829，273 

給 料 ・手当 13，204，240  13，419，690  -215，450  

-30，015  

法定福利まｾ 2，110，926 1，973，387 137，539 

1，363，517  

編集委員会事業費 16，317，718  17，754，903 ー1，437，185

-20，195 

契約約誌讃 3，460，935 2，409，758 1，051，177 

ー7，557

出版委員会事業費 112，771  122，972 ー10，201

-3，523，523 

事業委員会事業費 218.108 230，572 ー12，464

教育委員会事業政 1，016，824 1，214，853 -198，029 

。
建材委員会事業1' i .

。 。 。

雑貨 112，704 46，619 66，085 

5，000，000 

。

595，093 

5，595，093 

管理費 26，183，747 26，720，975 ー537，228

給料・手当 11，579，112  11，567，814 11，298 

退職給付費用 595，093 390，550 204，543  

法定福利' f . i . 1，263，096 1，220，349 42，747 

福利厚生資 33，435 2，935 30，500 

。

768 

。

768 

5，595，861  

2，072，338 

助成 主ｾ 1，820，000 1，883，340 -63，340 

会 議1'i. 905，220 921，52泡 ー16，308

旅 費交通 費 14，810 400 14，410 

通信連搬' f ! i . 410，617 416，669 -6，052 

集金1' i . 660，947 719.100 -58.153 

ri与粍品質 1，828，901  2，005，680 -176，779 

備品購入費 135，190 316，680  -181，490 

修繕1'i. 7.192 
。

7.192 

ー1，193，520

-3，739，517  

-62，671 

-4，995，708 

印刷製本 政 13，440 68，250 -54，810 

光熱水料費 213，491  235，438 -21，947 

保険料 18，520 18，520 
。

租税公課 702，800 676，000 26，800 

消桁}1' i . 14，700 14，700 
。

595，093 
建物管理! 1' i . 4，556，220 4，527，265 28，955 

595，093 
来fE'f!i. 1，410，963 1，735，757 -324，794 

-4，400，615  
経常資用計 62，737，973 63，893，729 ー1，155，756

当期経常増減額 6，472，953 6，928，878 -455，925 

2  経常外増減の部

。 (1) 経常外収主主

6，472，953 
経常外収益計

。 。 。

(0) 
(2) 経常外費用

(5，000，∞0) 
経常外費用計

。 。 。

6，472，953 
当期経常外噌減額

。 。 。

2，072，338 
当期一 般正味財産地減額 6，472，953 6，928，878 -455，925 

一般 正l沫財産期首残高 66，358，404  59，429，526 6，928，878 

一般 正I床財産期末残高 72，831，357 66，358，404 6，472，953 

E  指定正味財産増減の部

当期指定正I休財産増減額
。 。 。

(lli f立 1' 1) 指定正l床財産j切首残高
。 。 。

相 減 指定正l床財産期末残 高
。 。 。

E  正味財産期末残高 72，831，357 66，358，404 6，472，953 

-2，867，100 

-869，017 

-91，800 

- 1，902，083 

-4，200 

1，177，808 

131，960  

959，390 

-188，611 

42，000 

3  



財務諸表に対する注記

1  重要な会計方針

(1) 有側証券の評価基準及び評価方法

その他の有 価証 券 H寺佃iのあるもの ..J 刻末日の市場価 格等に基づ

くl時 価 法 ( 売却原仙iは移動平均法により算定) によっている。

(2) 固定資産の減価償却の方法

イ十器備品ー・ー定額法によ っている。

(3) 引当金の計上基準

退職給付引 当金・・・・知] 末退職給与の要支給額を 引当てている。

(4) 消' /'1税等の会計 処 理

消費税等の会計処理は税込み方式によって L 略 。

2  基本財産及び特定資産の増 減額及びその残高

基 本財産及ひ' 特定資産の地減額及びその残高は、次のとおりである。

科 目 前 期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

言l'
。 。 。 。

特 定資産

記念事業積立預金 8，000，000 5，000，000 
。

13，000，000 

事業基金積立預金 29，000，000 
。 。

29，000，000 

退職給付引当資産 6，720，854 595，093 
。

7，315，947 

言|ー 43，720，854  5，595，093  
。

49.315.947 

iに〉1、
言1 43，720，854  5，595，093 

。
49，315，947 

3  基本財産及び特定資産の財源 等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科 目 当期末残高

( うち指定正味財 ( うち一般正味財

産からの充当鶴 産からの充当額)

基本財産

言↑
。

特定資産

記念事業積立 預 金 13，000，000 0 3，000，000) 

事業基金樹立預金 29，000，000 (29，000，000) 

退職給付引当資産 7，315，947 

49，315，947 (42，000，000 )  

l口h、
言十 49，315，947 (42，000，000) 

4 . 固定資産の取得価額、 減価償却累計額及び当期末残高

( 直接法に より減価償却を行っている場合)

( うち負債に

対応する額)

(7，315，947) 

(7，315，947) 

(7，315，94. 7) 

固定資産の取得価額、減価償却累計 額及び当期末残高は、次のとおりで

ある。

科 目 |  取 得側鎖 |減価償却累計額| 当期末 残高

什器保! 日l

合 計

1，112，560 

1，112，560 

財産目録

平成 ＲＲＺＡ Ｑ ｾ 3月31日現在

科 目

I  資産の部

1 . 流動資産

現金預金

現金手許有高

普通預金三井住友銀行大阪中央支庖

普通預金三菱東京UFJ 銀行瓦町支底

普通預 金 り そ な 銀行 北浜支応

郵便振替 00910- 9-39975

普通預金 マーチャンダイズピル内郵便局

定期預金三菱東京UFJ 銀行瓦町支臨

定期預金 三井住友銀行大阪中央支底

貯蔵品

切 手 は が き

未収入金

会 誌収 入

個人正会員会費収入

4  

1，001，300 

1，001，300 

28，241，422 

37，555 

7，352，506 

4，140，187 

2，304，056 

2，369，153 

37，965 

11，000，000 

1，000，000 

46，796  

46，796 

3，446，133  

3，136，000 

187，200 

金 額

l l l ，260  

l l l ，260 

(lll f立 |工1)

科 目 金 額

地 方会員会費収入 2，100 

団体正会員会費収入 120，833 

前 払'1'i) 日 114，519  

助成'1'i 113，119  

集 金賀 1，400 

仮 払金 6，402 

会議保険料 6，402 

流動資産合言| 31，855，272 

2. 固定資産

(1) 基 本財産

基 本財産合言|
。

(2) 特定資産

記念事業樹立預金 13，000，000  

定期預金 三菱東京UFJ 銀行瓦町支応 13，000，000 

事業基金積立預金 29，000，000 

定期預金 三菱東京UFJ銀行瓦町支庖 29，000，000 

退職給付引当資産 7，315，9-17 

定期預金三菱東京UFJ 銀行瓦町支庖 7，315，947 

特定資産合計 49，315，947  

(3) その他 固定資産

{十告別品目1 1ll，260 

fh棚 l 式 1l l ，260 

投資有価証券 446，208 

中期図的ファンド 三菱UFJ 証券 446，208 

保 証 金 3，436，650 

本部事務所賃貸契約による保証金 3，436，650 

その他 固定資産合計 3，994，118  

固定資産合計 53，310，065 

資産合計 85，165，337 

E  負債の部

1  流動負債

未払金 1，137，775 

会誌、発行'1'i 763，420 

助成政 29，755 

租 税公 諜 329，800 

見学 会保険料確定分 14，800 

前受 金 3，757，296 

個 人正会員会費収入 1，122，900 

団体正会員会費収入 2，243，746 

地 方会員会弘、収入 103，950 

準会員会資収入 700 

会 誌収入 286，000 

預り金 122，962 

給与源泉税頂り 28，260 

報酬源泉税頂り 79，297 

印税預り 1，005 

誤振込み預り 14，400 

流動負債合計 5，018，033 

2. 固定負債

退職給付引当金 7，315，947  

固定負債合言| 7，315，947  

負債合 計 12，333，980 

正I床財 産 72，831，357 



収 支 計 算書

平成21年4月l 日から平成22年3) ' 131日まで

科 目 予算額 決算額

I  事業活動収支の部

1. 事業活動収入

会資収入 41，833，643  42，862，383 

個人正会員 12，102，0l 7 12，803，083 

個人正会 員 ( 地方) 944，804 937，650 

団体正会員 28，767，922 29，106，250 

準会員 18，900 15，400 

事業収入 23，028，789 25，963，615  

編集委員会収入 17，025，000 18，835，969 

契約約数収入 '1，071，539 4，765，380 

/!'，j 坂委員会収入 5∞，000 477，283 

事業委員会収入 250，000 327，000 

教育委員会収入 1，000，000 1，363，683 

建材委員会収入
。 。

事業雑収入 182，250 194，300 

雑収入 170，000 384，928 

前受金収入
。

3，768，413  

前払費用収入
。

134，714 

仮払金収入
。

1，047，679 

預り金収入
。

7，621，840 

貯蔵品収入
。

30，015  

事業活動収入言1 65，032，432 81，813，587 

2. 事業活動支出

事業資支出 37，1'14，408  36，554，226 

事業関係人件資支出 15，221，425 15，315，166 

編集委員会事業費支l 17，525，000 16，317，718  

契約約款'i!i. 支出 2，717，983 3，460，935 

出版委員会事業't!i 支 出 130，000 112，771  

事業委員会事業費支出 220，000 218.108  

教育委員会事業費支l 1，200，000 1，016，824 

@ 材委員会事業't!i 支出
。 。

* 支出 130，000 112，704 

管理費支 出 27，242，152 25，588，654 

管理関係人件'i'i 支出 13，246，442 12，842，208 

退戦給付支出
。 。

福利厚生資支出 40，000 33，435 

助成費支出 1，859，290 1，820，000 

会議費支出 1，026，420 905，220 

旅費交通貨支出 50，000 14，810  

通信運搬費支出 440，000 410，617  

集金費支出 8∞，000 660，947 

消耗品支出 1，980，000 1，828，901 

備品購入費支出 300，000 135.190 

修繕費支出 50，000 7，192 

印刷製本費支出 100，000 13，440 

光熱水料費支出 250，000 213，491  

保険料支出 20，000 18，520 

租税公課支出 670，000 702，800 

消掃' i ' i 支出 '10，000 14，700 

建物管理費支出 4，580，000 4，556，220 

雑支出 1，790，000 1，410，963 

前受金支出
。

7，507，930 

前払費用支出
。

114，519  

仮払金支出
。

3，181，027 

預り金支出
。

5，543，606 

貯蔵品支出
。 。

事業活動支出言| 64，386，560 78，489，962 

事業活動収支差額 645，872 3，323，625 

E  投資活動収支の部

， . 投資活動収入

投資活動収入計
。 。

(Jjl f立 円)

差 Ｑｪｾ

-1，028，740 

ー701，066

7，15' 1  

-338，328 

3，500 

-2，934，826 

ー1，810，969

-693，841  

22，717  

-77，000 

-363，683 

。

-12，050 

-214，928 

-3，768，413  

ー134，m

-1，047，679 

ー7，621，840

-30，015 

ー16，781，155

590.182 

-93，741  

1，207，282 

-742，952 

17，229 

1，892 

183，176 

。

17，296 

1，653，498 

404，234 

。

6，565 

39，290 

121，200 

35.190 

29，383 

139，053 

151，099 

164，810  

42，808 

86，560 

36，509 

1，480 

-32，800 

25，300 

23，780 

379，037 

-7，507，930 

ー114，519

-3，181，027 

ー5，543，606

。

-14，103，402 

-2，677，753 

。

科 目 予算額 決算額 差 Ｑｪ ｾ

2. 投資活動支出

特定資産取得支出 595，093 5，595，093 -5，000，000 

退職給付引当資産取得支出 595，093 595，093 
。

記念事業積立預金支w
。

5，000，000 ー5，000，000

投資有価証券取得支l
。

768 ー768

投資活動支出計 595，093 5，595，861  -5，000，768 

投資活動収支差額 -595，093 -5，595，861  5，000，768 

E  財務活動収支の部

1 . 財務活動収入

財務活動収入百|
。 。 。

2  財務活動支出

財務活動支出計
。 。 。

財務活動収支差額
。 。 。

N  予備費支出 50，000 
。

50，000 

当期収支差額 779 -2，272，236 2，273，015 

前期繰越収支差額 47，826，267 32，822，016  15，004，251 

次期繰越収支差布目 47，827，046 30，549，780 17，277，266 

1 . 資金の範囲

資金の範囲には、現金 ・預 金 米 収 入 金 及 ひe未払金を含めている。

なお、前期末及び当期末残高は、下記 2 に記載するとおりである。

2. 次期繰越収支差額 に含まれ る資産及び負債の内訳

手ヰ EI  前期末残 高 当期末残高

現 金 預 金 33，070，695 28，241，422 

未 収 入 金 2，082，616  3，446，133 

Z口入

31  35，153，311 31，687，555 

未 払 金 2，331，295 1，137，775 

合 ｾ Ｇ ｉ＠ 2.331. 295 1，137，775 

次期繰越収支差額 32.822.016  30，549，780 

5  



平成22年度

日本建築協会役員会務分掌

(22.06.22現 在 敬 称 時)

名 誉 会 長 佐 野 正一 (紛 安 井 建 築 設 計 事 務 所 顧 問 中 嶋 俊 行 大阪府

名 誉 会長 市 川 宏 』拘束畑H建 築 事 務 所 顧 問 * 野口 邦 彦 大 阪 市

会 長 "I:rヂ1: 進 (仰日越投; J I

副 会 長 大 井 昇二 側大林組 会勢 ・フIH控担当

副 会 長 大 石 忠 彦 (的きんでん 会事 Ｔ 苛 ｉ ｾ 業但当

副 会 長 黒 川 省 二 (附守中工務庖 企 画 財 務 担 当

副 会 長 樋 口 洋一 大阪ガス(仰 総務 ・ ， ｉｾ 務局担当

副 会 長 * 本 多 友 常 和 歌 山 大 学 緬m 研修担当

副 会 長 松 村 孝 治 L拠点制11建築事務所 会長聡務代行 編集 研修但当

理 事 ｏ 印は常任国 Ａ τ ｉ ｾ で委 ｑ 長

( 総務) 6名

大 林 剛 郎 (関大林組

栄 l京 信 英 架l瓜工業(仰

佐 野 吉 彦 総一割 F建築設計事務所

立 野 純三 側ユニオン

0 総 原 徹 雄 例日本主I! 築総合試験所

OiJ .JJ 杉 政 ! 昭 大阪芸術大学

(財務) 4名

奥 村 太 加 決 附奥村組

木 村 之 彦 木 村工業(附

大寺正直中央f 1 . l 設(掬

森 本 lI i'[ 夫 三和雄投側

( 編集 ・出版) 8名

O上 原 正 行 ｕｾ 築工房

木 戸 徹 脱均五l!i 没側

佐 藤 栄 一 (初日本ill 築材料協会

O設 楽 貞樹側宏弁挫築設計事務所

竹 中 統 一 附 竹 中 工 務 脂

立 成 良三 脚大阪住宅センター

* 出 !野真 一 印l 関西電力側

吉 村 英字自 大l坂工業大学

( 会勢) 12名

* 浅 沼 住tt 一 昔前浅沼組

池 内 哲 郎 野監ftl S<( 工業(附

EE田 守 弘 側 湘 池 組

常 務 理 事 | 林 新 一

小 柄 鴻三 i 1' ，水挫設(紛

近J燦 11& 不二熱学工業体制

銭 高 善 雄 側銭高組

* 今 井 ｊｦｪ ｾ 則 戸田建設側

藤 井 1'r エスケー化研{掬

j熊 原 ｾ男 性島k阪建設業協会

佐 伯 隙 (悌束畑正I ! 祭事務所

森州11 武 MOi l l 築研究室&RG

!Ji l .諮問F 久 (槻日建設計

( 事業) 6名

* 中田 誠 (j tlt) 術市再生機締

城 口 Ｈ ｾＱｲｩ ｦ＠ I側大阪城口研究所

O瀬 戸 川 謀 関西住宅品質問Z側

* 前回 苑 西 松 建 設{槻

* 1:革法 ＡＥｾ克 側熊谷組

* 河i王 政 志 1Ul:大阪空気調和衛生工業協会

(研修) 6名

岩 柿 貞 雄 八千代電設工業(仰

上 林 研 二 地j或生活空間研究所

久 保 隊司 大 成 建 設 側

千種幹雄 Ｈ 附 昭和設 ｾ Ｍ ｉ

;i I<原 級 王 ｾ工業 Ｈ 紛

利 回 克 朗 元O! 相日:本建築センタ ー

. fl l i司王合計50名

監 事 | 杉 山 奈 生 元叩日本主I! 築協会 前 田 隆 司 仰前田商会

3 名 1  * 三 木 徹 側安井弘I ! 築設Jj"IH.15所

t士 * 印は新任

劇1IJ1り抜粋 雰m条 会 務 分1; t 理事のうち若干名を常任理事に選任する。

6  

平成22年度

日本建築協会評議員

議 長 三 木 敏 男 副 議 長 嘉 納 秀一

22.6. 1.! J UE ( 敬称略)

区 分 壬期 (22.6 .  1  - 24. 5.31) 壬則 (21. 6.1 - 23.  5  .31) 

技術 三 木 敏男 (附サングローブ

2  
村 上幸 三 郎 村上デザイン事務所

念司-公0，ぷE〉3、 柿本正和: 1 (ω銭高組 肥 後 行 人 側i!!日也組大|坂本J . ! j

13 
* 土 井克 保 (側浅沼組 浅 野 博 光 世相奥村組

*)11本 勝一 安政建設(紛 重 見 法 人 三升住友辿設株}

天 野 直 樹 (附守中工務脂

* 梅 原 弘記 (船大林組

山 本寄与彦 戸III l l i J 盟側

ーーーーーーーー-----・ーーー・・・ー・------- ------- -------- --_.. ー-・・ ・・・・・._--・..-_ ・4匹----司p・a ・-----_._._...ー-..._.-ーー..

中 道 正 仲 蜘 1"巡i!! I 今 西 チ1)夫 側今凶組

原 良一 コーナ ン建設(仰 金 山隆 興 (紛金山工務庖

電気 i可 島 秀 光 (仰きんでん 茄 納 秀 一 三宝匂機(附

4  
* 森 博 明 三和電気土木工'11( ;紛 的田正i主景: 側クリハラント

空調 安 原 和 利 (掬納町f 吉 武 秀幸 (閥三冷社西日本支社

4  
春 木 雄一 (船三兆空調大阪本新 若 林 尚 史 若林設備工業(附

建 材 安 田 誠 安 1 ] 1ω

3  
山 中笠 茂 (仰IJ. I'I"製作所 深 江 隆 司 アスワン鮒

中 国 国 沢 幹 男 図i尺 企 画 院理! ｾ田剛 一 附大方工業所

4  ｾｾ富 士Ｃ孝之 広l斗大学 村 重 保 則 現代建築設計事務所( 綜)

東海 小 宮 ニ 辰 三辰設日|事務所 後 藤利 秋 師 事 ｉ 光建築 ｾ ｉ Ｇ￯ Ａｬｬｩ 研 究所

6  
書令木俊智 (附伊藤建築設計事務所 中 村 哲 士 元 ・ 安列述書 ｾ ￟ 世 ｊ ｉ ・ ｉｾ 務所

芳 山明 久東海支部幹 ， ｉ ｾ 稲 田 泰 造 煩悶＼ｉｾ冶辿銀事務所

京音11 長 瀬 博一 艮瀬建築研究所

3  
* ; 古田光 雄 ｊ ［ ｾ＠ l i Il大学

山 田昌 次 イtl l 泊悶(仰

総数39人 *向lは新11

平成22年度

日本建築協会支部長 側略)

京 都 上 林 研二 地械生活空IIl I研究所

中 国 森 畑 武 ｍｏｾ 築 研究 室 Ｆ ｒｇ

東 海 佐 伯 隊 側束畑建築事務所
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。 委 ｩ ｾ 長 ｏ 日 ＱＱ 委 貝 長 ム 幹 事

印 刷 2 0  1  0 年 6 月 25 日

発 行 2 0  1  0 年 7 月 1 日

発 行 入 社 間 法 人 日 本 建 築 協 会

発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大阪市中央区大手前1 - 7-31

電 話 06- 6946- 6981

印 刷 所 側NPCコーポレーシヨン

定 価 1200円 [税込〕
ー園、

Eこ

特集・建築と石
rc 

c.. 
- 総論

建築と石・長尾重武

・各論 1

シ卜一会修 道院と東方地 域・三宅理一

インドの石・神谷武夫

22  

24 

rc 
18  

。 「 自 由 の壁 」 にな っ たミースの石 ｾ ｊ ＧｩＩ レセロナ ・ノTビリオン ~・渡遁明次一一一一 26 

白井康ー における石の「発見 j ・倉方俊輔 28 

・各論 2
c  

。
元禄の学校建 築群 取り巻く長大な石塀・竹内良雄 30  

rc 

地球を庭に見立てると・・ ~イサム ・ノグチと石の場合・新見 隆 32 

石貼りの幻影~五色塚古墳と白井 辰一 ~・黒田龍二 34 

. 編 集 後記 36 

会 告 総 会 議 決 の お 知 ら せ 通 常 理 事 会 議 決 の お 知 ら せ 臨 時 理 l

事会議決のお知らせ. 評議員会議決のお知らせー大 阪 歴 史

博物館「日本建築協会と関西の建築界J を開催→ 柑日本

建 築 協 会 後 援一 . 平成21年 度事 業 報告書. 平成21年 度 決

算 報告 書. 平 成22年 度 日本建築協会役員会務分掌. 平成

22年度日本建築協会評議員. 平 成22年度日本建築協会支

部 長

作品作風 立命館大学びわこ ・くさつキャンパス ( BKC) 8  

スポーツ健康科学部/ 大学院スポーツ健康科学研 究 科

υ  

。

ul  

ul  

rc 

宗教法人 天聖真美会 世界会館

*1l i 田ゲートタワー 12 

JO 

」
研究の風景 村上心研究室・樋山女学園大学生活科学部生活環境デザイン学科 J 4  

コ
gal l ery 

法令コーナー

矯造の頁

再 読

関西近代建築

Sodat su-ki  (そだっ木) ・杉山知子 J 6  

耐震改 修とセットで低 炭 素 型住宅への転換を促進・石黒一郎 37 

a.c.i デザインルームの桃 造設計・白髪誠一

阪急ビルテeインク・橋寺知子

38 

39  

u  

ω  

υ  

関西の建築界 斉 藤 正・米津正臣

群 像

inf ormat ion 和歌山大学で教授 ・准教授を募集. 公共建築物木材 44 

利用促進法の公布. 刷建築技術教育普及センター調

査・研究助成案件の募集. 全国団地景観サミ ット2010

B UI LDI NGs2030で 提 案 募 集 第 3 回 『夏休み l子ども絵

画コンクールj “伝統構法の再生に向けて" K AR T H公開

勉強会色彩の持情詩脇田和展. 三菱一号館美術館開

館記念展 「マネとモダン・パリj ょうこそ恐竜ラボへ! ( 化

石の謎をときあかす〉 ボストン美術館展西洋絵画の巨匠た

ち. ｲ 奈良の古寺と仏像ｾ曾津八ーのうたにのせて ｾ J. r印

象派とモダンアートj ーサントリーミュージアム[ 天保山] で

ナポリ ・宮殿と美ーカポディモンテ美術館展

月間の動き 平成 22年 5 月分 47 

43 

」

ω  

本文デザイン肉情普丸

。

rc 

今月の表紙

企画悶洲一博企画・写真・デザイン花城辰男

大衆のまちなみ

大衆酒場として昭和40年代 にピークを迎えた淀川の歓楽街は、建物の少し寂 れた

表情 や無造作 な看板の連なりなどが越のあるまちなみです。人情昧に溢れ、 下町

らしさが色濃 く残る雰 囲気は、昭和のロマンを凝縮しているように思えてなりません。

(問視l一博 )

c  

」

コ

。

大阪市淀川区 十三トミータウン

建築と社会 ・2010. 7 7  
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建 築 主 学 校 法 人 立 命 館

設 計 ・監 理 竹 中工 務 庖

施 工 竹 中 工 務 庖

立命館大学びわこ- くさつキャンパス ( BKC)

スポーツ健康科学部/ 大学院スポーツ健康科学研究科

人HH ・生命に立腕lした スポーツと 健康の学び舎

日本最大の淘lである琵琶湖を湛える滋賀県草津市にある立命館大学びわ乙 ・くさつキャンパス ( BKC) に

位置している 。2010年 4 月に誕生したスポーツと健康を科学的に学ぶスポーツ健康科学部/ 大学院スポーツ

健康科学研究科の基本株である 。

「人間 ・生命に立脚したスポーツと健康の学び舎j を設計のコンセプ卜とし、環境負荷を低減させるエコロ

ジカルな建築であるとともに、風 - 光- 水などの自然の恵みを五感で感じることのできるエモーショナルな

建築とするととを設計のコン セプトとした。

・風 ・・ ウインドチム二一

ガラスの階段室は、建物内の自然換気を促すウインドチムニー「風の煙突」としての機能を持つ、環境建築

としてのシンボルタワーである 。

建物の上空に流れる琵琶湖からの卓越風の風向・風速を解析することにより、階段室の形状を決定した。上

空の卓越風による誘因効果と、階段の上下の気圧差を利用し た煙突効架により、建物内の|凌めら れた空気を

階段室の上部から排気させるとともに、外部から取り入れた涼} ! l l ¥により、建物全体をパッシブに換気させる

機能を持っている 。階段の吹抜け 内部には、上部へ流れる風を受けて揺らめくモビールアートを設けること

で風の流れを視覚化 させている 。

・光 … フリーズソレイユ

全ての関口部には、アルミ製の縦ルーパーを取り付け、太陽からの日射盆の制御をおとなっている 。柱・梁

と開口部とによって生み出 される深い彫と、アルミ製の縦J レーパーによって、同而サッシと比較して、約70

% 程度に日射の負荷を抑 えるとともに、陰影のあるリズミカルなファサードを与えている 。

・水 … 水盤

ウインドチムニーとして利用しているガラスの階段室の最下部にはスリットを |淵け、建物の内外で述統した

厚さ 5 mm程度の水を流すことで、水盤の上を流れる外気を建物内にH手び込み、内部空|瑚に il 品|いを与えている 。

水盤に映り込む光、水音を発する仕掛けなどにより、五感に訴える空間づくりを行った。

複合感覚に訴える空間

風光水などの自然の要素を組み合わせることで、人間の五感に、被合的に訴え 、水の揺らぎ 音 - 反射

などの自然の要素を増幅して感じられる空間づくりを行った。乙の学び舎が、環境への12かな索援をもっ人

聞を育むことができる教育的建築となることを目指している 。 ( 永井 務- 西村 敬/ 竹中工務脂)

ｾ キ
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両評

建 築 主 宗 教 法 人 天聖 真 美 会

言宣言十・監 理 大 林 組 大 阪 本l苫 一 級建 築 士 事務 所

施 工 大 林 組

宗教法人天聖真美会世界会館

. 芸術 と一体化するホ ール

滋賀県草津市の琵琶湖岸に、 2005年竣工の本殿( 宣教本部) に続き、世界各地の支部との

会議を主目的とした関際会議場を建設するプロジェクトである 。直径が39mある 2つの無

柱円形ホールと、それらを繋ぐ諸室のゾーンで構成される 。いかに自に見える要素を減ら

し、シンプルな梢成として表現するかを謀I i l l として取り組んだ。

エントランスホールは、フルハイトのガラスと大理石により白く統一 された硬質な空間椛

成とし、入場する人々の気持ちを同協させる 。建築の要素を最小限にすることで、中央に

殻; 位されている象徴的な彫刻「天|主!の門J を引き立たせ、共存することに配ぽした。空間

と一体化したその頂部の伶まいは述く敷地外からも認識できる 。

ワールドホールは、同H寺通訳設備や昇|傑式大型ディスプレイ 8 台を倣えた本格的な国際会

議場である 。764席の階段状固定席に閉まれた 中央には、ステンレスフレームの地球儀が

街に浮かび、 ドーム型光天井の柔らかい光により輝きを与えた。円形ステー ジは昇降と回

転の 2 つの機能を感じさせないシンプルな精成とし、音楽ホールとして使われる際のリン

グパトンを脱着式とすることで、芸術と機能の一体化に成功した。

構造的には、 2 つの 円形ホールのタイル張り部分までを R C造 - 上部桝造を S 造とし、諸

室のゾーンは全てS造としたハイブリッド桝逃を採用し ている 。

音響的には両ホールとも、中央に音の反射が集中する円形形状のため、 結&J 底した音響シミ

ュレーションに基づく反射 ・l以音材のレイアウトにより、最適な音響特性を実現している 。

各部のディテールや設備的なアウトレッ卜なども級密に計算し、全ての要紫や機能をミニ

マルにデザインすることで、建築と機能と芸術が一体化した空間を実現した。

工ントランスホール

所 在 地 一 一 一 滋 賀 県 草 津 市

敷地面積一一一一53，561. 1 4 m

延べ面積一一一一 5，727. 84 m

4湾造 規 模 一 一 一R C造 (一 部S 造) 、地上 2F

工 期一一一一2008年 6 月- 2010年 4 月

婦 影一一一ー河合止揚 けフト リエベラ)

( 井上旅祐 ・杉本541村i/ 大林組)

cl) 

2 階平面図

ワ ー ル ド ホ ル

断面図
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記評

建 築 主 鶴 野 町34開 発 特 定 目 的会 社

言宣言十・監理 昭 和言宣言十

施 工 鹿 島 建 設

ワタ

E

卜ゲ田

F

母

当該 J-I匝i地は、 J R大阪駅を中心とする大阪市北部の業務エリア束

端に位位する 。高層オフィスビルとマンションに挟ま れ、周辺は梅

田 の繁ｾ術の外 れ となる雑多な街並みが続くエリアである 。 その 中

で、高さ 100mのオフィスビルの存在をどのように表現するかが一

つの命題であ った。

建物コンセプトを「フォーマル& インフォーマル」とし、建物全体

でそのコン セプ 卜を表現した。而として泉( フォーマル) と白( イ

ンフォーマル) の色彩で桃成し、 印象!変の高いビルアイデンティテ

ィを碓立した事で、命題の一つであったその存在感を 明快に表現し

ている 。

また 、外桝の広場やピロティは通り抜け公 1) ト|空地 として、再開発中

の織田茶屋町 とこらから発展していく中的IIIJ の二つの地域を結び、

人々の流れを誘発する 「ムスビの場J としての役割j を担っている 。

( 松下典央/ 11百杭!設計)

所 在 地一 一 一大 阪 市 北区 鶴野 町1- 9

敷地 面積一一一一 2.641. 90";

建 築面 積一一一一 1.176. 05";

延 床面 積一一一一21.064.63";

偽 造 規 模一一一一S 造一部 S RC 造、 R C造 21F、 B1F

工 期一一一一一2008年 4 月- 2010年 3 月

最 寄 駅一 一 一阪 急 電 鉄 構 図駅

掲 影一一一一S S大 阪 清水向山



1  デザイン ・ワ クショップ主催@シド二 大学

2  デザインワ クショップ主催 ( 豪州 ・ニユ

- サウス・ウ エールズ大学、名古屋市内 6 大学

が参加) @椙山女学園大学

研究ー 1 イギリス小学校調査

設計1 - 1 邸外観

まずは村上の自己紹介をしたい。

大阪の繁華街 ・曽根崎小学校に通い、お

初天神とうめだ花月を遊び場に、下町の雑

多な人とモノと祭りの中で育つ。一方、父

方の実家 ・村上水軍で、知られる瀬戸内海 ・

尾道にも幼少の頃から、繰り返し訪れて滞

在する中、「海と人が一緒に暮らす」日本

の原風景を、深くその脳裏に刻む。1970年、

10歳の時、大阪万博で「未来を見てしまっ

た」。期間中、 20回以上足を運んで建築物

やパピリオンなどを夢中で回る。以来、海 ・

山 ・川 ・町、多様な環境が混在する日本の

「住まいJ i 暮らし」と強い関心を持ち、四

季折々に表情を変える風景を追いかけて自

然な流れで建築の道を選び、現在に至る。

村上研究室の現在 ( 2009年 6 月時点) の

メンバーは、 4 年生 9 名、研究生 1 名、大

学院生( 修士) 2 名と 川野紀江助教を含め

総勢 13名である( 右下写真参照) 。研究室

の活動の詳細は websit e :  shin-murakami. 

comを御覧いただきたい。

研究ー2 マレーシア・クアラルンプールでの

小学校教員への安全セ ミナー

設計1-2 邸内観

- 研究活動

村上研究室では、 地域 ・建築計画、構法

計画、建築経済の各分野を専門とした研究

活動を行ってきた。

研究内容は、 「建築と地域の生産メカニ

ズムに関する一連の研究( 具体的には、 「住

宅と住宅地の再生」と「小学校の持続的計

画」など ) J 、「空間デザイン教育 ・環境教

育に関する一連の研究J 、「主体構造 ・各部

構造の材料特性に関する一連の研究」、 「公

共財のデザイン手法と開発利益の還元方策

に関する一連の報告」に大別できる。住宅 ・

建築の生産メカニズムに関する研究成果と

して、近年は特に、 「マスハウジング期に

建設され、現在建て替え時期を迎えている、

大量の集合住宅の再生システムに関する研

究」を中心テーマとして取り組み、「フラ

ンス ・デンマーク ・ドイツ ・アメ リカ ・オ

ランダ等の海外研究者との連携による一連

の国際比較研究」、「集合住宅の再生手法 ・

プロセス ・組織 ・費用 ・技術 ・制度 ・意思

決定等の諸条件の方向性に関しての一連の

研究成果」を国内外で発表した。 とと数年

聞は、持続可能な学校教育施設を中心とし

た地域の計画のための国際比較研究へとテ

ーマを拡げている。平成 18年度より、研究

代表と して科学技術研究費を得て、アジア

研究 3 環境教育ws



イメ ージ図

( マレーシア、シンガポール、韓国) の団

地再生に関する研究を、平成 19年度から

2 1年度は、豪英の小学校の安全性に関する

研究を行っており、大学院生らと共に海外

調査を行っている。( 研究 2. 3 .  4 参照)

以上の研究成果に一貫 して共通する問題意

識は、「時代のダイナミズムを反映した「よ

い」デザインを如何にして実現する か」 と

いう課題である。

- 計画・設計活動

研究報告と同時に、研究内容とデザイン

に対する価値観を世に問うため、また、研

究 ・教育への実務的課題のフィード、パック

を図る目的で、 昔1.画 ・設計活動を学生と共

に行っている。例えば、 一連の「山村振興 ・

再生の為の問] おこし昔卜画 ・核施設の基本設

計」では、学生と共に 山村に通い、人々と

議論し、衰退する 山村の活性化方策を示し

た。iT邸の設計」においては、明治元年に

建設された木造民家の、また、 i W):1; 11の設計」

i I 邸の設計J ( 設計 l 参照) では昭和50年

代の典型的郊外住宅の再生デザインを示し

た ( i 我が家の リフォームコンクール」す

まいる愛知賞 ・者11市基盤整備公団中部支社

長賞受賞など) 。 更に、学生の国際経験 ・

交涜のためのプログラムとして、欧州研修

研究-4 多治見小学校ws

ラシックT-shirt s Campaign 

を引率 ( 10年聞に 3 回)、 2006年度から実

施する 「シ ドニ一大学」での滞在型海外研

修( デザイン ・ワークショップ) を現地で

の交渉を含めて コーディネート し、実現に

乙ぎつけ継続実施している。2009年には、

豪州 ・NS W大学の教員 ・学生を名古屋に迎

え、市内 Ｖ 大学と共に国際 ｗｓｾ 実 施した 。

学生と共に行った活動事例 として、 i I邸再

生計画J ( i 我が家の リフォームコンクール」

入賞) 、「ラシック T-shi rts Campaignデ、イス

プレイ J ( 日本ディスプレイ大賞入選

2005) 、「もうひとつのテーブル展」出展

作品「テーブル: 一期一会」、 i NAGOY A

DESIGN  WE E K2009J 出展作品「体感す

るダンボール茶室待庵」、 「名古屋市環境

共生公営住宅/ 志段味集合住宅 ・外装デザ

イン」の写真を掲載する。

( 文責 : 村上 心 )

村上ゼミ集合写真

「テーブル 一期一会」

体感するダンボール茶室「待庵」

志段味集合住宅外装デザイン
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Sodatsu-ki  (そだっ木)

美術家

杉山知子

フォレス卜広場に点在するオブジ ェ

は、地中の大木から突き上 げる新し

い枝を、 そして、枝のオブジェの横に

置かれている御影 石は、枝が地上に

伸びるときにはじき出した石 をイメー

ジしています。

毎日の生活の中に、 オフジー工 がどん

な風にとけ込んでいくのか楽しみで

す。

杉山知子 ( すぎやま ともこ )

1958年神戸市に生まれる

1984年京都市立芸術大学美術学部

美術研究科修士課程修了

1994年C .A. P. (芸術と計画会議) 設立



石

操

『
批建

建築と石とは古来より切っても切れない関係にある。エジプトのピラミッド、古代ギリ

シアの神殿、インドの石窟寺院などをはじめ、今日遺産として遣されている建築の多くは

石でできている。日本では木材が豊富であったこともあり、構造材として石を用いること

は稀ではあるが、飛鳥時代の遺跡や城郭の石垣、沓脱石や石庭など建築と石の関係はやは

り深いものがある。近代建築においてもミース・ファン・デル・口ーエのバルセロナパビ

リオンや白井毘ーの親和銀行など、石の使い方が特徴的な名建築も数多い。

建築の原点ともいえる石の建築やランドスケープなど建築関連の事例を通して、建築を

見直す機会としたい。

編 集 委 員 下 叛 浩 和

{ 各靖 1 ]  

シトー会修道院と東方地域. 三宅理一

インドの石・やl' 谷武夫

』 画

「自由の壁J になったミースの石 ，;:0，ぷ7レセロナ・パビリオン- . 渡溢明次

4四

白子 Ｑ Ｚ 鼠 ー における石の 「 発見 ｊ ｾ Ｎ 倉方俊輔

[各;論 2 ]  

7じ禄の学校建築祈:取り巻く 長大な石塀. 竹内良雄

地球を庭に見立てると… ~イサム・ノグヂと石の場合. 新見 |珪

石貼りの幻影~五色塚古墳と白井晶一~・黒田龍二

[ 編集後記]



建築と石

武 蔵 野美術大学教 授

長尾重武

1944年東京都生まれ。東京大学工学部卒業。

東京大学大学院博士課程単位取得満期退学。

工学博士。 イタリア ルネサンス、マニエ

リスム、パロ ックを 中心とする建築理論、

作家論研究。

主 な藷: 担? として 『ヴィニョーラ建築の 5つ

のオーダー J (中央公論美術出版) 、 『ミケラ

ンジエ ロのローマJ (丸普) 、『ローマ ノTロ

ックの劇場者1¥市J (丸善)、 『建築家レ オナル

ド・ダ ・ヴ インチJ ( 中公新自) など。

詩 集 : rきみといた朝J ( 思潮社) 、 『ちいさ

な楽図J (思潮社)
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- はじめに: i石は、貼るものではなく、

積むものです。J

このメ ッセー ジは、建築の学部学生のころ、

フランク ・ロイド ・ライトの落水荘について調べて

いた 11寺に出会ったライトの言葉です。出典は

今では不明ですが、妙に記憶に残っています。

当時、なるほど、と思ったものでした。

カウフマン氏に別荘の設言十制剤頃されたラ

イトは、 川の流れる美 しい森の中を歩きなが

ら、別荘のための場所を探していました。落

差はわずかですが、小さな沌が川l隔いっぱL 当

に落ちていました。 この沌の上に張り出した

水平線を強調した別荘を作っては、そう思い

立ったのは、沌という特異点との出逢いから

でしたが、その実現には、もう 一つの鍵があ

りました。沌のある場所の右岸にみごとな岩

があったのです。それが?むを造っている露出

した岩盤でした。その上にさらに石を積んで、

暖炉とし、ライトの住宅がいつもそうである

ように家の中心をつくり、そこを基点にコン

クリー 卜の床版を張り出させるととにしたの

でした。こうして自然の中のみごとな別荘が

誕生しました。

落水荘は1936年から 1939年にかけて造ら

れ、その当時、アメリカの都市には、経済的

な発展に伴い高層で壮麗なー建築が、前世紀末

以来、続々と建設され、古典主義建築が時代

を風擁していました。それらの梢造はほとん

どが鉄骨造ですが、その語、匠はといえば、ギ

リシア ・ローマに発する古典的な円柱が並び

立ち、 円柱以外の細部も同様に古典的な細部

にもとづいたものでした。こうした古典主義建

築の細部や壁仕上げは内外とも石貼りでした。

「石は、貼るものではなく、積むものですJ 、

というライトの言葉は、そのような石の使い

方に違和感を党えて発せられたのかもしれま

せん。あるいは、石の本性からして密実に積

層したものだからそう すべきだ、といってい

るのだと思われます。落水荘での岩との出会

いとそこに積んだ石のことが私にはとても印

象的でした。

このエ ッセイで、私は、世界の建築の歴史

の中で、石がどのように使われ、かつての組

石造建築がどのような形やイメー ジを追い求

めたかについて、ごくかいつまんで述べてみ

たいと思います。

- 日本の石と建築、そして

まず、わが国では、石は、古墳時代の石造

の墓室や巨石記念物が見られますが、石燈簡

や階段、また寺院の基坦や礎石、床、あるい

は城の石垣、庭石、江戸時代の九州の橋など

をのぞいて、建築には床面や階段など以外は

あまり使用されて来ませんでした。けれども、

明治時代になると、西洋建築をめざして、木

骨造、煉瓦造で石貼りの建築が造られ、明治

も後半になると、組積造建築の市協補強がそ

れなりに可能にな ったと考えら れます。 しか

し、関東大震災の経験により、煉瓦造石貼り

の建築をやめ、 以後、石材は床材やもっぱら

鉄筋コンクリートや鉄骨鉄筋コンクリー卜造

建築の内外装材としてのみ用いられるにとど

まることになりました。 ライトのメ ッセー ジ

とは逆に、石は貼ってきたのです。

しかし、建築の足元に、石組みや枯山水を

造って、成功している例が見かけられます。

おそらくわが国では、石の扱いの点では、建

築より劉患ではるかに組験と実績を持ってい

ると考えるべきでしょうか。わが国では、木

の建築といえばそれなりの歴史と伝統につい

て論じられると思うのですが、石の建築とい

えば最初に思い浮かぶのはヨーロ ッパの建築

と都市でし ょうか。でも 、そのように性急に

決めてかからずに、もう少 し視野を広く見る

べきでしょ う。

- 古典主義建築かう近代建築へ

ル ・コルピュジエは建築を学ぶ若い学生に

向けた講話の中で、 「諸君、ヴィニョーラを

学ばなければならない諸君j と述べて、過去

のくびきから開放されて新しい建築に取り組

むことを強く勧めているわけですが、この 「ヴ

ィニョーラ j とは何でしょうか。それは、 16

世紀イタリアで、 最も' 1m明に 「オーダー j 詰ITi

を確立した建築家ジャコモ ・パ ロッチ ・ダ ・

ゥーィ ニ ョーラ の通称です。古代ローマのウィ

卜ルウ ィウスに端を発し、 15世紀のアルベル

ティ、 16世紀のセルリオについで、古典建築

の柱式についての比例関係を理論化し たのが

ヴィニョーラであり、 トスカナ、 ドリス、イ

オニア、コリント、コンポジ ッ 卜式の 「五つ

のオーダー j を誰でも記憶できる単純な数値

の比例体系として捉えました。ル ・コルビュ

ジエは、古典ギリシア以来の伝統を重視して



きたアカデミーの建築教育の中心にあったオ

ーダ一理論を、ヴィニョーラで象徴したので

した。事実、ヴィニョーラのオーダ一理論は

広く流布しました。古典ギリシア、古代ロー

マに誕生した円柱と関連した装飾手法を、ル

ネサンス建築は復興し、あらためて古典古代

にたち返ろうとした18世紀の古典主義が、ヨ

ーロッパの建築伝統を誇示しようと教育シス

テムを構築してきたのです。そしてその堅固

な形式美を中心にした古典主義建築の教育シ

ステムからの離脱によって、近代建築が誕生

することになります。

・古代ギリシア ; 円柱と神殿形式の確立

と乙ろで、オーダーの発端はギリシアにあ

ります。ギリシア人は、はじめ日干し煉瓦と

木材で建築を造っていたのですが、前 7世紀

末ごろから石造の神殿建設を開始しました。

その際、木造の細部が石に写されていったと

考えられています。当初の石材は多孔質で、

表面に大理石粉を混ぜた漆喰を塗り、極彩色

に仕上げられました。そのような復原図を見

た方が多いと思います。けれどもアテナイと

その周辺で、前 5 世紀の中ごろ良質の白色大

理石が採掘されるようになり、総大理石造の

神殿を建てるようにな ったのです。アテナイ

のアクロポリスの前 5世紀後半の建築府がそ

の典型的なもので、建築の世界にギリシア神

殿の美を鮮やかに示すことになりました。そ

して、ギリシア建築は、 ドリス、イオニア、

コリントの 3種類の美しい円柱と明快な神殿

の形式を発明 したことによって建築の歴史に

不滅の光を放ちました。

古代ギリシアの構造方式は、柱が狭い間隔

で並べられ、その上に梁材を渡すという、い

わゆる樹式でした。相み木の家のように、

柱と梁で開口部が作られる方式です。柱は一

本の石材で造るというより、輪切りにした石

材を積み重ねて造るのが普通でした。その柱

の頭の部分に装飾的な細部が生まれたのが柱

頭です。地域的な特質として次第に形成され

てきたもので、 ドリス、イオニア、コリント

という 地域名が柱頭の呼称として今でも使わ

れ、それら相互の比例関係としてのオーダー

の基本が形づくられました。

- 古代ローマ: ギリシアの円柱の継承と

アーチの導入

ギリ シアの円柱や神殿形式が、その後の歴

史の中で全く注目さ れることがなければ、そ

れらは一つのエピソードに過ぎず、孤立した

徒花に終わったかもしれませんが、実際はロ

ーマという強力な後継者が現れたので、す。ロ

ーマもまたギリシア神殿から受け継いだ三角

破風や円柱を用いて神殿を建て、帝国の発展

に伴いイオニア式とコリント式を複合したコ

ンポジッ 卜式円柱を創造します。一方、 円柱

が取り巻くギリシアの周柱式から、正面を強

調して正面にのみ階段を設ける軸性の強いス

タイルへと変換されていきます。この地域で

ローマに先行したエトルリアの神殿形式が大

きく影を落としたのです。

そして、古代ローマのもう 一つ重要な役割

は、建築へのアーチの導入という快挙を成し

遂げたととです。曲線を描いて開口部を形作

るアーチは、それだけにとどまらず、それを

トンネル状に伸ばしたヴオールトや半球形の

盛り上がるドームをも生み出したのです。こ

うした新しいモチーフや技術の展開が圧倒的

な重要性を持って建築を変えていったといっ

ていいでしょう 。

- アーチの起源

アーチがいつどのように翫巳主したかについ

ては定かではありません。速く先史H寺代から

使われていたことは確かです。 2本の石を三

角形に組んで、つくった三角アーチがその最初

のものと考えられ、すでに新石器時代の例が

知られています。

古代オリエントには、石造の文化が発展し

ていました。l曲線を描くアーチがメソポタミ

ア地方で、はやくも紀元前4000年頃には使

われていたことが知られています。けれども、

はじめは水路のためのトンネル ・ヴオール卜

としてでした。パビロンの 8つの市門の一つ

であったイシュタル門( 前575) が現在ベル

リンのベルガモン美術館に建っていますが、

竜とライオンの浅浮彫りが施されたアーチ門

としてみごとです。また、ササン朝ペルシヤ

の王達のクテシホン宮殿には巨大な円筒ウ、オ

ーj レト天井の追跡があります。

築として、エジプトのサッカラにある第 3王

朝のジェセル王の階段ピラミッドなど( 前

2600頃) が有名です。それまでの日乾煉瓦造

の建築からの飛照的な進展を示しています。

ギザの第 4王朝のピラミ ッド群( 前2500頃)、

とりわけクフ王の大ピラミッドは、今から見

てもその施工精度は驚|漢に値し、以後のエジ

プト神殿とともに、耐久性を誇る巨石建造物

といえるでしょう 。エジプト 神殿の特色は、壁

体から、柱、 梁、天井 ( 屋板) に至るまで、建

物のすべてが石材で、造 られていることです。

インドでは前 2世紀ころから木造から石造

へと移行し、ストゥーパや石窟仏教寺院の建

造がさかんになりますが、アーチは見られま

せん。本格的な石造建築は、 7 世紀以降、ヒ

ンドゥ一教やジャイナ教の建築からです。

またメキシコおよび中央アメリカでも、 4

ｾ＠ Ｙ Ｑ 立組までマヤ文明が、ついで、 ＱＲ ｾ ＱＵ

世紀のアステカ文明も壮大なピラミ ッド型石

造事|慨を発展させるなど、石造建築で注目さ

れますが、円柱やアーチのような際立つた要

素を生み出すととはありませんでした。

初期ギリシア人はアーチを知っていたはず

ですが、紀元前 2世紀のプ リエネのアゴラ入

口に{ 吏われるまで、ギリシアには例がみられ

ません。

古代エトルリア人はアーチを好んで、使用

し、迫椛としては有名なペルージアの市門が

あります。エトルリア人のアーチの扱いはロ

ーマ人に受けつがれ、ローマの建築こそはア

ーチを主モチーフとした建築といっても L、L ミ

ほど多彩な展開を見せました。また、アーチ

を円柱や角柱などと巧みに組み合わせたので

す。構造技術上のみならず、装飾的側面から

も、ローマのアーチはその後のアーチの展開

に、決定的な役割を果たしました。以後アー

チは建築の支配的モチーフとさえなるのです。

アーチという構造には、上からの荷重に対

して、また自重によって、垂直桁重ばかりで

なく、アーチを左右に広げる力となるスラス

ト ( 横圧力) が発生します。そζ で安定性を

得るために、バットレス( 扶壁) や、重い睦

や、支柱によってスラストに対抗し、あるい

はアーチを連ねることによって解消する必要

古代エジプトでも三角アーチが墓室や坑道 があります。こうして、アーチはしばしば重

等に採用されました。最古の本格的な石造建 量感あふれる構造となるのです。
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- 古代ローマ建築の多様性

古代ローマでは、共和政l時代まではギリシ

アと閉じような建築を建てていました。けれ

ども、前 l 世紀ごろから、石、煉瓦、石灰セ

メン卜などを複合して建てるようになり、煉

瓦壁に大理石を張る工法が普及し、有l' 殿建築

にも応用されるようになりました。

ローマ時代には大勢の人々が集まる広聞を

持つ建築が発達しました。大村1殿、大浴場、

市場、パシリカ、などですが、彼らはそれら

をヴオールトやドームの構築によ って可能に

しました。

たとえば、ローマのノ Tンテオンを見てみま

しょう 。正面は、 三角形の破風( ペディメン

ト) を戴く 8本の列柱がまさしく神殿入り口

らしい雰囲気を作り 出 し、玄関ポーチが奥行

き3本の円柱列の奥に、円形平面の単純明快

なドーム建築へと導きます。円形平面は壁と

列柱を交互に繰り返した古典的な装いで、そ

の上には格天井が半球形を描 くドームが立ち

上がっています。直径43. 2メートルで高さ

が半径に等しい円筒形の上に、半球形のドー

ムを戴いています。いいかえれば、 ドームの

球が地面に接することになります。このよう

な内部の明快な形を保証しているのがその外

側にスラストを受ける煉瓦造の分厚い壁の存

在があります。 ドームは、上に行くほど薄く

かっ軽くしてあり、コンクリート梢造が導入

されたために可能になったことでした。そし

て頂部では、直径 9 メートルの穴オクルス( 目

を意味しますＩが ｉｾ 郎 、 ています 。 そして、内

部はことごとく石が張られています。

ローマのマクセンティウスの ｊｾ シリカは、

もともと集会施設として作られたものでした

が、交差 ヴ、オール卜の大架構のスラストを四

周の分厚い扶壁によ って支持しているのがよ

くわかります。大浴場もまた大規模な空間を

持っていることで注目されます。ローマのフ

オーリ ・イン ぺ リアーリに建っていたトラヤ

ヌスの市場もまたヴオールトの架構がみごと

でした。

アーチ、ヴオールト、 ドームには、ギリ シ

ア以来の 円柱が装飾的な要素として付加 さ

れ、結び付けられ、アーケードやコロネード

と組み合わされて、者11市的なスケールで展開

されました。以上のような公共建築や、劇場、

闘技場、宮殿、 ドムス( 邸宅) やインスラ( 高

層集合住宅) が帝都ローマを埋め尽くし、そ

の郊外にヴィ ッラ( 別司王) が建てられました。

また、ローマ 11寺代の者11市建設にはまず、なに

よりも石と水が不可欠で、した。道路などのイ

ンフラ建設や建築には石が多用され、水を近

傍から号| くために石や煉瓦の水道橋が発達し

ました。

苦手j興してきたキリスト教は新しい集会施設

や洗礼堂を必要とし、初期キリスト教建築が

誕生しました。コンスタンチヌス大帝は、 ド

ームを裁く 小fJM具なサンタ ・コスタンツ ァ聖

堂やパシ リカ型のサン・ピエトロ大聖堂をロ

ーマに建て、東ローマ干i干国のキリスト教徒の

皇帝ユスティニアヌス大帝はコンスタンチノ

ープル、後のイスタンブールにドームを戴く

壮腿なハギヤ ・ソフィア大聖堂を建てます0

・中世の建築: ゴ‘シックの達成

ローマ帝国の建築は、帝国の最大版図がア

フリカ大陸北部から北欧を除くヨーロ ッパ諸

国、中東におよんだため、それら広範な地域

の建築に大きな影響を及ぼしました。キリス

ト教世界と Ｑ ｾ Ｚ ＱＱ 立に勃興するイスラム教世界に

力強く受け継がれていきます。

東ローマ帝国のビザンチン様式においては

ドームとともにアーチが重要な意味を担い、

固有の形態を生み出 しました。上芯アーチが

特徴的な姿を表しています。

イスラム教の建築においても、 ドームとと

もにアーチが重視されたことはいうまでもあ

りません。とくに、ハギヤ・ソフィア大聖堂

はイスラム教のモスクとして使用され、 二本

の高い ミナレ ッ卜を付加し、大モスクの形式

の一つの先例となっていきます。イス ラムの

馬r市形アーチが強L ミ表現要素となり、 ドーム

もやがてス卜ラクライトの装飾的な細部を生

み出していきます。

ローマ帝国が分裂してのち、西ローマ帝国

では、初期キリスト教建築からロマネスク様

b へと、木造の天井を石造のヴオール 卜に変

換する試みが続けられ、半円アーチやヴオー

ル卜仮桝、分厚い石の壁体の存在感を示しつ

つ展開されていきます。

そして、ゴシッ ク聖堂は、 一挙に石造建築

写真 1 ローマの現在の日常に溶け込んで生きているパンテオンの様子。パ 写真 2 パンテオン内部見上げ。見えている建材はすべて、石財であるが、壁、
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ンテオンは通称口トンダ、広場の名前は、口トンダ広場である。正面

上部に、 「アクリ ッパがこれを建てた j とラテン語で害かれているが、

ソレハフルイパンテオンのことで、今眼にするものは、後のハドリア

ヌス帝によって建替えられたもの。

天井は石を貼っている。構造は、レンガ積みでドームはコン クリート、

上に行くほど肉厚が薄くなり、かつ軽い骨材を使用している。そして

最上部は穴が開いたままである。透視画法を意識した格天井がよくで

きている。



を高め、花開させ、人々を畏怖すべき高みへ

と誘います。その技術的な達成は建築の歴史

の中の一つの驚きです。新しい先頭アーチと

交差ヴオールト、そして飛び梁( フライイン

グパッ トレス) による精妙な技巧に到達し、

それまでの石の壁体を一挙に減少させ、その

場所にステンドグラスがはめられました。ス

テンドグラスは輝かしいキリストの物語を語

り、堂内は、深い高さに覆われ、 神々しい光

に満たされるようになり、その外観には、大

きな蓄被窓、縦長の窓のステンドグラス、空

を目指した j蓄や尖塔が 11庖立します。

ゴシック様式は最初フランスの イル・ド・

フランス 地域で開花します。1144年、サン

ドニでの小さな試みから、サンス、ラン、ノ

ワイヨンを経て、 1163年以降、パリのノー

トルダム大聖堂で一つの達成を見たのちに、

さらに1194年に開始されたシャル トル大聖

堂で最初期の本J格的なゴシ ック聖堂の姿が浮

き上がります。シャノレトル大聖堂は、回国風

景の中に異なる意匠の二つの塔が遠くその姿

を表すH寺から人を感動させ、堂内に入つでも

なおその感動を装切らないばかりかさらに高

みへと誘うでしょう 。

1247年ボーウe ェ大聖堂が着工され、これま

で達成されたことがなかった48メー トルもの高

さのヴオールト天井が笑現されるはずで、した

が、 1284年に崩落してしまったので した。そ

して、同じ頃に着工さ れたパリの小聖堂サント

シャぺルは珠玉の名品というに相応しいでし

ょう 。ルイ 9世がコンスタンチノープルから入

手した型辿物を安置するために建設されまし

た 。 立ち上がる創 ｉＱｾ ) 柱が上へと伸びていき華

奪な交差ウe オール トが天井を覆い、光の壁に

囲擁された空間のなんと静かで豪華なこと。

フランボワイヤン( 火焔) 様式といわれる

後期ゴシックのその後の展開や、イギリス、

ドイツその他の諸国における試みが全体とし

てゴシ ック ・スタイルを豊かなものにしてい

ったのですが、詳細には触れられません。た

だこれだけは言っ ておくべきでしょう 。建築

に使われた石がこれほどにも強靭で、しなや

か、かつ芸術的に高い位置を与えられたこと

はなかったでしょう 。19位庁己のゴシ ック ・リ

パイパJ レがごく自然に誕生することになった

のも当然かもしれません。

- ルネッサンス、バロ ック

ルネッサンス、バロックの建築は、再びロ

ーマ風の各種材料の複合に 戻 り、必ｾ瓦造の躯

体に石材を化粧張りする方法が一般的とな

り、漆喰工( スタッコ) 仕上げで、石造に見

せかける技巧も発達しました。

ルネッサンスは、アーチを古代ローマに倣

ってとらえ直し、 円柱とドームの扱いによっ

て、以後のヨーロッパ建築に規定的な役割を

果たす乙とになるわけですが、とりわけ建築

家ブルネレスキ、ブラマ ンテ、 ミケランジエ

ロの三人に注目したいと思います。

16世紀初頭のローマで、ブラマンテが建て

たテンピエッ 卜はみごとに均整のとれた全体

を形づくり、その名を耐かせます。それはド

ームを戴いた円形平面の二層の記念堂で、 一

層目をドリス式円柱が取り 巻いています。そ

れは明らかに古代の神殿を手本にしています

が、同時代や後世に与えた影響は計り知れな

L 可ものがあります。

そして、ブラマンテはローマのサン ・ピエ

トロ大聖堂の計画に着手します。中央にドー

ムを戴く 4本の柱を置き、そこから十字形に

腕が伸び、 41潤に小ドームが:隣るホー j レを形

づくりました。 4本の柱の上にドームを載せ

るためには、 4 本の柱がつくる正方形平面に、

ドーム基部である円を支持させなければなら

ず、そのためには隣り合う柱の上にアーチを

かけ、それらのアーチとドーム基部の円によ

ってできる 4 つの立体三角形( ぺンデンティ

ヴ) によって支えることになります。 こうし

て出来上がる ドームをぺンデンティヴ・ドー

ムと言いますが、それを実現しようという試

みなのです。このアイデアは15世紀末の ミラ

ノでレオナルド・ダ ・ヴインチが熱狂的に試

みていた理想的な聖堂のイメージとかさなり

ます。

乙の方法の前! 駆的な方法が、ブルネレスキ

のフィレンツェのサン・ロレンツォ聖堂の旧

時具室で作られており、その場合は壁付 きの

アーチとペンデンティヴが作られ、その後、

アルベj レティやジュ リアーノ ・ダ ・サンガッ

ロらの試みによ ってブラマンテの案に近いも

のが作られるようになりましたが、結局ブラ

マンテも実現には至らず、 ドームそのものと

共に完成するのはミケランジエロを待たなけ

ればなりませんでした。 ミケランジェロの場

合でさえ柱を強化したものにならざるを得ま

せんでした。

ミケランジェロがサン ・ピエ トロ大聖堂の

ドームを完成させた時、ブルネレスキのフィ

レンツェ大聖堂のドームと閉じく 二重の殻に

したのは興味深いことです。また、その正而

に古代神殿の正面を形づ、くり、 ドームと古代

神殿が合体されたのです。

こうして出来上がったドームと列柱、神殿

正面、さらには塔も含めた新しいルネサンス

の建築イメージが、イタリアの聖堂のみなら

ず、たとえば、パラディオのヴィッラ、ラ ・

ロトンダに採用され、遠くパリのパンテオン、

ロンドンのセン ト・ ポール大聖堂、さらにア

メリカ合衆国国会議事堂にいたるまで、広く

治研打されました。こうして、国際的な古典主

義建築へとつながっていく わけです。

・おわりに

ヨーロッパの石の建築という 言い方がされ

ますが、実際は煉瓦造やコンクリートも含め

た複合的なものであることが多いこと、また、

モニュメントであればあるほどH寺代の技術や

意匠の限りを尽くして、アーチやヴオールト、

ドームを 多用してきましたが、/ ' ( ナキュラー

な建築は組和造の分厚い壁を建てて木造の床

や小屋組みを持つのが普通で、す。そのような

組破造建築は思いのほか自在であることに駕

きます。道路拡11席のために建築を部分的に壁

を壊して縮小してファサードを付け替えた

り、かと思えば密集して建つ都市の建築の内

部では隔壁を貰き 、犠の巣のように柔軟に伸

びひろがっていたりして自分の居場所が外か

らは掴められなかったりして困惑します。

最後に、もしただそこに在るだけで美しい

円柱や、アーチ、ヴオール ト、 ドームがなか

ったとしたら建築の歴史的なイメー ジはずい

分貧しいものになっていたと思います。幸い

なるかな、というべきでしょうか。

( ながお しげたけ)
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いわお

「汝は巌なり J。イエスが最後の晩餐に| 探

して使徒ぺテロに送った言葉である。聖ぺテ

ロは初代のローマ総主教つまりローマ教皇 と

なる人物であるが、 出自は漁師であった。な

ぜかその名は「石J を意味していた。それゆ

えに世界宗教として発展するキリスト教会の

堅固な礎となり、未来永劫それを支えていく

学が、マテリアリズムそのものに他 ならない

建築の材料と構法の問題と同じ言語で語られ

ていなければならない。「ものJ と精神を分

けて考えることが習↑ 貨となった近代人には理

解が難しいが、創設当初のシ トー会はそのよ

うな不思議な二重性を抱えた集団であった。

*  

乙とを運命づけられた。新約聖書をざっと読 基礎から壁 ・柱、そして屋根に到るまで建

いわお

む限り、この「石= 巌 」は抽象的なニュア 築すべてを石だけで造るというのは、ヨーロ

ンスと思えるのだが、これを字義通り解釈し

て、教会を石で造らなければならないと考え

たグループが存在した。聖ベルナルドゥスに

率いられた厳絡派修道会たるシト一会であ

る。H寺代は紀元12世紀、 中世 ヨーロッパが熟

成し、各地で壮麗なカテドラルや修道院建築

が建て始められた時期に対応している 。

*  

聖ベルナルドゥスは、スコラ哲学が花聞き

多彩な神学者を輩出させた rt 出キ リス ト教会

の中でも特に禁欲主義を1 i & J 底させた修道僧と

して名を馳せている。彼の名を冠したアルプ

スの犬、英語でいうととろのセント ・バーナ

ード犬なら誰でも知っているだろう 。スイス

の山奥の シ 卜一会修道院に飼われていた犬

が、修道会のイデオローグたる聖人の名をつ

けて世に広ま った、ということだ。彼がヨー

ッパ世界を眺めていても、意外と例が少ない。

「凍れる石の音楽J といわれるゴシ ック 建築

も小屋組に木を使うのが普通で、あり、ロマネ

スクもその点では変わらない 。 そもそも組 ｮｾ

造技術が確立した古代 ローマにおいても上部

の覆いとなるドームやヴオールトは煉瓦を用

いて架けられている 。成形が容易で、あり、楳

準化ができて 「粘り 」のある煉瓦の方が耐践

的にも施工的にもはるかに適しているわけ

で、ローマ人の技術者の判断はその意味で的

確であ った。古代位界において石材を大々的

に用いで大架椛を構築しえたのは、火山地域

にあ っ て煉瓦の材料となる良質の粘土が ｧｾ ｉ ＧＺｉＺＧ Ｑ

しないアルメニアに限られていた。地震多発

地帯にもかかわらず、今日まで古代から中世

にかけての遺構の多くが地震で損傷も受けず

に長らえているのは、パットレスや補強材を

ロッパ各地を行脚 して|唱えた説教録は今でも 十二分に配した構造上の特性に加 えて、隙間

写本が保存され、従って聖人研究もかなり進

んでいる。 しかし、建築に対するあまりに原

理主義的な発想、つまり 禁欲主義を表象すべ

き石の建築原理という思考の基盤がど乙にあ

るのかは今も ってさまざまな議論が行われて

いる。聖ベルナルドゥスの説く絶対規範とし

ての「石= 巌」の起源、をどこに求めるかは重

要なテーマであるが、石で建築すべてを組み

上げる 作業がいかに技術 的に困難かを知 れ

ば、それをスコラ哲学的な形而上学の応酬か

ら始まったとするわけにはいかないことが容

易に理解で、きるだろう 。思弁的であるべき修

道僧の集団と石工に代表される技術者集団と

の問で同一基盤と歴史が共有されていたと考

えない限り、そのようなことは起とりえない

のだ。神学が建築と・等価で、なければならず、

同時に建築が神学的思惟によ って組み立てら

れていなければならない。形而上学のさらに

また上、つまりは超越' 性の世界を云々するや11

がま ったくと言っ てないほど巧みに切り整え

られた切石を可能にする高度の磁石技術によ

るところが大きい。アルメニア建築の特徴の

ひとつは矩形の平面の交差部を担うタワー状

のドームにあり、それが典礼上の中心となる 。

その点で、は、コンスタンティノポリスから分

離した犯也教会 を標務しつつも東方典礼の流

れを汲んでいるが、プレス コ画やモザイクで

はなく、もっぱら石の彫刻と架椛 を介して空

|尚のヒエラルキーを表現しているのは、アル

メニア人石工の本領発揮といえるだろうか。

*  

つまり、アルメニア建築は石の技術そのも

のである。 しかし、そこに表出されている神

学的空間は、イコノグラフィの助けを借りて

捗ιZ的にメッセージを伝える東方教会の伝統

にのり、 旧約聖書や聖人伝のさまざまな悩最

を主題として壁面を飾る渦肉彫り、あるいは

神 聖 ｬｾｾ が彫り込まれた円柱の柱頭模様が絵巻



物Jlli lに並べられる 。その配置はきわめて説話

的で、訪れる人々に対して視覚的・体験的に

メッセー ジを伝える役割を果たす。ロマネス

クの建築、特に南仏のそれに近いとい っても

よいだろう 。と乙ろが、聖ベルナルド ゥスの

説く石の空間は、同じ石とはい っても、こう

したアルメニア建築とは決定的に異な ってい

る。何が違うのか。それは、人々の欲望や想

像力を喚起する装飾の類が一切斥けられてい

る点にある 。石は石であって装飾ではない。

窓は光の差 し込む関口であって、ステンドガ

ラスのような装飾的表現は禁止される。それ

ゆえに後世の人間、特にモダニストたちから

光と石の究極の空間といわれるようになるの

だが、その背景には幾多の神学論争があ った。

*  

東方教会のイコノグラフィを論ずるにあた

って欠かすことのできないテキストは、偽デ

ィオニシオスと称されるカ ッノT ドキアの修道

僧が記したとされる 『天上位階論』である。

地上と全知全能の村l との聞に1黄たわる天上世

界を天使の区分によ って位階的に捉え 、最高

位のセラフィムから人聞に近い普通の天使ま

で、が戯れる布11々しくも絵画的な宇宙が透けて

見え、 実際画家や彫刻家たちはそのイメージ

を拠り所にあの美 しい装飾を仕上げてい っ

た。 しかし、乙のような絵画的表現は東方ビ

ザンチン世界を襲ったイコノクラスム ({附象

破壊) 運動の中で激しい攻撃を受ける 。神の

世界を描くにあた って人像をそれに充てるこ

とはできない、という主張が頭をもたげ、多

くのイコン画が廃棄処分にあい、フレスコ画

やモザイクが漆憾のもとに塗り込められてい

った。時代は 8 ｴｬｬｾＺ 己から Ｙ 世紀にあたる 。

H寺、勃興してきたイスラームが偶像禁止を徹

底させ、キリスト教世界に果敢に神学論争を

挑んで、きた結果である 。西方カトリ ックの世

界はその影響を受けなかったが、それが十字

軍の時代にな って突如として降りかかってき

た。その立役者たる聖ベルナ j レドゥスは聖地

奪回のために十字軍派遣の急先鋒であり、彼

がヨーロ ッパ中を動き回った理由は十字軍の

必然性を説くためであ ったともいう 。

*  

ーパ ターンの繰り返しで横に広がる建築。 ビ

ザンチンもロマネス クも天上に向かって大き

く広がる空間を構想しているのに対し、ま っ

たく異な った空間のあり方である。キリスト

教世界ではイスラームと隣り合うエジプトの

コプ卜建築がこの原理を採用した。興味深い

のは、同時期のメソポタミアのキリスト教徒

たちがその地域に伝統的な組制造の技術を駆

使し乙そ守って無装飾の石の空間を造り始めた

という歴史的事実である。一般にシリア系と

いわれるヤコブ派( シリア正教) やネストリ

オス派が、勃興するイスラーム勢力に対抗す

るかのように大掛かりな石の聖堂を建設し始

めるのである 。ティグリス 川上流のニシビス

( 今日のトルコの トゥル ・アッディン地方ヌ

サイビン) 周辺に散らばるヤコブ派の修道院

やネストリオス派聖堂群は特に質が高く、ア

ルメニアに匹敵する載石術を誇り、巨大なヴ

オールト天井を石で軽々と造 ってみせてい

る。シ 卜一会建築の原型といってもよい位だ。

文献は残っていないが、イスラーム勢力の偶

像禁止を意識して、も っぱら石による空間表

現、それも天上を示唆するかのごとく上に向

かつて伸び、上がる空間、を試みたと思わせる

に十分でーある。ヤコブ派はキリス ト論をめぐ

ってキリストの神性に優位を置 く単性説に与

し、他方のネストリオス派( 唐に伝わって景

教と H乎ばれた) は逆に人性を重視して迫害に

遭い、 ペルシアに拠点を移すことになる 。両

者ともコンスタンティノポリスからは異端と

され、イスラーム世界の中でかろうじて生き

残ることになる。比較的少人数の集団が移動

しながら信仰 と典礼、そして石の技術を伝承

した。

*  

シリア系とシトー会の聞で共通するのは、

すぐれた石工集団の存在であり、しかも住民

( 修道僧) がそのまま石工を兼ねていたとい

う事実である 。前者でいえばコンスタンティ

ノポリスの宮廷をパ ックとする建築家、後者

でいえば大規模な造営組織を抱える建築家が

背後に控えていたわけではない。初期のシト

一会修道院建築の設計図書は大聖堂の類と違

ってまったく発見されていないが、あるいは

かわらず、ヤコブ派もネス トリオス派も独自

の建築タイポロ ジーを維持し、修道院や教区

聖堂にオリ ジナルのかたちを生みだし、シト

ー会 も同様である。そこから見えてくるのは、

神学を共有する技能集団、それもイスラーム

という 巨大な 「仮想的J を眼の前にして必死

にな って独自の組織京理をつくり維持しよう

とした集団であるということだ。 シリア系の

集団は、華麗なる東方典礼を敢えて覆して禁

欲的で シンプルな空間構成原理を生みだし、

シトー 会は聖書の原理主義的解釈によ って

「石= 綴j を建築の理論的基盤となした。

*  

シト一会修道院はヨーロッ パ建築史の上で、

も重要なテーマとして認識されており 、フラ

ンスを中心として研究が進んでいる。特に南

仏のシト一会修道院ル・トロネは、フェルナ

ン ・プイヨンによって 『組い石』が世に問わ

れ、ル ・コルビュジエがラト ゥーレ ット修道

院の構想、を練るためにこ乙に能ったというこ

とから、近代建築の原点としてもしばしば取

り上げられ、世界中から人が訪れるようにな

った。シ トー会修道院は禁欲を第一に掲げる

が、聖ベルナルドゥスの姿勢に伺えるように

排他的でもあ った。 卜字軍とは行動をともに

し、型地パレスチナにも多くの遺構が残って

いる。メソポタミアのヤコブ系修道院とは典

礼や教義の遣いから 一緒になるととはなか っ

たが、 一部のネストリオス派がその後カトリ

ックに回帰して修道会を構えるようにな った

のは興味深い。イラクのクルディスタン地方

の山間にあるラパンホリミズ修道院などがそ

の典型である。岩山の中腹に位置し、岩窟を

利用した僧房群の外側に聖堂が谷に向かつて

テラス状に張り 出した様はなかなか壮大であ

る。ル ・ト ロネのようにt制キな形態というわ

けではなく、時代に沿って何重にも増築され

た石の聖堂がひとかたまりとな って突き 出て

L ミるが、石のダイナミズムを感じさせるに十

分である 。調査を行ったのが1980年代なの

で、その後の 2 巨|にわたるイラク戦争で、現

在修道院を維持できているかは定かで、はな

い。石の建築の何たるかを知るためには、メ

ソポタミア一帯のキリスト教建築の検証が必

当初のイスラーム世界が示した建築の原理 建築家が描くような図面は当初から存在しな 要であるのはいうまでもない。

は、徹底して平面性を貫 くことであ った。同 かったということも十分にありうる 。にもか (みやけ りいち)
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タージ・マハル廟

インドの石

建 築 家

事l' 谷 武夫 建 築研 究 所 代表

神谷武夫

1969年東京議官|可大学美術学部建築科卒。

Ｑ ＹＷＶ 年に最 初のイ ン ド建 築 研究峨 Ｉｾ旅行 。

以 後 世界各地のｾ 築文 化 を訪ね ＴＲ 回、延べ

1400日以上の旅をする。

作品に「横浜の 11可家J r稲川屋ビルJ rライ

ラック ・ハウス」など。

著f!? に 『インドの建築J ( 東方出版) rイン

ド建築案内J (T OT O出版H インド古寺案内j

(小学館) 等。

訳迂?に 『イスラムの建築文化J (原書房) r楽

図のデザインーイスラムの庭園文化J (鹿J::a

出版会) rヒンドゥ教の建築J U鹿島出版会)

など。

そのほか、T B Sテレビ n HE"1立界i出産j の

「タージ マハJ レ廟とアーグラ城」などのl抗

修。
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世界の石造文化固としては、ヨーロ ッパ、

中東、インドの 3大地域が傑出している。中

東とヨーロッパの石造建築の源流はエジプト

とシリアにあり、そこは砂漠の多い乾燥地域

であるゆえに木材に乏しく、それがレンガや

石による組積造文化を築いた。それを受け継

いだローマと ペルシアがヨーロ ッパと中東に

石造建築を伝えたわけで、ある 。それに対して、

インドは古代においては長く木造文化固に属

し、石が建築 に用いられるようになるのは、

国土が次第に乾燥化して木材が乏しくなる 5

世紀以後のことである。そのために石造文化

の時代にな っても石を木のように用い、それ

がインド建築の性格を規定する乙となる 。

その失われた古代の木造建築と中世の石造

建築との聞に橋をかけるのが「石窟寺院j であ

る。 日本語では「石の建築」 と言 うが、英語

で、はSt one Ar chi tect ur eとRock Ar chit ect ur e  

を載然と区別する。前者は運搬することので

きる大きさにカッ卜した「切石」を顧みあげ

る 「石造建築J をさし、後者は現地の岩山を

掘削・彫刻した 「石窟寺院j をさす。英語で

はCave Templ eある p はRock C ut T empl eな

ので「洞窟寺院」あるいは「岩窟寺院」 の意

だが、漢語による 「石窟寺院j の訳が定着 し

てしまい、石と岩の区別があいまいにな って

しま った。材質は同じであ っても、岩山を掘

削した洞窟は「石造建築」と は言わない。本

稿では「インドの石j の一端を理航J するために、

インド最古の石窟寺院と近世の石造建築とし、

う、両端の トピックを取り上げる乙とにしよう 。

パラーバル丘の岩山

石窟寺院はインド人が発明 した形式ではな

く、エジプトからアナトリアやペルシアへと

伝わった洞窟墳墓の形式が、さらにイ ンドに

伝来して最も建築的な梢成をとる に至ったも

のである 。 これが仏教と共に中国に伝えら れ

ると 、インド以上に数多くの石窟寺院が開窟

されたものの、インドとは繰相が違う 。 イン

ドには岩山が多く、特に l令部のデカン高原に

は堅固な岩山が至 る所に露出しているので、

石窟寺院の絡好の舛台となった。 ところが中

国では地質が柔らかく岩山が少ないので、イ

ンドのように柱形や梁形をくっきりと彫刻す

るのに適さず、極端に言 えば、今にも崩れ落

ちそうな 「土砂111J の洞窟が多い。そこには

壁画は盟富に描カ通れたが、インドのような高

度に建築的な姿をとるものはほとんどない。

それを「石窟寺院j と11乎ぶのは、ほとんど語

義矛盾である 。

インド最古の石窟寺院は、東インドのパラ

ーノ¥) レ丘にある 。と乙には30mX150mほど、の

大な岩が ゴロ ンと転がるように横たわり、

ここに 4窟が彫られた。壁に残る碑文によれ

ば、紀元前250年と 257年にマウリヤ朝のアシ

ョーカ王がアージーヴ. イカ教の僧のために、雨季

ス

の
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ロマース・リ シ窟平面図

の修道所として造営 させたという 。仏教の保

護者として名高いアショーカ王も、この頃はア

ージーヴィカ教に肩入れをしていた。

平面図は、ロマース ・リシ窟の入口部分と |燐の

スダーマ窟の内部とを合成しである。まずA の

進入路を掘り、礼拝室兼寝室 と思われる B室

(約 6 X 10m) を掘 り出 し、さらに 円形のストゥー

パを杷ったと思われるC室を掘 り出した。硬い

花岡岩( 日本の御影石) をノ ミだけで、彫ってこ

れだけの空間をつくるのは、難事業であ った

ことだろう 。こうして西方の墳墓がインドでは

寺院となり、中に入るとヒヤリとする涼しい

仰聞が酷暑のインドの風土にマ ッチし、前 l 世

紀から各地で大々 的に開館さ れるようになる。

では、なぜ前 3世紀に突然石窟寺院がつく

られたのだろうか。インドの大部分を初めて

統ー したマウリヤ帝国は、それにふさわしいモ

ニュメン トを必要としていただろう 。そこへ、

アレクサンドロス大王によ って滅ぼされたぺ

ルシア帝国の工匠が新しい職場を求めて来印

し、アショーカ王に雇われて西方の石窟技術 を

インドにもたらした、という説が有力で、ある。

内部の壁や天井が「本磨き j にな っているの

も、そ れまでのインドにはなかったペルシア

の技術である 。

それら何の装飾もない シンプルな石窟群の

中で、ロマース ・リシ窟のみがD の入口部分に、

創nかく彫刻さ れたフ ァサードを備 えている。

後のパージ ャーをはじめとする大石窟寺院の

ファサードの原形となるものだが、とこには

実に謎が多い。一見当時の木造建築を忠実に

模しているように見えるので、 美術史家たち

は皆そう思い込んで、しま ったが、建築家の白

から見れば、こんな木造建築はありえない。

左右の 2本の柱は木造にしては太すぎるし、

梁が水平で、なくアーチ状をしているのもあり

えない。屋根が尖頭アーチ状をし、庇の下部

を引っ張って、雨が壁面にあたるように引き

寄せているのも不可解ーである 。

スダーマ窟内部

おそらくこれは ぺ ルシアの組ｦＱｾ造建築の形

を真似してアーチ形を多用し、本来のアーチ

の推力に対抗するための内転び住を模してい

るのだろう 。そして内部のC室が ドーム天井、

B室が トンネル ・ヴオールト 天井をしている

のも、西方のレンガ造や石造建築の形態的模

倣である( 木造の国インドには、アーチやド

ームはなか った) 。 さらに問題なのは、 三角

切妻ではなく尖頭アーチ状をした屋根構造で

あって、ことでは詳しく述べる余裕がないが

(興味のある方は私のHP 附 l谷武夫とインド

の建築』の中の「リ ュキア建築紀行j をお読

みいただきた Lミ) 、アレクサンドロス大王の

東征に伴って伝えら れたリ ュキアの石棺およ

び石窟墓の造形の影響だと考えられる。

つまり、ここに表現されたファサードとい

うのは、現実には存在しえない幻想的な木造

建築の姿として岩の上に刻まれた、「岩の建

築J なのである。 この架空の、摩詞不思議なフ

ァサード、のインパクトがあまりにも強か ったので、

これが以後の インドにおける 仏教チャイティヤ

窟のファサード・デザインを支配することになり、

さらにこの原理を内部空間にまで延長すると

とによ って、い っそう幻想的な石窟空間を現

出させるのである 。パラーパルのファサード

はその試作品として、後継王の命によ って、

前 2世紀頃に彫刻さ れたのだと思う 。

*  

さて、パラーパルの石窟寺院の1900年後、

インドでは「石造建築」の発展が頂点に達して

いた。その代表作 として誰もが思い浮かべる

のが、 1654年竣工のタージ・マハル廟である。

インドのみならず、おそらく世界で最も有名

な建築作品であろう 。ある大学で「芸術学」 と

して建築史を教えていた時、教科書に使って

いた拙著『インド建築案内』の中から建物を一

つ選び、そ れをモチーフにして自 由なテーマ

で絵を描 くようにという夏休みの課題を 出 し

たら、 一般学生の約半数がター ジを選んで‘絵

リュキア石窟墓のファサード

を 封 ｍ ｩ ｾ ミてきた 。 建 物 を選ぼうとあの本を パ ラ

パ ラめく っていくと、大多数の学生は、 タージ

の写真に目が釘付けになるらしいのである。

あの廟がそれほどに人を惹きつけるのには

多くの原因があろうが、 何よりも頂部から足

元まで総て白大理石の「白亜の建築」である

ことで、 墓であるにもかかわらず、その純粋

で清浄な姿は、 天上の宮殿のように見えるら

しい。私の長年の疑問は、もし白亜の殿堂が

それほど、魅力なのなら、なぜ権力者たちは世

界中の歴史的モニュメン トをそう造らなか っ

たのだろうか、ということだ った。宗教建築

であれ宮殿建築であれ白亜の殿町堂にしていれ

ば、 インドのシ ャー ・ジャハーン帝のように

世界中の人々から賞賛 されたであろうに。私

自身も設計時にしばしは右材業者に相談して

みたのだが、彼らは、雨や酸に弱い白大理石

を外部に用いることはできない、もし用いれ

ばたちまち汚 く見苦しくなると言 って、 実例

写真まで見せるのが常だった。では、最も汚

れやすい部位の ドーム屋線に白大理石を用い

たター ジは、毎年あの巨大な建物に足場をか

けて磨き直していたとでもいうのだろうか。

『インド建築案内』の英訳版が インドで出

版された l時に、その レセ プションにきてく れ

た修復建築家のR ・ナンダ氏が、彼の手がけ

た、やはり白大理石の ドーム屋根のフマユー

ン廟に案内 してく れた。そこで彼に長年の疑

問をぶつけてみたところ、フマユーン廟やタ

ージのドームを磨き直したことなど一度もな

い、風雨で汚くなるのは、イタリアのカララ

をはじめとする西方の大理石であ って、イン

ドのマクラナやクンパリヤー産の大理石はも

っと上質で、ある、ということだった。イン ド

の石窟寺院は堅固な岩山の存在によ って可能

となり、インドの石造建築は良質な石材によ

って支えられてきた。白大理石のドーム屋根

というのは、インドにしか存在しないのである。

( かみやたけお)
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「自由の壁J になった

ミースの石

~バルセロナ・パビリオン~

関東学院大学名 誉教授

渡浩明次

Ｑ ＹＵＸ 年関東学院大学建築学科卒、 Ｑ ＹＶＲｾ Ｑ 三 イ

リノイ工科大学大学院卒。

1962- 65年ミース ・フ ァン ・デル ・ローエ

市務所勤務。三井俊ヶ l刻ビル企同室、 mカ

リフォルニア大学客員助教授を経て、 1970

年から関東学院大学建築学科教授。現在関

東学院大学名性教授

主な若訳i!} に 『ミース ・ファン デル ロ

ーエj 美術出版社、 『ミース・ファン デル

ローエ J ( ワーナー プレイザー編集)

A .D.A.  E DI T A Tokyo、『現代建築の源流と

動向J ( しヒルベルザイマー著) I鹿島出版会、

『都市の本質J ( しヒルベルザイマ- ' ( Y，: ) 彰

国社、 『大73i l 綴なオフィスビルj 井上占院な

ど。
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バルセロナ ・パビリオンは1929年に行わ 趨勢からの建築の遅れを感じた。

れた万国博覧会の迎賓館として設計された。 その遅れを取り戻すために、 1919年に鉄

現存する建物は、その高い文化的な建築遺産 とガラスの高層ビルを、 1922年にコンクリ

の官III 値によって、建設当時と変わらぬ設計に ート造事務所ビルを発表した。続いて、 1930

より再建された建築である 。

*  

ミースは1886年、 ドイツ・アーへンに石

屋の息子として生ま れ、生涯を建築及び都市

計画の発展に尽くした。その創作活動は石を

研麿ーする行動に似て、目的を達成させる強い

精神力と客観性をともなった鋭敏な洞察力を

持ち合わせて行われていた。

・建築的主題

ミースの建築的主題は「社会の要求を建築

の空間に翻訳する j ことであった。その原体

験は、彼の少年|時代に聖歌隊員として過ごし

たアーへンのパラチン礼拝堂にある。 乙の教

会は何世紀にもわたる建設の長さから、低層

年にコンぺ作品として、石の慰 ｾｾ ｉ 仰 を提案し

た。この一連の創作活動は各々の建築材料の

特性を見つけ出し、 |時代に合った建築の独l

性を見定める作業でもあった。

*  

1923年には、当時一般的に造られていた

四角の煉瓦住宅を解体し、ランドスケー プを

煉瓦壁の操作によ って「住まう 空間」に引き

込む住宅梢想を発表した。

バルセロナ・パビリオンは、それらの作品

を基礎に設計された建築で、ある。

・プランニング・コンセプ卜

世界万国博覧会は、どの国も国の威信をか

けて参加する行事である。それは国の成熟度

部をビザンチン様式に、上部府をロマネスク とその国の国際的な世界市場の役割j を示す場

様式に造られている。「それはあらゆる偉大 でもある。 ドイツは、工業製品の展示ブースを

な様式が通り過ぎたが、建てられた日そのま 別棟に設けた。そのため、パビリオンは開催国

まにそれらは印象的に残っている」と、後に スペインの王を始めとする各国の要人を迎える

ミースが回想するように「時代の建築表現が レセプション用の迎賓館として設計された。

普遍的な建築美を生むj のだと彼を確信させ パビリオンの敷地は、展覧会場の中に各会

ていた。 場を繋ぐ連絡通路の一部にあった。従ってプ

*  ランニング ・コンセプ卜は博覧会場全体の者1¥

ヨーロ ッパの建築界は、ミースが設計所員 市的スケールから編み出された。

として働く 20代まで「古典主義建築J の真っ 万博は国|録的なイ ベン 卜である 。 ミースは

ただ中にあった。建設: tl ' l J .坊を見るミースは鉄 大観衆が集う 11宜騒極まる広L、者|怖的会場にあ

とコンクリー卜によって桝造を造り、外装だ って、このパビ リオンの役割を如何にあるべ

けを石で困う建築に、強烈な時代錯誤と社会 きか問うたのだ。



ミースは、この設計プログラムを[ 要人達

の休息場」つまりイベン卜会場の「騒然とし

た無秩序の会場J に対し「静かな秩序ある空

間」を提供すべきであると考えた。何よりも

別棟に展示しであるドイツが製造する工業製

品の建築材料を、この迎賓館で試し、その建築

としての細部を提示することが諜題で、あった。

*  

ミースの設計行為は、 既に準備されていた。

つまり、 H寺代遅れの古典主義建築の「静力学

的形態システムj を脱却し、先行したドイ ツ

における同i 1 寺代の芸術画壇の流れ、つまり 「動

力学的形態システム」をどの ように建築に組

み込み、真に望まれる工法を見付け、どう建

築材料を蘇らせ建築化することができるかに

あった。

このパビリオンの建設計画は、期間内に建

設し万博後に解体し、敷地を元に戻すことが

約束されていた。従って、全ての建設を運搬

可能な組み立て方式で行われた。

*  

石造建築が奏でる普遍的な美は、そのH寺代

の建造技術が貰く石を積み上げる「技術革命

の技と技法」の表現にある。何世紀にもわた

り「より広く、より高く、より可憐にJ 発達

したゴシック様式の建築美も、その 「細部に

乙そ美の村1が宿る」とミースは考えていた。

*  

歴史的にまだない「鉄とガラスの建築J に

素材を生かした組み立て細部が考案された。

長い模型のスタディーの結果、構造方式を「構

造体の自律j に修正し、躯体からd1l 立した「自

由の壁j の空間栴成に辿り 着いた。「こ れは

発見だったJ とミースは後に述べている 。

- 空間構成と空間秩序

迎賓館は鉄骨造である。一般的に使われた

ラーメン構造による 。その総計八木の柱は、

四本のL 型鋼を自立する十字型に組み立てら

れた。I型鋼材の梁は、梁全体を薄く保つため、

バランスの良い「持ち出し梁j が四方に設け

られている 。また、敷地全体を囲う大理石の

壁も、下地に鉄骨材が組まれ、その上に積ま

れた。

パビ リオ ンはトラパーチンの基壇の上に建

てられた。その前面の庭に広い泉が、後方に

小 さな泉が設けられた。それらは、いくらか

高い大理石の壁に外周をなぞるように建てら

れ、| 低騒な外部を遮断し、パビリオン独自の

内部空間を擁護している。

*  

迎賓館の粁は深く、日中は前面に広がる泉

の| 場炎がきらきらとその粁装を照らしている。

前面からやや奥ま った所に緑の大理石の壁

が、クローム板で被認された微かに光る十字

柱から明確に外され立っている 。その前面を

塞ぐようにガラス壁が立ち、奥にある貴賓室

の広間へと誘っている 。

一方、大理石の裏側には、泉に沿って反射

を避けるガラス壁が、天窓の11痛を受けて二枚

設けられている。その前に、奥まった泉側のテ

ラスが幾分突き l出したガラス壁によ って造ら

れた。ガラス壁は、さらに延長され負賓室を

囲み、広間の領域を外部に明確に示している 。

*  

貴賓室の広間の中央には、 ミースが惚れ抜

いて石切り場から持ち込んだ「赤みを帯びた

オニキスの大理石の壁」がまるで一つの芸術

作品の様に置カ通れている 。選択したオニキス

の高さが建物全体を決定づけた。ここに石を

知り尽くした ミースの原点が実証さ れた。

*  

裸婦f象

貴賓室の広聞からガラス越しに、緑の大理

石に固まれた小 さな泉が見える 。その中にジ

ョージ ・コルベの裸婦像が、いくらか頭を下

げ両手を優美に広げて立っている。それは、

あたかも迎賓館の屋線際を空間的に支えてい

る姿に見える 。長い石造建築の歴史に於いて、

壁に刻み込まれていた彫刻を壁の外に 出し、

他の建築要素と同様に芸術の自律性を訴えた

のである 。

*  

ミースは、建築的な動力学的形態システム

を各々の建築要素の対111'寺によって達成させ

た。「柱対壁j 、「構築さ れたものとされない

ものJ 、「透明のものと不透明なものJ、「聞か

れる空間と閉じられる空間J 、そして、「動的

に光る泉と 'I f ( t 的な寂光を放つ泉」。パビリオ

ンに示された方法は多様である。それらは劇

的な空間シーク エンスを生んで、いる 。そのシ

ークエンスは建物全体を回避し、部分から全

体に、全体は部分に関係しながら、材質感と

色感が細部に付加され、総体的な美しいコン

ポジションとなって建築の芸術を創っている。

*  

同時期] に設計された卜ゥーゲントハット邸

の女主人は次のように述べている。

「ミースの内部空間は、生活空間における

光の意味を再生させ、広い空間は自由を与え、

閉鎖的な部屋では決して望めない穏やかな宵

聞のリズムがある 。乙のような所では、人聞

は芸術や花のように生き立つことができるの

です。小さなリズムの変化こそ意味を持ち、

私たちはとの自由な空間に戻ることで、気分

を解放するととができました。J

・建築言語

パビ リオンで示された構造体の自律と自由

の壁は、ミースの建築言語になった。それは、

ミースが政変によ って移り住んだアメリカ時

代に結実した。構造体の自律は橋梁システム

の吊構造を発展させ、社会が求める大空間に

建築化 した。自由の壁は、構造が創る新しい

フリースペースの中に造形化 し、近代の多様

な社会の要求に翻訳された。自由な石壁の建

築言語は、棟を成すブロック計画に反映され、

20世紀の回避する都市空間を創 り上げた。

( わたなべめいじ)
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親和銀行本庖

白井属ーにおける

石の「発見J

建 築史家

西 日 本工 業大学 准教授

倉方俊輔

1971年東京生まれ。早稲田大学建築学科防

士諜程満期退学。

現在は西日本工業大学デザイン学部建築学

科准教授、 奈良女子大学非常勤講師。建築

系ラジオ共同主宰。

ヰ警告{ こ 『吉阪隆正と j レ・コルピュ ジエJ (王

|主!社)、 共ミ若著自苦:に n束1巨E京建築ガイ lド;' 7 .ツy プJ (エ

クスナレ 7 ジlrt伊{

4 ぜ恥
、

マr。
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白井康ーの親和銀行本屈は石の饗宴だ。第

l  期 (1968) の磨き上げられた白トラパー

チンが見るものに迫り 、黒御影石とコントラ

ストをっくり 出す。第 2 期 (1969) の前面

道路に沿ってカーブした壁は小口を野面風に

見せて、ビシャン仕上げのカーブが滑らかな

黒御影石の下にある。インテ リアを支配して

いるのも大理石やキャストス トーンで、素材 松井田町役場

本来の色合いの差 も、磨き ・小叩きといった

仕上げの差違も、光の中で、溶け合って、肌合 ではなく石材の一変種として用いた印象を受

いの差と名付けたほうが適当だろう 。それが ける 。

単純な名称で、指し示しがたい、各部位の個性 このような石の用法は、親和銀行本屈の以

になっている 。 市lから、白井の建築に特徴的なものだ。例 え

ここでの特徴は、物量として石材が多く使 ば、松井田町ー役場 (1956) はどうだろうか。

われていることではなく、各々が別の表情を バルコニーは緩やかなカーブを拙きながら横

持っているところにある。天性の遣いに、磨 に拡がっている。その両端を石の壁が支えて

いたり 叩いたりという人の手を加 えて、ある いる 。白い壁面と好対照をなす多胡石だが、

ものは洗練され、あるものは粗野な印象を受

ける。様式的な細部も幾何学な形態も、その

ものだけを見れば、同じ石である。動きを感

じさ せるものも、じっと留まったものもある

し、艶めかしく穿た れ、毅然と飛び出 して、

ばらばらな石が競演しているように思える 。

白井の建築に対して、静諸という 言葉が使わ

れ、また官能的と評される。対照的にも思え

るこつの形容が両立するとすれば、くんずほ

ぐれつの動的平衡によるものだろう 。手すり

や調度品などの細部処理がそ れに興を添え、

効果を高める 。その中心にあるのは、それぞ

れの個性を露わにした石々である。

とはいえ、それらの石はすべて共通する性

格を持っている。表面的であるということだ。

フェイクと言っ てもいい。荒々しいテクスチ

ャーであっても、実際には積み上げているわ

けではない。鉄筋コンクリー トの表面仕上げ

であって、それは例 えば、白 トラパーチンの

縦目 地を規則的に二段飛びで広くするといっ

た手法で利用されている。

ただし、これが後の「ポストモダニズム建

築」のような、露悪的なまでのギャップの強

調でないことも分かる。観念的な断絶の表現

で事足れりというのではなく、ディテールに

乙だわって桝成されているのである 。設計者

自身が、ここに虚偽の語、識を感じていたとは

思われない。その窓口未で自然だ。したがって、

キャス トストーン( 擬石) にしても、 代替物

実際のっくりとしてはコンクリー 卜の上に貼

られたフェイクである。それにしても 、壁体

の厚みを強調するようにドアを一番奥に寄

せ、欄石を配して、その下部を微妙に湾曲 さ

せている。注意深い細部意匠によって、かつ

て石が持っていた存在感を取り戻そうと試み

ているようだ。

表面的である 。フェイクである 。あるいは

虚偽であるというと 聞こえが悪い。 しかし、

だからこそ石という素材が迫ってくるのだろ

う。乙れは白井に よる石の使用が構築的でな

いことによる 。石は何かの機能に奉仕 してい

るのではない。それ自体が表現である 。全体

を桝築する一つのパーツとして収まっている

のでもない。各々が生々しい個性を発揮して、

調和/ 括抗に参画している。ここにおいて石

は、梢造材としての使命や、様式的統ーへの

奉仕から 解放さ れることで、 私たちが古代や

中世の建築から感じる石の存在感を受 け継

ぎ、よりｾＡￍＡ調している 。 ヒエラ ｪ レ キ ーから ｪ 坪

放された、いわば無重力の石。梢造的 ・様式

的に見ればE l f i 1:為であるにもかかわらず、それ

は直接に紫材として見る者に迫ってくる 。

素材の肌合い、構成の無重力感、全体に回

収 されない創u部存在。これは白井が石以外を

用いたH寺にも同じである 。ただ、その特質に

石はIi 誌も適した素材であり、後年になるほど

石への志向は顕著になってL ぺ 。



さて、こうした直緩性は、白井の何に結び

ついているのか。彼の文章にはいつも、形骸

化に対する嫌悪がある。1956年の有名な「縄

文的なるもの」では、「江川氏旧韮山館J (江

川邸) を論じた。これを「保護建造物には指

定されないし、もちろんジャポニカの手本と

はならぬj 、機能的に解釈しようとしても「逆

算の説明」に終わってしまうものと見た。「文

化の香りとは遠い生活の原始性の勤さだけが

迫ってくる 〈中11硲} 武士の気腕そのものであ

るとの建物の織成、純文的な潜カを感じさせ

るめずらしい遺構」として称揚した。ここに

は、歴史や国家という標本箱の中に虫ピンで

留めるような建築観に対する、あるいは機能

的な建築観に対する違和J惑が示されている 。

rr友よそんな調子ではなく、もっと 力3郎、調

子でj と語ってくれる建物」とも形容する 。

おさまりの良い「文化」ではなく、肉声のご

とき直接性を江川邸に見出したのだ。

同様の精神は、同じ年のエッセイ「豆腐」

にも流れている 。豆腐の「美」とは何か。そ

れは用の美のようなものである 。 しかも、そ

の「用j は、豆腐がどのようにまな板の上で

切られ、使われるかという日常= r常」を背

景に持つとして、白井は続ける 。「かく 『用』

は 作者』 と善において一体なることを示唆す

る。だから西洋人には、かかる豆腐は| 慶味で

あり、不可解だと思う ん それは一つの「完

令なる もの」である 。「理性が、本能や自然

感情の領域にせまりうるのはしれたものだ。

わずか豆腐の、生成要素の雑多な豊富さ、機

微な技法がすでにとらえ鮒いのである 。あら

ゆる部分が弁別できないほど、緊密に結合し

て一つの全体のうちにとけこみ、海然たる調

和に統一 されている J。ハイデガーを思わせ

る調子で、白井は豆腐一つが「あるJ ことに

驚く 。目前にある形は、人間の歴史や文化と

骨絡みになりながらも底無しであり、それが

再び私たちの日々をつくると説く 。本当の存

在とは単純で、、直接的で、、深淵で、教条的な

歴史や国家の理解に収まらない。 目の前のも

のこそが、歴史だと言うのである。

*  

設言|者ーとしての白井は、そんな「江川氏旧

韮山館j や「豆腐j を目指した。与条件等に

応じて、全体の形態においてそれが強い場合

も、部分において実現させようとしたものも

ある 。

前者の極が 「原爆堂計画J (1955) だろう 。

白井の意志は、単純で、斬新で、しかも歴史

や文化との組帯をそれ自身の中に持った建築

の創造へと向かっている 。形式化 された歴史

や国家の代{ 貨物はっくりたくない。はっと発

見させられるような直接性を生み出したい。

そんな心情は「悲劇のメモリィを定着する笛1

fl散としてではなく 〈中111各〉貧 しくともまず、

かつて人々の眼前に表われた乙とのない造形

のピュリティがなにより大切だと考えた」と

p う発表H寺の一文によく表れている 。「密JI制

という喰えからして、彼はハイデガーの言う

へルダーリンのような詩人を、念頭に置いて

いたのかもしれない。日常の中にありながら、

馴化を超えて、存在の本源に人々を誘う よう

な。 しかし、それが形態を通じて一人の人聞

から設計できるという確信は、いたって建築

家的である。 さらに言えば戦後建築家的であ

る。その意識において、白井は決して周辺な

どではなく、近代建築の、モダニズム建築の、

戦後建築の中心にいる。その態度は既往の国

家制や体制への懐疑としても、理想的な直接

民主主義を思わせる直接性の希求としても捉

えられ、昭和30年代の白井が伝統諭 ・民衆論

の範時で認識されていたことも、あながち誤

解とは言えない。

先ほどの後者に関して言えば、アルカイッ

クと洗練が表裏一体であり、全体を構築する

一部材には収まらず、生々しい固有性を発揮

する「江川氏旧韮山館」ゃ「豆腐」ゃ「原爆

堂計画j のような存在の全体が、 冒頭から親

和銀行本屈を例に論じている白井の石であ

る。全体に支配されない石こそが戦後民主主

義の表現だ、と 断じてしま っては単純に過ぎ

て誤りだが、そうした解釈を可能にする在り

方であり、その閉じ機態が昭和40年代以降は

新たな文脈で読ま れ得たところに、彼の建築

家寿命の長さがある。

自邸である鹿白賂 (1970) は、取り合わ

された象徴的な物体が相互に意味を発生させ

る空間として捉えられるが、中でも印象的な

のは中庭に置かれた古代ローマの柱頭だろ

う。この石から連想されるのは、よく知られ

た; 沼口捨己の言葉ではないか。

「私( 堀口捨己) はかつてギリシアのパル

テノンの傍に立ったことがあった。パルテノ

ンの列柱の一つが修繕のために地の上に l 個

ＱＱ 闘がぱらぱらにしてｾ爽たえてあ った 。 その

柱頭の所を見入って20代の私は思わずうめ

き声を上げた。学校で習わさ れたドリア風の

柱頭とは全く異なった生きもののごとき在り

方であった勺

白井より 10歳年長の堀口は、白井より 5年

早い1923年に波| 放した。そして、かつて様

式主義的に馴化された姿で、習ったギリシアの

柱頭が、直接的に生々しいものであること、

「乙 れはギリ シアの地に生れて、 豊かな 世界

に育ち上がったもので、アジアの東のはしの

育ちには、歯のたつものでないことをはっき

りと知らされたJ。先ほどの白井のエッセイ

「豆腐j の表現を借りて言えば、「美」の「用」

があり、それが「常J に根ざしているという

発見に衝撃を受けたのだ。この地点から、; 版

口の眼は日本の伝統、待庵や桂高IE宮に向かっ

ていったーーと本人は説明している

が、白井はその「生きもののごとき在り方J

から、明口とは別種の和洋の弁証を創出した。

このあたりは1920年代の洋行時代のもたら

した思想、の共通性と差異として興味深いが、

その鍵となるのも石である。昭和40年代以

降、白井の建築は象徴性の面で捉えられるご

とになる。実際に建築にみられるのは、意味

の確定できない象徴である 。人はその隙聞を

意味で埋めようとする 。だから彼のまわりで

は、多くの言葉が費やされる。「ある J こと

の衝撃へと誘う沈黙の石。そこに変わらずに

流れているのは、彼が抱いた直接性への希求

で、ある。

白井康ーとし寸建築家は、他の多くのモダ

ニストのようには形態的な始源を目指すこと

は無かったが、その代わりに素材の始源を求

めた。そして、私たちの自には確かに、石そ

のものが「発見J されたように映る 。それは、

最高度に濃密な意味は直接的なもの、身近な

ものの中にあるという白井の建築思想のー帰

結である 。

※ 腕口捨己 「数奇屋造と現代建築J r建築文化J 1956 

年 1 月号

( くらかた しゅんすけ)
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元禄の学校建築群

取り巻く長大な石塀

関谷学校資料館館長

竹内良雄

1941年岡山県備前市生まれ。岡山県立和気

高等学校f*1谷校舎 ・岡山大学文学部国諸国

文学科を経て高等学校国語科教諭に。大阪

府立 山本高等学校に 8 年|迎勤務の後帰|可。

2001年 3 月間山県立相l気閑谷高等学校を定

年退職。 4 月から特別史跡1*1谷学校の資料

館に勤務、資料館内外の管理とあわせて資

料収集や研究・顕彰活動に専念。主な著述に

『岡山県立利気1*1谷高等学校創立三百二十五

年記念誌j ・『評伝白木笠の生涯とその歌j

『論語百君主j 、主な編集物に rli/i l谷学校研究j

(年刊研究誌) ・『際俗学校ゆかりの人 j々

f閑谷学校あいうえお論語』などがある。昔前

前i ' li文化財保税審議委員。
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講堂 (国宝) ・習芸斎・ 文庫などと石塀

圃城下から遠い東備の地に

岡山県南部を走る J R山陽本線の東の県境

は往時からその険しさ で、知られた船坂峠で、あ

るが、峠より 二つ手前の吉永駅で、降りて南側

の山間に向か つてタ クシーを走らせる乙と

7，8分で閉谷学校に着く 。春や秋は大小の池

を巡りながら40分ばかりを歩く方がむしろ

快いというものだ。鉄道が切り開かれる明治

の半ばまでは瀬戸内海側の山陽道( すほの国

道 2 号) が主要交通路であったから、閑谷学

校へはこの南からの谷筋を好余曲折しながら

入って来るのである。あの頼山陽が武元君立

教授を求めてや って来たのは|暗くなってから

だったから、 11来|谷曾て繭ず君の記文、 倒れ

行き今夜引1I j源に沿う、暗中模索して佳境を過

ぎ、統星行に就いて石門を認む」と、やっと

ｪｾ であ ったろ う 。 いまでは Ｑ メー ト ｪ レ余りを

覗かせているだけである。「図らざりき厳林

の窟に此の絃諦の叢あらんとは」は菅茶山の

長詩の一節である。深い谷筋を巡り巡ったあ

げくの果てに総然 と聞け迫る閑谷学校の偉容

は、訪れ来る人々に驚|嘆の声を発せさせたの

である。

・目にする元禄の学校建築群

「儒道県l隆天下泰平」を生涯の治世の基

本に担えた池田光政は、岡山城下に武士の子

第を学ばせる務校を早くに開設したのにつづ

いて、庶民にも儒道= 人の道を教え及ぼそう

としてこの清閑の地に学問所の建設を思い立

った。初期の姿は聖廟も講堂も草葺き屋根の

質素で小規模なものであった。現在日にする

のは光政の次の綱政の時代、元禄14年 (1701)

の思いで学校の南限に立つ石門に辿 り着いた に完成した学校建築群であって、光政の「学

のである 。 4 メートル弱の磨かれた花開岩が 校のこと後世までも廃せざる様にすべしj の

2本抜き ん出ていたというのだから奇異な景 遺志を、土木巧者たる重臣の津田永忠が知恵

現在の石門、上方は山陽高速道 校門の外側の石塀の連なり



と技術と心血 を注いで結実させたものであ

る。国宝指定の講堂をはじめ聖廟・芳烈桐( 現

在の閑谷村l社) ・習芸斎 ・飲室・文庫など、

備前焼瓦をのせる豪壮で、明快な建築群に並ん

で、江戸時代ずっと「光政の御居rM，]J と呼ば

というわけである。北側の丘陵中腹部を東西

に流れる石組みと西側を半ばまで下るそれと

は「打ち込み接ぎ式j とH手ばれる 。積み重ね

ただけの目の粗いもので111に|探る雨水の排水

を計算に入れてのことである。決して人の目

れてきた簡索な茶室の ような小斉は、乙れだ に遠いからと手を抜いているわけではない。

け備前焼瓦をのせられないままでその存在感 排水の点で、は先ほど、の「切り込み接ぎ式」の

を誇っている。 石組みについても、その中には同質の割石が

・精巧な石組みと柔らかな感触 水洗いされて詰め込まれていて、広庭に| 経つ

これらの学校建築群を 765メートルに及ぶ

た雨水はきれいに静かに外に排出されてゆく

のである 。

・石工棟梁河内屋治兵衛

閑谷学校の石塀はその精巧さにせよ発揮さ

れた美的センスにせよ、乙れまで岡山務が抱

えていた石工集団のものではない。一国一城

の時代を迎えて城壁や石垣を築く各地の石工

集団は解体分散し失業することになるが、池

田家の儲式の墓所を築こうと した光政は津田

永忠に場所の選定を命じるとともに、優秀な

技術を持つ新たな石工集団の雇用を急いだ。

乙の時見いだされ呼び寄せられたのが泉州、|の

石細工の棟梁河内屋治兵衛とその集団であ

る。閑谷学校から 北へ10キロほどのこれまた

山深い敦土山( 手[1意谷) 一帯に、犬島からヲ |

き上げた巨大な花関岩を彫って祖父輝政夫妻

と父利隆夫妻の墓碑を立て、儒式の和意谷墓

所が完成したのは究文 7 年 (1667) のこと

である 。治よミエ1111はその技誌が認められて岡山

藩のお抱えに登用され、永宏、と治兵衛の コン

ビによる土木開発はあち ζ ちに成果の石造物

を残すことにな った。閑谷学校の創設は寛文

10年 (1670) であるが、石;塀の完成は現在

目にする 学校建築群が成った元禄14年のこ

，、ニシ

3r:ー
雪の遊歩道と長〈続く石塀

から切り出した乙の流紋岩が使われている 。

最初に触れた石門や洋池に架かる石橋や学校

建築防の基礎石などは、 ?誌が以前から切り出

しを進めており、相] 意谷の儒式墓所にも用い

られた犬島の花樹岩が当てられている 。膨大

な1Eーを必要とする石塀には安価に済む現地調

達の石材が用いられたということである。

それにしてもこの長大で独特で、優美な石塀

についてなんのためにという質問をよく受け

る。すぐ東が播磨との国境ということもあっ

て城壁とか防塁とかの軍事的解釈を優先 させ

る向きもあるが、それにしては全体的に高さ

が不足する。とりわけ山側の石積みの低さは

まるでその役目を果たしょうがない。一番現

実的なのは山間部の 畠などに見る「猪除け」

という解釈であろうが、今でも鹿や猪の侵入

の形跡は日常茶飯事である 。閑谷学校の石塀

にはこうした物理的実用的意味をあまり当て

はめようとしない方がよいのではないか。石

工職人たちの気の遠くなるような肉体労働の

顧み重ねが積み上げた「形」には、世俗世界

と学問空間との目視的実際的区切りという、

そうした 「結界J ともいうべき精神的な意味 ・

「心J が込められているのだとするほうが相

石塀が取り巻いている 。南面の外側は2 メー

トルを越す高さで威圧感もあるが、 受付門を

入って内側の広庭に立って見渡すと大人の目

線より少し低L、ぐらいで、しかも頂部を蒲鉾

状に丸く仕上げているから抵抗感がまるでな

い。硬質の索材がむしろ柔らかく l授かく包ん

でくれるから不思議である。 4 つの門を控え

ながら 200メー トj レ余りに続く南側 と、丘陵

地の中腹に向かつて伸びる東側の石塀は、目

にも子にも直接触れることができる「切り込

み接ぎ式J のそれである 。大きな剖石の接合

商を隣り合う石のどの接合面ともあ3巧に組み

合わせているもので、表面部分だけでなく内

奥数十センチまできちんと接合させているか

ら強固な仕上がりになるのである。見る人は

だれも表面の接合の見事さに感嘆するが、石

とである。 応しいというものである 。

・石塀に込められたもの (たけうち よしお)

岡山県東部のこの地方は流紋岩の分布地帯

の計算や技術は見えない奥まで及んで、いる である。石; 塀に使われた石材には周辺の谷筋

切り込み接ぎ式の石組み 打ち込み接ぎ式の石塀と北門 講堂の裏手山側に見える石塀
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武蔵野美術大学芸術文化学科教授

イサム ・ノグチ庭園美術館学芸顧問

期リ ゾート文化顧問

新 見 隆

Ｑ ＹＵＸ 年広山県生まれ 。 度ｪ［ｪ Ｕｾ 童話 Ｔ 大学文学部

フランス文学科卒業。

西武美術館 セゾン美術館の学芸只として

展覧会の企岡を担当。現在は武蔵野美術大

学芸術文化学科教授。その他にフリーラン

ス ・キュレータ一、ミュージアム& アート・

コンサルタント 。d、さな $i に対主多なものを

詰め込んだ箱の作品やコラージュなどを作

って、 1994年、 1997年と「未来の娘たち J

と泌する Ｈｉ ｾ眼を Ｑ ｭ く 。

著作には ｲ ｾ ｉｉＺ ｊ のジャポニズムー建築 デ

ザインにおける日本趣'*J (I NA X  A L B UM 

1992) rモダニス. ムの庭闘と建築をめぐる憎7

i; 'i: Jo ( 淡交社、 2000) など。
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- 石に出会ったノグチ

舞台装置、インテリア ・デザイン、陶芸、

庭などのランドスケープと、じつに幅広い活

動をして、さまざまな ジャンルを横断したマ

ルチ ・タレン 卜的才能だった二十世紀きつて

の芸術家イサム ・ノグチだが、やはり本業と

いうか、真骨頂は、彫刻家であって、イサム ・

ノグチを「世界のノグチJ たらしめたのは、

最晩年、香川県占牟礼町でおとなった、石のおj]

象彫刻群である、というのは、今日、誰もが

異論の無いところだろう 。

生前のノグチに、その昔! 駆け出しの学芸員

だった当H寺、上司の陰に隠れて展覧会のオー

プニン グで挨拶したかしなかったかていどの

私には、ノグチと石について話す資格はとう

てい無いような気もする 。

ただ、以降、様々に募らせていたノグチ芸

術への疑問や思いを、何とかかんとか「イサ

ム ・ノグチの北大路魯山人」二人展という、

展覧会のかたちにし、やがて、高松牟礼町に

残された仕事場と自邸を、美術館として開館

しようと Lヴ事業にも、末端ながら加えてもら

い、いろいろ勉強が出来たのが、私にとって

この十年間ほどの、大きな、意想外の歓びで

あって、また、生前のノグチをよく知る多くの

方々に、様々なかたちで教えられたのである。

なかでもとくに、ご自身石彫刻家にして、

生前のノグチのパートナーであり、ノ什、ロン

でもあった、手[1泉正敏さんに聞いたことはや

はりもっとも群を抜いて多くて、ただただ感

謝するばかりだが、和泉さんからの受け売り

や、自分で少しばかり考えたことをも含めて、

書いてみることにする 。この原稿も、どうや

ら和泉さんの推薦によるもののようなので、

とりわけなのだが。

周知のように、ノグチを、 凹匡|、香川にH平

んだのは、五十年代、六十年代の、日米の一

大文化フィクサ一、プロデューサーだった猪

熊弦一郎画伯である。パリのユネス コ庭園の

設計を1t x J l i Nされたノグチが、日本庭園にふさ

わしい石を求めて、相談相手の作庭家、重森

三玲と徳島の青石を採しに訪れた|侍に、香川

県の当H寺の妹腕知事、金子正則さんに紹介し、

そこで庵治石の産地である牟礼町φ に、石屋の

息子だが、墓石ばかりをつくることにはとう

てい飽きたらず、石を使ってとんでもなく面

白いことが出来ないかと、ユニークな夢を抱

き「石のアトリエ」を立ちあげた若者和泉正

敏を紹介した、というのがf封喋らしい。 ドウ

ス昌代さんによる、海身の評伝、 『宿命の越

境者J にもそう書いてあるし、いろいろな人

から 聞くとそのようである。

まあとにかく、それ以来、ノグチは六十年

代後半から、亡くなるまでの二十年余り、春

から秋の気候の良くなる |時期には、こと牟礼

の、屋lると五剣山のはざま、夏の酷暑のH寺に

も、涼しい風の吹く、白い砂の涼やかな仕事

場に桜みつき、和泉さんはじめ、石のアトリ

エのスタッフと、 日夜たゆまぬ仕事をしてい

ったのである。

・石彫家という人種

ノグチはとりわけブランクーシのアトリエ

での仕事以降、塑像とともに、西洋彫刻の伝

統たる、大型石による石彫刻には馴染んでい

たといっても、もっと盤の入り難い、花関岩

とかあるいはもっと硬い石、玄武岩との出会

いは、ここ香川県牟礼町で始まったと言って

いいわけだ。

ノグチと和泉さんとの二人三脚が、そ乙に

開始された。 ノグチはもちろん、年齢的にも

師であり |立界的に、活躍する芸術家だったわけ

だが、石を介在にして、師弟の関係を超えた、

さまざまなコラボレーションが実現されてい

ったのは、想像に余りある。

真の創造の秘密とは、そういうモノじ ゃな

いのだろうか。まず考えてみても、石彫とい

うのは素材を探すのがとにかくたいへんな作

業である。世界中を二人が歩き 、あるいはイ

ンドで、あるいはスエーデンで、赤く、黒く

地中から出てくる石を、あるいは探し、ある

いは運び、あるいは集ま った集和地を見て選

び選びして、戻ってきた石とやっと向き合う

のである。

牟礼町じたいが、世界から石が集まると言

ってもいいのだろうが、憂にそびえる、五剣

山のそこことに点在する、 石切り場の澄んだ

空気もまた、壮絶で、神秘的である。

地球の肉体そのものである、岩盤に鋼を打

ち込んで、いって、ダイナマイ トなどで、 }1J! j し

てしまうわけだが、その地響きや崩れ去る宥

盤が底に雪崩れるさまはまた、壮絶で撃腿な、

ある騒の清清しさと無辺の寂しさを見る人間



に与える 。ほんの少し山をあがって森か茂み

に隠れた一角を抜けると、いきなり、大きな、

途方もなく巨きなと感じる、球戯場のような、

何 卜メートルにも掘り下げられた、すり鉢状

の窪みが現れる 。 EIII置なら、静かに鳥の戸が

木霊 して、 一見、古代か何かの廃墳のようで

もある 。石切り場とは、それほど、 一種、荘

厳な厳粛さに包まれている場所である 。 石

彫家は、そうした、 l峻厳さを出発点にせざる

を得ない、ユニークな人間たちなのである 。

だから自然そのものを相手にする彼らのラ

イヴァルはといえば、じつは開業彫刻家たち

ではない。そういう輩がもしいたら、つくる

ものはたかが知れているはずで、ある 。

彼らは、大阪城の石組を溜息をつきながら

も、腕んで見あげ、 皇居の巨大な礎石に感嘆

し、呉の旧海軍工廠のド ックの石組に見惚れ

ている 。そうして、彼らの仕事場に帰ってゆ

く。そしてさらにそオ1 は、ストーン・へンジ

であり、クノ ッソス宮殿であり、ルクソール

の神殿であり、インドでは、ア ジャンタやエ

ローラの岩肌を剥り抜いた石窟寺院や、ジ ャ

イプールの天文台遺跡、はては、マヤのテオ

ティワカン、インカの石の空中都市、マチ ュ

ピチュなのである 。

ノグチは、戦後すぐに、ある財団の奨学金

を得て、これらの、謂わば 「世界遺産群」 を

二年間かけて回り、その後、壮大な庭に仕事

へと歩み始める 。

牟礼町から海岸沿いを行くと、静かな寺の

町、志度に、志度寺があ って、ここに謡曲「海

女の墓J でも有名な、大きな石棺iみの、もう

ぼろぼろに崩れた、何とも 言 えぬ肌合いで、

貫禄悠然たる 「海女の墓j がある 。たしか、

大臣と契りを結んだ海女が、大臣が海中に落

とした宝の玉を、息子を託す替わりに命懸け

で拾う秘話だ ったと記憶する 。以下これも、

渡辺保さんの、 『友枝喜久夫仕舞百番日記1 の

読み覚えだが。

海の竜というか蛇に襲われそうにな った海

中の海女は、 玉を胸に埋め込んで、守り、命と

引き換えに船にあげるのだ った。何百年かの

あいだに、取り 替 え、すげ替えられながらも、

姿を変えて、風雪にぼろぼろに溶け、擦れて

崩れながら、そこにじ っとたたずむ、石顧み。

「乙の石には、どんな彫刻も敵いませんね」

とノグチは言っ ていたと、これも和泉さんに

きいた。そして、彼にもじ っさい、 I庖驚する

ほど索っ気ない、そして シン プルな、何かを

拒否したような、石彫作品 「海女の墓j があ

る。どうどうたる四角の台座に、これも雄海

な丸い円盤がの っただけのものである 。

私には、この作品と 「海女の墓j への憧憶

は、ノグチ自身の母彩服l を表しているように

思えてならないのであるが、またそれは別の

話としておこう 。

・禅的なもの、庭へ

和泉さんは、よくノグチ芸術の本質を、 「禅

的なものj と呼ばれておられるが、私にもそ

ういう 側面はよく理解できる 。

この場合、禅というのは、手[1泉さんが言 う

通り、 実|祭のスケール感が自由自在で、伸び

やかな乙とである 。i易や環境に寄 り添ってい

て、それにとらわれるようでいて、その実、

とらわれていない。

石彫の場合、モダンでニ ュートラルな美術

館のような空間が似合うものもあるだろう

が、やはり多くは、自然のなか、土のうえで、

しかもその土は、自身が盤で、はつ った、石片

の細かい破片が土や砂と混じりあ っている土

がさらに相応しい。土は西日本に特有の、白

Lミ土でなくてはかなうまい。関東ロームの黒

土には、ノグチ作品は似合わないだろう 。

さらにいうと、瀬戸内の楠の巨木や、さま

ざまな植生、さらに見張らせば、勇壮な屋島

や五剣山の姿もあ ってこその、石の作品と感

じる。借景 とL 、うと軽く聞こえるが、そうい

う自然から 出たものが、自然に拘l し戻される、

還流の姿が、「禅的」 というものの意味合い

でもある。

初めてこの地を訪ねたのが何時だったろう

か、それ以来、弟さんで今は亡いミチオ先生

の言ではないが、立っている彫刻はやはり西

此包源の、ギリシャ以来の 「人体」で、あって、

それいがいの、やや平たいテーブル状の 「寝

ている彫刻j が、ず、っ と気にな っていた。乙

れがもしかしたら、ノグチにと っては、大地

を見下ろした術| 倣図の模型というか、 パース

ぺクティヴのような、「庭」なのではないか

と気づくようにな って、それから私は、ノグ

チ作品全体を、庭的発想として読み解くよう

になったのである。

大理石を使った彫刻群の集大成は、たぶん、

三 卜年代からの展開であ って、それは、肌合

いのちが った大理石を組み合わせて、内部に

通した心棒によ って「摂じり、締める j 構造

のものである 。横浜美術館にもあり、牟礼に

もある、円環状の 「真夜中の太陽J もごうし

た Ｍ ｾ洋であろう 。

いっぽう、晩年の石彫は、花関岩や、とり

わけ鉄分が酸化 して赤い部分がともな って、

塊でも って地中から掘り 出された玄武岩の、

その塊をい ったんいくつかの部分に割って、

再度それらを組み合わせるという構造が特徴

的だ。

さらに、割った時あるいは、掘り出された

H寺の石肌がそのままに残された部分、自らが

盤で、はつ った部分、さらに機械で、切って表面

を研磨した部分と、その三つの組み合わせで

ｾ構成されるのが、通常である 。

手法というか、やり方は、私見で素人目だ

が、それに尽 きると 言っ ていいような、じつ

にシン プルな構造をしている。そこから、ま

た、最晩年、ノグチは自然石とコラボレーシ

ョンしたとか、自然を見立てたとか、いろい

ろな解釈や発想を生んだのは周知のところで

ある 。ただやはり、晩年の石彫については、

今後もいろいろと、私どもが考えてみなけれ

ばならない、楽しい謎が残 されたのだ、とこ

乙で、は言っ ておこうと思う 。

栃木県の那須町に、 二期倶楽部という、 l

然のなかで自分だけの時聞を豊かに見出すリ

ゾー卜を長くやっておられる北山ひとみさん

が立ち上げた、芸術家村= アー ト・ ビオトー

プ那須の一角に、編集工学の松岡正剛さんの

肝いりで、内藤肢さん設計、和泉さん石組み

で、七つの石の石舞台をつく った時に、その

下の庭に、和泉さんが、立床石という、何と

も芳しい、匂やかで、、たおやかな石を持って

きて、その庭の中心に、立てた。

私はその石を見たときに、 「女神なんだろ

うが、や っぱり、妖艶な神さま」なんだろう

なと思い、こオ1 は、聞くところによると、ノ

グチがも っとも気に入っていた石のひとつの

ようで、ノグチ晩年の石彫群とからめて、そ

れを和泉さんの口真似で、 「オシャレな謎j

と言っ てみても良いような気がした。

(にいみ りゅう)
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石貼りの幻影

~五色塚古墳と白井康
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五色塚古墳全景

- 幻影の希求

日本建築の特性について諮るとき、自然と

の間合いや木造建築技術の高さなどが取り上

げられることが多い。それはそれとして、私

は日本の建築文化の大きな特色として、幻影

の追求をあげたい。 日本の伝統的木造建築技

術の異常な発達の原因は、日本の建築がその

用途以外の建築的幻影の追求に腐心してきた

ことにあると思う 。建築的幻影というのは、

一例をあげれば寺社建築における粁反り曲線

である 。日本の大工が心l ULを注ぐil汗の形態は、

日本の仏教建築の淵源である大陸、朝鮮半島

とは異なる独持のものであり、また内部の仏

や事1
1とは関係がなく、まして風雨対策とも関

係がない。L叶コば化粧である。

そのような志向が最初にみてとれるのが古

墳である。構築物の化粧は弥生墳墓にもある

が、前方後円墳において本絡的に現れる。仁

徳天皇陵( 大山古; 噴) は、秦の始皇帝陵、エ

ジプトのピラミッドとならぶ世界三大墳墓とい

われる。たしかに仁徳陵は面相で一番大きい

が、投入された技術と労力には大きな差があ

る。ピラミッドでは大きな切石が積み上げらオl、

始皇|凌では兵馬怖が埋設された。日本の古墳

では土盛りに茸き石で、上に埴輸をならべる。

その土盛りも 中期古墳では平地に盛る場合が

あるが、前期古墳や多くの古墳では自然地形

の尾根を整形するなどして、労力をかけずに

作っている。ではあるが、完成したばかりの

石貼り前方後円墳は、ピラミッドと比べてもそ

んなに見劣りはしないだろう 。化粧の力である。

五色塚古墳はそれをみせてくれる。

・復元された大型前方後円墳

五色啄註7墳は、神戸市の西部にあたる垂水

区の海岸近くに所在する。 4世kG7択から 5世

紀初頭の築造と推定される大型の前方後円墳

である 。昭和40年から 10年の歳月をかけて、

築造当時の姿を概ね復元した。できたばかり

の大型前方後円墳の姿を見ることのできる数

少ない事例である 。

古墳の数は15万基ほどといわれ、円墳、方

墳などいろいろな形態をとるが、巨大古墳は

すべて前方後円墳である。なかでも最大の仁

徳陵は長さ 486m、次の応神陵( 誉田御廟山

古墳) は425mで、これらは超巨大古墳で、ある。

200mを越える巨大古墳は36基を数え、 194m

の五色啄古墳はそれらに次ぐ婚模であり、兵

庫県下では最大である。

完成した当座の前方後円墳は競何学的な美

しい形態だが、 H寺がたつと石はJvl れ草木が繁

茂する。墳丘の実体が土だからである。仁徳

陵にしても、今地上で見る分には普通の山や

岡と変わらない。五色塚古墳も整備前の見か

けはただの小山だった。復j京は史跡整備のー

却なので詳しい調査に基づいているが、古墳

そのものは劣化 しないように保護しなければ

ならない。前方部は本来の形態に復元し、百

き石ももとの石を用いて失われた部分を補っ

ている 。ただし、全体が 3段に造求さ れてい

るうちの最下部の斜面は、もとの古: 石を20cm



の土砂で覆い、芝を貼っている 。最下段では、

付近で、取れる小さめの石を使っていて、その

まま復元するとすぐに崩れるのである。後円

音rsは本来の墳丘全体に50cmの盛土を行って

墳丘を保護し、最下段の斜面は前方音11と同様

に芝を貼っている。雨や植物によって茸石や

墳丘が崩れない工夫もいろいろ施されてお

り、制11部まで再現したわけではない。

・国家の幻影

前方後円墳が築造された意味はどこにある

のだろうか。前方後円墳はヤマト王権の大王

の墳墓形態で、最盛期は 5世紀つまり倭の五

王のl時代である 。 4世紀以来、ヤマト王権の

影響力が全国に及ぶ園内情勢のもとで、その

一翼を担う 地方首長だけが前方後円墳の築造

を許されたと考えられる。このような古寸貨の

築造を価値休系のひとつに据える王権と地方

勢力との関係を前方後円墳体制、前方後円墳

国家などと呼んでいる。

五色塚古墳は、垂水丘陵が明石海峡に向か

つて突き 出す先端部を利用 して作られてい

て、中段から上の大き目の丸い葺き石は対j芋

の淡路島から運んだものである。被葬者の権

力は淡路島に及んでいたのであり、海峡には

みえない糸が張られていることを示してい

る。海と古墳との聞のわずかな陸地を古代山

陽道が通り、今も J R山l湯本線、 山陽電鉄、

国道 2号線が走る 。 もちろん明石海峡も海の

要路であり、要するに交通の要衝にことさら

な威容をみせているのである。

以上のことを総合すると、五色塚古墳はヤ

マト王権の傘下にある豪族が、瀬戸内とヤマ

トとを結ぶ重要地点を押さえていることを誇

示しているのである 。九州、朝鮮半島、中国

大陸からヤマ トに向かうとき、ここで必ず五

色塚が目に入る。次いで大阪湾から河内に入

後円部

ると、この2.5倍の大きさで、 三重の周濠に

固まれた仁徳|凌をみることになる。

古墳の形はほかにも前方後方墳、方墳、円

墳などがある 。これらの形は王権と直接的な

闘係にある前方後円墳に対して、それぞオ1埋

葬された人々の国家的な位置を示すことにな

る。まさに古墳H寺代というにふさわしい文化

景観が全国各所で形成されていた。

・前方後円という形

1墳はこのように形と規模だけでも時代と

玉|家を諮るほか、埋葬施設や副葬品がさらに

具体的な歴史と文化とを伝えてくれる 。 しか

し最も単純な問い、前方後円墳はなぜ鎚穴の

ような平面形態なのかが分からない。前方後

円墳というが、これは江戸時代に言い出され

たことで、前後があるかどうかも定かで、ない。

ある学説ではこの平面形は資の形だという 。

壷中天つまり壷の中に天があるという中匡l思

想、にもとづく形態だというのである 。しかし、

これですべて説明がつくわけでもない。

前方後円墳の形態は明らかにひとつにくく

れる形式であるのに、いまのところ統一的理

解が成立しないという点が、私は興味深い。

ある |時期、ある大王墓には墳墓形態に結びつ

く機能、思想があったにしても、結果的に全

国の前方後円墳に行き渡ったのはその形態だ

けだったのだろう 。その後1500年間の現代ま

での流れを考えるに、西洋的な意味での建築

の本質とか、意味とか、機能とかはどうでも

よく、結局は形に対する好みを最優先する造

形思想、が日本列島に根をはった ように思う 0

・白井毘ーの石貼り

古い話題であるが、白列二最ーの一鐙築はいっ

たい近代的なのか、西洋的なのか、そうでな

いのかずいぶん論じられた。E I;J :I二が親和銀行

などで見せた石貼りは厚化粧と評され、その

親和銀行( 佐世保市)

設計作法は西洋的でも近代的でもない個人的

なものと言われた。なかには白井の建築自体

を「まがいもの」と評した人もいた。それは

卓見であって、そういう見方ができるという

ことは誤りではない。だが-

白井の石貼りは前方後円墳のそれに近いの

ではなかろうか。構造や実体との議自It、完成

当初の完壁な美しさ、意味ありげなわけの分

からない形態など、 比Il 取をこえた親近性があ

るように思う 。それを裏付け るのは、その後

の日本の建築がたどった道である。寺社建築、

書院、数寄屋で行われた創造的な仕事は、厚

化粧の構築であり、 化粧そのものであるかの

ような建築を生みだす努力だ ったのではない

か。時に目覚めて即物的なものを作るが長続

きはしな p 。

そういう意味で、白井康ーは 日本的な建築

世界を ngjf 日の現代建築で体現した建築家であ

ったと思う 。その立ち位置は西洋的建築家と

Lミうよりは、平等院、厳島神社、 桂離宮など

の施主に近いと私は思う 。

〈私の日本の建築に関する考 えの一端は 『匡|

宝の美23号( 厳島村I杜ほか) J  (朝日新聞出版、

2010年 1月) で述べた。参照されたい。〉

( くろだ りゅうじ)

後円部からみた前方部
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石はさまざまな表情を持つ。粗い表面に陽

光が注ぐときの陰覇や雨にぬれて色が変わる

ときの、ほかの素材にはない豊かな表情。そし

て、表面だけではなく、量塊としての質感。地

球の一部を削り取って得られた自然の素材であ

るせいか、何千万年もの時聞をかけて生成した

ものであるからか、 石には精霊というか、魔力

のようなものが宿っているような気がする。

その豊かな表情のように建築の豊かなひろ

がりが感じられる特集となったと思う。

( 幹事下坂浩和)

「石は、貼るものではなく、積むものですJ

これは長尾重武氏が総論で取上げたライトの

言葉である。私が参画する京都工芸繊維大学

主催の『村野藤吾の設計研究会』で、村野と

直接仕事をした職人にヒアリ ングをする機会

があった。その時の左官工の話を思い出した

が、目地詰めの際に村野から「その石がいく

ら奥に入っているかを見せる気でしなさい」

と言われたという。「貼るJ にしても、石の

素材を如何に活かして自然に見せるかを意図

した一言だと感 じている。 ( 神戸嘉也)

昨年の「建築と水j に続く シリーズテ マ

であ ったが、 「石j ならではの歴史を通 じた

様々な記述によ って大いに勉強させられ、日

頃の不勉強を恥入るばかりだ。今や石材に限

らず、 フェイクだらけの建材を駆使すること

に汲勺としている自分に「石は、貼るもので

はな く、 積むものです。J というラ イ トの言

葉やミースの精神が、それで5いいのかと問い

かけてくるようだ。

( 奥村朋孝)

石という素材を通して古今東西の建築の特

性を横断的に見ていこう 、というのが今特集

の趣旨だった。実際、各論考で扱われている

地域や時代は実に多彩で、興味深い内容が揃

ったと思う。石が優れて地域性の強い材料で

あることの表れだろう。中でも個人的には、

イン ドの大理石は風雨に侵されないというこ

とを初めて知 って驚いた。また、ライトの言

葉「石は、貼るものではなく 、積むものです」

には ドキッとさせられた。

(米山 剛史)

「石」という素材に対し、多様な切り口の

論述が展開され、大変興味深く読むことがで

きた。 しかしその多様さの中にも、 「石J と

対峠する人間の共通した意識を垣間見た気が

する。石独特の素材感から放たれる「崇高な

精神性の美学」が浸透しているようだ。 この

ような「石」との対話と同じよう に、鉄 ・ガラ

ス ・アルミ ・木 ・タイルといった他の建築素

材とも対話し、追及することが我々の建築表

現の可能性を広げることとなるに違いない。

( 静茂夫)

ここ 10年ほど、 ヒマラヤで石造りの学校

建設に携わっている。そこでは川原で採れる

石で壁を積み上げ、屋根も石で葺き、 床も石

を敷いている。そのような経験から、「そこ

にある素材で建築をつ くるJ といういわば建

築の原点と、石との関わりを包括的に見てみ

ることによって現代の建築を見直せないか、

という思いで今回の特集企画を発案した。予

想以上に「建築と石J の興味深い関係が明ら

かになり、ご執筆いただいた先生方に感謝し

たい。 ( 野田隆史)

普段の設計活動の中で、「石」は建築の仕

上げ材料 ・素材として意識することが多い。

しかし、今回とりあげられた「石j は、建

築表現や建築と直接的にかかわるものばかり

ではなく、彫刻やラ ン ドスケープ、古墳など

と幅広く 、石の多様性を再発見できる。 この

特集を通じて、素材としての石ではない「石」

を考えるよいきっかけになるのではないかと

思う。

( 楠敦士)

石という材料を使ったことがない訳ではな

い。自分なり lこ向き合って来たと思う。でも

今回の特集記事を読ませていただいて、自分

の石に対する向き合い方の甘さと浅はかさを

感じた。石は一度据えると当然動かないし、

ほぼ変化もしない。周りで何が起ころうと、

石はじっと変わらずそこにある。だからこそ、

建築の中にそれを取り入れるとき、本当にそ

こにそうやって据えていいのか、もっと深く 、

物理的にも精神的にも検討を重ねるべきでは

ないのかと思う。 (所 千夏)
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耐震改修とセットで低炭

素型住宅への転換を促進

石黒一郎

堺市建築都市局開発 謁 ｾ部建築安全課主査

堺市では、平成22年度より住宅の省エネ

改修工事に対する補助を開始した。その内容

は以下の通りである。

1. 対象建築物

昭和56年 5 月31日以前に工事着手し建築

された住宅で、本市の補助を受けて耐震改修

工事を行うもの

2  補助対象工事

① 内窓設置、ガラス交換、外窓交換によ

る窓( 開口部) の断熱改修工事

① ①と同時に行う外壁、床、天井、屋様

の断熱改修工事

① ( 00) と 同時に行う通気止め工事

3. 補助率、補助問変額

有1 i 助対象工事の 1/ 3 以内で、 30万円を

限度とする。ただし、住宅エコポイン卜相当

額を対象工事費から予め差し百 1，、て補助金額

を計算する。

| 既存住宅の低炭素型住宅への転換

を促進する

堺市は、平成21年 l 月環境モデル都市に

選定された。そして、堺市環境モデル都市行

動計画を策定し、本市が掲げる温室効果ガス

の削減目標と、今後 5年以内に具体化を図る

取組内容をとりまとめた。住宅・建築物の分

野でも、太陽光発電システムの設置の促進と

あわせて、低炭素型の居住・事業所環境の普

及を目標としている。この補助金は、その目

標の実現に寄与するものである。

l 窓の断熱性能の向上が効果的

補助対象工事は、少な くとも一つの居室の

窓( 関口部) の断熱改修を行うことを必須と

している。そして、窓の断熱改修工事を行っ

た居室にかかわる床、外壁、天井などの断熱

改修等も補助対象工事としている( 断熱材設

置のための除去や復旧工事も補助対象) 。

窓の断熱改修を必須としているのは、窓の

熱損失が大きいこと、対象となる住宅の多数

を占めるのは木造住宅であり、木造の熱J員失

率は相対的に小さいことがあげられる。熱損

失の約40%は窓( 開口部) からといわれて

おり、窓の断熱改修の効果は大きい。

l 既存住宅への不満の割合は高い

国土交通省の住宅需要実態調査に基づく本

市内の、 一戸建て ・長屋住宅での住宅の各要

素 (13要素) に対する不満の割合( 多少不

満+ 非常に不満) が高い項目は、以下の通り

である。

・高齢者等への商2} ，f f i : ( 段差がない等) 62.5% 

・住宅の防犯性 51. 2% 

• q刃物スペース

- 住宅の傷みの少なさ

50. 4% 

48.0 % 

- 冷暖房の賀'用負担等の省エネルギー対応

47.5% 

・地震台風時の住宅の安全性 47. 4% 

以上の 6項目が、半数近くの人が不満を持

っている 内容である。住宅の広さ・間取りな

ど他の 7項目は、不満の割合が40%未満であ

る。

ただし、不満の剖合は最低の項目でも

29. 2%であり、 既存住宅への不満は高く 、賃

貸住宅ほど不満のti ' U 合は高く、リフォームへ

の要求は高い。

市摺改修工事の知立を見て も、そオ廿i:i 独で

実施するケースは少なく、 何らかのリフ ォー

ムを同時lご刻包しているケースが多いのが実

態である。

l セットで耐震改修を促進する

上に記したように、同協改修工事は、それ

単独で行われることは少ない。また、 H自利56

4三以前の住宅では、床であれ、 外壁であれ、

断裂はオが施工されていないケースも多い。

壁補強が主となる間協改修工事では、既存

の化組合板や石I -I' ボードの撤去工事、筋交い

や構造用合板なと、の同協墜を設置した後の石

口ボードやクロス張りなどの復旧工事など断

熱材設置のためと |司じ工程が存在する。同H寺

に実施すれば合理的で、あることは明らかであ

ろう 。また、それぞオ' u 挙独での工事であれば

補助対象として認められる範囲は壁補強の部

分やその周辺に限られることになるが、現実

には、同じ部屋の中でクロスを張り替える部

分とそうでない部分が存在することはあり得

ない。耐震改修工事にしても 断熱材設置工事

にしても、補助対象外とならざる得ない部分

が生じてくるが、同H寺に実施することで村山J

対象外の部分を少なくすることが可能とな

り、合理的である。

省エネ改修の促進は、耐震改修の促進にも

つながるのである。

|的半轍帥数腕を占め抗叫叩る硝叩昭剛相田

の木造住宅の性能アツプ力が1喫緊の

課題

平成19年 5 J=Iに策定した堺市耐震改修促

進計画では、平成27年度までに耐震化率を

90%に引き上げることを目標としているが、

そこで示された住宅の Ｑ 則犬をみると、市［ｊｦｾ性

能が低い可能性が高い昭和56年 5 月以前に

建てられた木造住宅( 1 日面、j震木造住宅) は約

9万棟存在しており、住宅19万棟の約半数

を占めている状態であった。調査H寺より 4年

がたち多少減少しているとはいえ、 |日目的豆木

造住宅の性能をどうヲ |き上げていくのか、環

境の面でも耐震化の商でも重大な課題である

乙とに変わりはない。

本市は、 H郡日40年代後半から 50年代前半

にかけて、大阪市の衛星都市として人口が急

増し、それに{ 和、マイクロ戸建てとも呼ばれ

る狭ノトな住宅が乱立した l時代を経験してお

り、その時の膨大なストックが市内に点在し

ている。また、泉北ニュータウンという計画

的に造成され、建築された比校的大きな宅地

の住宅も、 |日間但Z住宅が主流を 占めるように

なっている。7つある区ごとの違いが少なく、

全市的諜題である。

住宅への様々な不満からリフォームを考え

てL 喝方々に、省エネ改修や耐震改修を劃泡

する必要性を理航J していただく啓発活動、有

用性( お得さ) を実感していただく 補助制度、

工事への安心感を持っていただく審査 ・検査

制度の三点セッ トが必要と思われる。

安全で快適な住宅は生活の基礎であり、そ

の確保は自治体の重要な施策で、ある。

( いしぐろ いちろう)
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8.c. i デザ‘ インルームの

構造設計

白髪誠一

側北係建築構造研究所

a.c. iデザイン j レームは、スニーカーブラン

ドのためのデザイン・ルームと住戸で、兵庫

県宝塚市の北部、大阪平野を一望できる 山手

の閑静な住宅地に位置している。

この建築は地下階が住戸、地上階がデザイ

ン・ルームとな っている。敷地全体は南に向

かつて約20度傾斜しており、デザイン ・ル

ームの西側が大きく斜面の上空に張り出して

いることと( 写真 1 ) 、建物の 11恥、 っぱL、に

設けられた関口が特徴となっている( 写真

2 ) 。

ここでは，このR C造と S 造の混桝造の建

築の、構造設言l' について紹介する。

Y  

L X  
@  

写真 3 デザインルームを支持する柱と床梁

38 建接と社会 ・2010.7

l 建築概要

設 計建築イースタン建築設計事務所

構造: 北，fl*} I 築構造研究所

建築面積 280.8011;  

延床而*1'1 36l. 8411;  

階 数 地下 11街 地 上 H皆

梢 造 地下: 鉄筋コンクリート造

生也上: 鉄骨造

竣 工 2009年10月

l 構造設計概要

デザイン・ルームが張り出していること、

開口部が大きいことから、 l[ >tJlは童公目'造とし

た。地下l階はR C造であるが、敷地が斜面地

であるため構造的には地上 2 階建てとなる。

このため、 1階の剛性バランスを極力良くす

るために鉄骨部分はブレースを有する梨杭と

した。 さらに、屋根および外壁には経い材料

を用いることを要望した。

張り出したデザイン・ルームは、敷地の最

も低L、位置からは約 8mの上空に位置してお

り、 2 列に配置された 9 本の 円形鋼管柱

( o318X8) で支持されている。このため、

11初来では図 1 に示すように平面的にも S造

とR C造の混構造とな っている。S造から R C

- プレース位置

図， ，階床伏図

写真 4 南側関口部

進への応力伝達が確保されるように、 S造部

分の床スラブをR C造としている。地下階の

柱は写真 3 に示すように両側が2.4mの跳ね

出しとなる格子梁を支持している。

南側には高さ約2.9m、一長さ約14mの開口音11

が設けられている。このため、梁せL川50mm

のH形鋼梁で対応している( 写真 4) 。この

梁には出 l隠1 mの鋼板庇が取り付けられてお

り、この庇によるねじりに抵抗するために直

交する小梁はすべて大梁に対して剛後合とし

ている。

北側には高さ約0. 6m、長さ約14.5mのスリ

ッ ト状の股窓が設けられている。ごとでは、

写真 5 に示すように開口上部の垂壁内にトラ

ス梁を設けてスパンに対応している。このト

ラス梁は壁面に作用する原し荷重に抵抗するた

めに、 卜ラスの束材と屋根の小梁位置を同位

置とし、剛接合としている。

l おわりに

大きな張り出しゃ大きな開口という要望に

対して、軽量化・ 大スパンという繍' 造の特

徴を活かして解決できたと考えている。斜面

から飛び出していくような印象を与える! 怪快

な建築を実現することができた。

( しらがせいいち)

写真1

張り出したデザイン・ルーム

写真 5 北側関口部



は大幅に噌床し、阪急百貨庖が開!占した。高

価な呉服や"昔好品で、はなく、モダンな郊外居

住者たちのための食料品と日用車耐空を中心と

した新しい百貨庖の出現だった。阪急ビj レデ

ィングは、乗降客の行き交うターミナル駅と

しての施設、百貨脂、そして食堂という全く

用途の異なるものが同居する被合ビルであっ

た。

阪急ビ、ルディングは、戦前だけでも 4 期に

わたって建設されている。通常通り屯111を走

らせながら、交通の集中する梅田中心部での

惑は困難だったに違いない。1929年、第

l  期として御堂筋に面する部分の西iJll I半分が

竣工し、引き続き、初代阪急ビルテe イング( 本

社ビル) を WH木した 跡地 に、 1931年、 2 期

部分が竣工した。『建築と社会j 昭和 6年11

月号には、昭和初期の大阪のビルディングの

代表、朝日ビルデイングと阪急ビルディング

が詳しく報じられている。

阪急ビルディング 1 ・2期部分の外観は三

階梢成で、基坦はアーチ型の開口部が主[ 枕す

る古典的な骨格を示しているが、全体に装飾

は控えめだ。内部の階段やエレベータ・ホー

ル部分は、石材や金属材を多用し、アール ・

デコ風の盟かな装飾が見られる。塔屋は地上

からは見えにくいが斬新なデザインだ。一方、

l 階中央のヴオールト天井の吹き抜け部分の

意匠は、東洋的な色合いが濃い。

Ｗ ・ Ｘ Ｑ ｾｾ は阪急直営の食堂だった 。 阪急マ

ーケット H寺代から食堂が設けられ、新ビルで

も食堂経営は重視されていた。阪急食堂のラ

イスカレーが、初めての洋食体験だった人々

も多かったことは有名だ。

この連載で、執筆|時点ですでに失われた建

築が取り上げられるのは、今回の阪急ビルデ

イングが最初かもしれない。阪急ビルディン

グは大阪梅 田を代表するモダン建築であっ

た。J R でも私鉄でも、今や主要駅には百貨

j苫やショッピングセンターがあるのが当たり

前だが、阪急ビルディングはそんなターミナ

ル ・デパー トの先駆けだ。歴史あるミナミと

は対照的に、キタは明治以降に開発されたエ

リアで、宝塚、神戸への起点となる阪急梅田

駅は、大阪の中心部とは異なる雰囲気が漂う

場でもあった。

再

号室

田E

- 鷲尾九郎の合理主義と阿部美樹志の構造

当H寺、竹中工務自大阪本庖設計部長を務め

ていた鷲尾九郎が、「阪急ビルテ、イング断片J

- ターミナル ・デパートの誕生

箕面有馬電気軌道株式会社、: W.¥{:I の阪急電

鉄は、 明治43 (1910) 年に初回一宝塚 ・箕

面聞を開業し、今年ちょうど100周年を迎えた。

阪神、南海より後発の私鉄だったが、沿線

には独特の文化が駒北された。上品な小豆色

の車体にうぐいす色のシートのカラーリング

は今も変わらず、子供の頃、阪急電車で連れ

て行ってもらった動物園や宝塚ファミリーラ

ンド 、宝啄耳大劇 は、まさに阪神間モダニズム

だった。 また沿線には、良好なJ . ) f l 境の住宅地

が開発され、郊外から都心ヘ通勤する新しい

ライフスタ イルを作り上げられた。

阪急の発展は、創業以来経蛍手腕を発揮し

た、小林一三の存在を抜きには語れない。郊

外と都心を毎日往復する乗客のニーズを考

え、 小林は、梅田ターミナルに高層ビルを建

設し、食堂と百貨屈を経賞することを考えた。

1920年、 地上 5 階地下 l 階の初代阪急ビル

が竣工した。 11暗には老街Ii 百貨庖白木屋が出

張所を 出庖し、そこで百貨!苫経蛍のノウハウ

を学び、 1925年に阪急直営のマーケットを

開屈した。1929年 3 丹、阪急ビルデイング

第 l 期工事の竣工と同時に、阪急マーケット

関
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②第 2 期工事竣工時の南東函外観

@ 屋上の煙突や広告塔頂部

写真の檎図やレイアウトにも時代が感じられる

④1階正面広場

①7 階食堂 8 階と合わせて約1，700席設けられていた

③ 1階平面図

⑦主要部横断面図. 阿部美樹志の論文中に掲載

①百貨后階段: アールデコ風のデザインが目をひく
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⑦ ③ 

「建築と社会J 第i G輯 2 号( 昭和 7 年 2 月号) より目



⑬ 

。

特殊鉄骨架構 (一階)

一断に大ホーJ レを有する関係よ

り中 Ｔ 宝を省く Ｚｲ ｊｾ の必要を生じ、

之れに封し精進上特にアーチ型

架椛法を採用せり 。 アーチの Ｑ ｾ

ｲｭ は Ｑ Ｑ｝十七尺四寸とす 。 此のｾ

! I ' t は之れが j' t絡を示すものにし

て、アーチの中央部に三階以上

|控l主将4までの全荷重を支持する

ｬ 均柱がｾてられてゐる ｉ ｊ￯ は潟ＡￏＧｴ

で見られる巡りである。

① 

③施工中の写真( 特殊鉄骨架橋w建築と社会J 1I i:l利 7年 2月号より)

上階コンクリー 卜打込後の外観

此雌では三階から「コンクリート」

を打ち始めて五階まで型枠をと

りはずしたほで、 1守桜崎署 Jt lか

らの外日主である。斯くしてコンク

リート工事は地下室よりと 三階

からと 二段同時に進められ工 )ijJ

を短縮する事が出来た。

⑬ 

⑬ 

⑬施工中の写真( 上階コンクリー卜打込後の外観) (f建築と社会J 1I i:l利 7年 2月号より)

⑪第3期工事竣工時の西南面外観 ( f建築と社会J 11自利 8年 1月号より)

⑫第3期部分( 新館) を見上げる ( f建築と社会J 11自利 8年 1月号より)

丸窓やステンレススティールの窓枠等、旧館とはかなり 違う デザイン

⑬ 1階ドーム部分の綴子 ( 建て替え工事前)

照明器具など竣工時とは異なるが、特徴ある空間だった

⑬妻菌のモザイク ( 建て替え工事前)

⑬梅田阪急ビル (2009年竣工)

⑬ 

⑫ 
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と題し、計画の要点と反省をまとめている 。

梅田付近はさまざまな交通が交錯する場所

で、この頃工事が進んでいた地下鉄( 高速度

鉄道) との関係も考えながら、さまざまな方

面からさまざまな目的で集散する人々の動線

をどう処理するかが、阪急ビルデイングの最

も大きな課題であった。

外観では、広い面 ｦｩｾ を占めるタイルの色調

に気を使っている 。雨天l時に色が沈んだり濁

ったりすると暗惨な印象を与えるので「平生

よりも明るく軽やかに浮き出させJ ょうとし

たと言 う。l吸水率の低いタイルを使用し、「塵

芥を被りやすい場所では雨で洗い落す点から

だけでもぜひ必要な事である」と言 う。裏を

返せば、昭和初期の大阪がまさに煙の者11であ

ったことの証明でもある。

内部意匠に関して、「第一階正面ホールは

交通量の最も多い所であり E つ電車の乗降客

にも、建物入場者にも第一歩のところでi最初

に印象づけらるるところであるから、柱ー列

を抜いて二階迄I玖抜とな って居る。この部分

の天井廻り装飾及照明器具は伊東博士の設計

にな ったもので他の部分とは行き方を異にし

て居る」 、「二階以上の売場は何の装飾も施さ

ない事にした、建築が眼に入るより商品が先

ず眼に飛び込む事を売場の第一要件とするか

らである、( 中略) 要するに大衆的な売場は

無技巧を技巧の第ーと心得るJ 、「食堂は憎々

越を異にする。 ( 中略) たとえ一杯のクリー

ムを求むるにしても先づメニューに一通り目

を通してから、さて注文するのが一般であろ

う。それだけの休息欲と選択欲とには答えね

ばなるまいと思う」と述べている 。それぞれ

の場所の役割と求められる空間デザインを分

析し、冷めた建築観が表れている。とのバラ

ンス感覚が都心での複雑なプログラムの実現

を可能にしたのだろう 。

構造計画は、鉄筋コンクリート構造の第一

入者、 阿部美樹志が担当した。昭和 6 年11月

号には阿部による椛造計画の詳細な解説があ

り、 h1i造図や計算書が多数掲載さ れている 。

阿部は19日年アメリカ ・イ リノイ 州立大学

に留学 してコンクリート工学を学び、帰国後、

鉄道院で東京万世橋間市街高架線工事に携わ

り、コンクリート高架橋の技術を培った。浅

野セメントの浅野総一郎を介して小林一三 と

知り合い、梅田十三間高架線工事 (1925年

着工) を始めとする鉄道本体の工事、阪急ビ

ルディング、東京宝塚劇場 (1933年) 、阪急

神戸会館 (1936年) 、西宮野球場 (1936年)

など、阪急の主要な建築の設計に携わった。

阪急ビルディングは、 5 階まで鉄骨鉄筋コ

ンクリー卜造、 6階以上は鉄筋コンクリート

造とし、経費の節減と工期短縮を図っている 。
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また 1階の正面ホール部分はアーチ構造を採

用して吹き抜けとし、広々とした空間と市古貫

性の向上を両立させている。これらの構造 ・

施工上の工夫に関して、工事中の写真を用い

て詳しく報告している 。この規模、この立地

の建築物の場合、 何より構造 ・施工の技術が

問われるが、記事の長さと詳しさがそれを示

している。

- 現代的な外観vs伊東忠太の内部装飾

阪急ビルディング l 階ヴオールト天井の空

間は、最も人々の記憶に残っている空間だろ

う。写真@ は竣工時の、また写真⑬は建て替

え工事前のホールの様子である 。この部分の

装飾は前述の通り、建築史家伊東忠太に委|属

された。伊東の原画に基づいた妻壁のモザイ

ク壁画は、行き交う人々の目にとまり、新聞

紙上やインターネットでもたびたび取り上げ

られた。昭和 6年11月号には伊東忠太も寄稿

し、阪急ビj レディングの「外観は百貨庖向き

の簡素なる現代式J だが、「会社側の希望は、

地階広間の内部は如何なる様式でも自由であ

るが、公衆の自を惹くに足る壮腿なものに致

し度L リと委嘱さ れたと言 う。会社側の目論

見は成功したと言えるだろう 。

伊東は、外観と内部の意匠について、この

ビルは 「地階は電率の主駅であり、 二階以上

は百貨庖であり、最上階は大食堂であり、 一

ひし

秒を争うて緯めく人、悠々酒杯を挙ぐる人、

売屈の聞に1 Jjt皇停立する人、雑然として統ー

がな L リ、こんな建物の意匠を統一融和する

必要はなく、「予の好愛する東洋趣味、西亜

乃至支那の伝統を板底として考えた」と言 う。

これに対して当H寺すでに時代錯誤という 批判

もあったようだ。 しかし「時々刻々に変転す

る世相に追従してH寺々刻々に自分の思想、を変

転するが如き芸当を演ずることは予の最も不

得手とする屍J 、「既成の外観の様式が、予を

して之を模範として内部の装飾の様式を決定

せしむる丈けの魅力を予に与えざりしことを

遺憾とするJ と、さらりと 批判する。

委壁部分には、当初、「四事IIJ を配置しよ

うと考えたが、むに蛇が巻付 く「玄武j が場

所に不適当と考え、 「龍、馬、獅、鳳( 朱雀)

の四動物を選んだ。これは阪急電車の快速と

威力を象徴したJ と言 う。また東壁中央には

太陽を示す八陀烏を赤い日輸の中に、西壁中

央には月を示す兎を白い月輪の中に納めてい

る。さまざまな意味を持った図像で余白なく

埋め尽くす、モダンの志向とは莫逆の伊東忠

弘らしい造形理念が感じられる 。意匠の出来

に伊東は満足しなかった ようだが、「建築と

装飾」 という章を設けて「装飾無用論j つま

りモダニズムのデザインを「建築の本質的心

理なりと唱ふることは如何にしても無理j と

はっきり述べている。建築が解体される時、

人々の関心は壁画に集まった。伊東の考えは

的を射ていたのかもしれない。

- 全く異なる第 3期のデザイン

昭和] 7年11月に第 3 期工事が竣工する。 2

期工事竣工からたった l 年で、工事は 2期に

連続して行われたが、 3期部分は色もデザイ

ンの基調も大きく異なる。旧館とのつなぎ目

に近い部分の丸窓の連続や、慾台や庇で強調

した水平線、カーテンウオールの 2階の壁面

デザインはモダンだ。1920から 30年代は、

西洋でもデザイン思潮の変化が激しい年代

で、さまざまな志向の建築が並存するが、「明

らかに増築拡大が見てとれるようにしたJ と

社史には記述されている。

- 変わり続ける梅田ターミナル

梅田駅周辺は、明治初期、何もなか った所

に鉄道の駅が設置されたことから今日のにぎ

やかさがあり、とどまることなく変化 し続け

ている 。阪急は駅の直近で国鉄と交差 し、拡

張には限界があった。戦後、 1960年代初頭

から駅を国主焔! 路北側へ移転させる計画を練

り、 9 年をかけた大工事の末、 1973年、現

在の位置に私鉄最大のターミナル駅を完成さ

せている 。

阪急ビ、ルテーイング跡に建設された「梅田阪

急ビj レj は、 13階までの阪急百貨庖うめだ本

屈と、 15階から 41階までの10万討を超える

オフィス部分からなる。百貨庖部分は 2却j に

分けて工事が進められ、第 l 期部分( 南側)

が2009年 9 月、オフィスタワーは2010年 5

月にオープンした。15階のスカイロビーから

は、南に伸びる御堂筋や、変貌する大阪麻澗

辺の綾子が見渡せる。現在、百貨庖 2期工事

が進められ、 2012年に完成予定だ。百貨! 苫

部分の外観は、旧阪急ビルデイングの意匠が

モチーフとして引用さ れている。だが、近年

保存の手法として多用さ れる部分保存や レプ

リカ保存ではない。

旧阪急ビルデイングに比 して、階数がほぼ

倍増した。土地の高度利用が急速に進み、梅

田の空は狭くなっている。

資料

阪急電鉄株式会社編 P5年のあゆみJ ( 記述編) (写

真編) 、昭和57年

( 株) 阪急百貨庖社史編集委員会 : 株式会社阪急百貨

庖25年史、阪急百貨広、昭和51年

原武史 : rr民都J 大阪対「帝都J 東 京l 、講談社、

1998年

小野田滋阿部美樹志と阪急の構造物、『鉄道ピクト

リアルl 、1998年12月臨増、 pp.120・125

(はしてら ともと/ 関西大学建築学科准教授)
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脅藤 Gr - S AIT O  T ADASHI -

「イスノキJ にて( 讃岐富士を背景に)

香川県生まれ

. 経歴

1965年

1988年 近畿大学工学部建築学科卒業

1989- 1992年

1992年

2000年ー

株式会社栗生総合計画事務所 勤務

脅緩正量生工房一級建築士事務所 設立

近畿大学工学部建築学科非常勤講師

. 受賞歴

1988年 日本建築学会中国支部長賞

1993年 soレビ.ュ - 93' 入選

1996年 インターイン 卜ラスペース ガラスのデザイン賞

2004年浜名湖花博国際花の交流館 グッドデザイン賞

「イスノキ全景J ( 写真提供 。費藤正殿工房)

聞き手 米津正臣( 竹中工務庖)

写 真 撮 影 河 合 止 揚

「空っぽな建築j

香川県は、丸亀市。柔らかな稜線を描く讃l岐富士の麓、斉藤正氏の事

務所「イスノキJ を訪問した。イスノキは、 1階をギ ャラリースペース 、

2 階を事務所、離れを温室とした、 3つの機能が 2棟の建物に配分され

た建築群である 。 2つの建物は、 jl汗の高さや窓の高さな どを兄弟のよう

に同調させながら、 一方でその差異を際立たせるような立ち方をしてい

る。今回、費藤氏と話をして感じたのは、この建築は、「建築作品j であ

る前に、自らが投資して検証する必要のあった建築の実験場であり、具

体的な動機の塊であるという事だった。機能的な側面においては、 l 階

のギャラリーは、 抽象的なスペースではなく、ある一人のアーテイス 卜

を核とした、 地域を巻き込む活き活きとした活動のはじまりの場所であ

り、別棟の温室は、 j品業に従事していた事もある膏藤氏の重要なテーマ

でもある i VEGETATI ON ( = 建築的植物化) J を展開するための秘密

基地である。構造的には、双子のヴォリュームにそれぞれ異なる構造形

式があてがわれ、 R Cの壁面が浮かぶ 2 階建てのピロティー形式の建物は、

府間変異を水平連窓で集中的に処理した明快かつダイナミックな脆性フ

リーなラーメン構造の建物。離れの渦室は、半透明のポリカーボネート

で架椛が包まれたような、q霊快な在来木造の建物。環境的にも、香川の

気候 ・風土に根ざした様々な実験が実施さ れ、デー タの採集 ・結果のフ

ィードノ Tックを得ている。不思議なのは、この建築が機能の系、構造の

系、環境の系が三位一体とな って充実な関係を結んで、いるにもかかわら

ず、なぜか過剰にならず、むしろ「空っぽな印象j を感じる事である 。

斉藤氏は「ローカルj という事を強く意識している。「この地では、

南向きに室を配置するというより、讃l岐富士に対してどういう関係をと

るかという事が、自然に成されている」といい、乙のような地域の特徴

をどれだけみつけだせるかが重要だと L ヴ 。また新しさを求める事は否

定しないが「モダニズムの建築が好き j と公言した上で、「楽譜と 指揮

者によって演奏が成立するように、モダニズムを下敷きにローカリティ

ーの重ね合わせにより建築を表現した p J とp う。なるほどそう考える

と、双子の建物「イスノキ」は、片方が温室である事により、異なる気

候帯を抱える事で、極端に開口の少ない熱負荷を軽減したR Cの壁面と、

黒色半透過のポリカーボネー ト板による 集熱型の外壁による差異が、建

物の表情として明快に浮かび、上がってくる。当然、外壁の仕様だけでは

なく、設備的・桃造的な側面も、そこでの個別の条件によって変質して

いる事に気づかされる 。モダニズムを下敷きに、個別のローカルな条件

に目を聞き、世界の分節を丁寧に織り上げようとする普藤氏。インタビ

ューの途中、温室で育てている コーヒーの実を見せてくれた。コーヒー

の身は赤色をしていて、中には煎ると黒くなる白い豆が入っていた。「周

りの赤い部分をかじると眠くなって、中心の豆の部分は眠気を冷ます成

分が入っているんだよ。 5 月病になるような時期に実がなるから、その

H寺、カ リカリかじるとよ く眠れるから育ててみては」と勧めら れた。コ

ーヒーの実は、のど、かな環境に立ち現れた白と黒のヴォリューム「イス

ノキ」自体のアナロジーのようにも捉えられた。イスノキが「空っぽな

建築」に感じられたのは、野藤氏が、かの地でしかけた「世界の分節j

としての建築へのはじまりの姿だったからであろう 。
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砂和歌山大学で教授・准教授を

募集

国立大学法人和歌山大学では、システム工学

部環境システム学科で教授・准教授を募集し

ている 。応募締切は2010年 9 月30日( 木) 必

着。採用予定は2011年 4 月 l 日( 金) 。

問い合わせは環境システム学科長の足立啓教

授 (kei@sys . wakayama- u. ac.jp) へ。

①教 授 l 名

専門分野 : 都市計画、地域計画、都市デザイン

担当科目 都市デザイン、者11市環境設計製図

など

①教授または准教授 l 名

専門 分 野 建築 鵡十、開境デザイン、建築構法

担当科目: 生活環境設計製図、構造学( 建築

構 法) など

公募要領品 ttp:l /www. sys. wakayama- u. ac. jp/es/ 

を参照されたい。

砂公共建築物木材利用促進法の

公布

公共建築物等における木材の利用の促進に関

す る 法 律 ( 平 成22年 法 律 第36号 ) は2010年

5 月19日の国会において可決成立 し、同26日

に公布された。

法律の施行期日は公布の日から 6 月以内とさ

れており、今後、政令- 省令 - 基本方針を策

定し施行することが想定される 。

問い合わせは、林野庁木材産業課( 住宅資材

班 T E L03-6744-2295) へ。

〈農林水産大臣・国土交通大臣による基本方針の策定〉

O具体的なターゲットと国自らの目標の設定 (率先垂範)

」品

低層の公共建築物については

原則としてすべて木造化を図る

」品

」品

異体的効果的に木材利用の拓大を促進

公共建築物における木材利用拡大 (直接的側泉)

一般建築物における木材利用の促進 (波及l 果)

併せて、公共建築物以外における木材利用も促進

住宅公共施設に係る工作物における木材利用

白木質バイオマスの製品・エネルギー利用

」品

林業木材産業ロコ活性化と森林の適正な

整備・保全の促進、木材自給率の向上

公共建築物等における木材利用の促進スキーム

砂(鮒建築技術教育普及センター

調査・研究助成案件の募集

(財)建築技術教育普及 センターは、平成22年度

に実施される建築技術の教育普及に資する公

益的・基礎的な調査・研究等に対して、建築

技術教育普及基金を活用して助成を行う 。 問

い合わせ ・申し込みは( l T I ) 建築技術教育普及 セ

ンター情報・普及音11普 及 諜 (T E L 03-5524-

3105、FAX03- 5524- 3223 干104-0031 東 京

都中央区京橋2- 14-1兼松ビルデイング) へ。

助成対象 ①建築設計、工事監理業務等に関

する調査・研究

①建築教育、資格制度等に関する

調査 - 研究

①建築技術者の資質の向上、活用

方策等に関する調査・研究

④ ①から ① のうち 2 以上の分野に

またがる調査・ 研究

⑤ その他、建築技術の教育普及に

資する調査 ・研究

助 成 額 総 額800万 円程度( 原則として l

件100万 円 を上限とする)

応 募 締 切 郵 送 かF AXで 8 月 2 日( 月) 必着

詳しくはht t p: / /www. jaeic. jp/ ヘ。

砂全国団地景観サミット2010

UR賃貸住宅がっくり出す空間。 その暮らし

の風景をとらえ、 UR賃貸住宅「団地景観フ

ォト& スケッチコンテスト」が聞かれている 。

応募期間 2010年 6 月16日- 8 月16日( 月 )

応募資格 プロの写真家や画家を除き応募可

応募規程 ①未発表のもので、 2008年以降J こ

搬iI診またはス ケ ッチした もの

① 写 真 は127x  178mm。 デ ジ タ ル

写真は1536x2048ピク セル以上

① スケッチは271x392mm程度。画

材は自由。原版を送付する

① 作品には必ずタイトルと 150字

I空度のメッセージを添える

募集部門 ① フォトコンテストーフォト大賞

l 点・商品券15万 円分ほか

① スケッチコンテストースケッチ

大賞 l 点 ・商品券15万円分ほか

応 募 方 法 応 募 用 紙 はUR都市機構ホーム頁

からダウンロード可。郵送で応募

http: //www. ur- net .go.jp/  

審 査 員 藤 本 壮 介 ( 建 築 家 ) 、 大 西 み つ ぐ

( 写真家) 、なかだえり( イラスト

レーター) 、池遊このみ( ランド

スケーフ。フ。ランナー)

応 募 先 〒103-0027 東京都中央区日本橋

1-5-3 51街 T EL03-3272-6098 

全国団地景観サミッ ト事務局



砂BUI L DI NGs 2030で提案募集

(初大阪ビルディング協会は創立80周年を迎

えるに当たり、記念事業としてアイデアコン

ペを行う 。100周年と なる 2030年に 向けて、

大阪を魅力あふれる都市とするため何をなす

べきか、乙れからのピルのあり方、都市や環

境との関係をコンペで問おうとするもの。

テ ー マ ビルヂング2030一 人 ・都市・環

境 つ な ぐ 大 阪 一

応募資格個人、法人またはそれらのグルー

プでの応募

応 募 作 品 パ ネ ルA 2 サイズ・縦使い l 枚

- m案趣旨・提案内容を、文章・

図 ・写真により具体的に表現す

る。ただし応募者を特定できる情

報は記載しないとと 。紙質自由

応 募 申 込 用 紙 は 、 http:/ h'"l vw. osaka-birukyo.

or. jp/: からダウンロードし、作品

に同封

作品受付 2010年9月1日( 水)- 9月10日( 金)

作 品 提 出 応 募 作 品一式を郵送か、持参する

(初大阪 ビルディング協会

〒530-0012 大阪市北区芝田2- 1-18

西阪急ビル TEL 06-6376-8212  

審 査 橋 爪 糾 也 ( 大 阪 府 立 大 学 教 授 )

五十嵐太郎( 東北大学教授)

服部 滋 樹 Ｈｧｲ｡ｦｦｾ 表Ｉ

福本 滋治( 大阪ビ‘ ルデ、イング協会)

賞 最優秀賞 l 点50万円、

優秀賞 5 点以内各10万円

砂第 3 回 『夏休み! 子ども絵画

コンク- J レJ

開発途上国の 5 歳未満児の 113 に当たる

l 億9500万人が栄養不良で発育阻害にあり、

l 億2900万人の子どもが低 体重であると言

われる反面、日本では多くの食べ物が廃棄さ

れている 。 日本製粉事1 < ) では、日本の子どもた

ちに食べ物の大切さや世界の子どもが置かれ

ている状況を考えるきっかけになればと、例

日本ユニセフ協会を通じて世界の子どもの支

援活動を行っている 。

テ ー マ 世 界 の み ん な を 招 待 し よ う ! [" わ

たしたちのまちの楽しい食卓J

文オ 象 日本国内の小学生

作品募集 必ず事前登録を した上で、2010年

7 月 1 日- 9 月15日に必着

審 査 日本製粉側、 日j;j)日本ユニセフ協会

発 表 10月中旬にウェブサイ トで受賞

作品 ・受賞者名・学校名を発表

寄 付 l 作品につき 100円を日本製粉側

が例日本ユニセフ協会に寄付

問い合わせはni ppn_sekai nokodomo@dff.jp

砂“伝統構法の再生に向けて"

K A R T H公開勉強会

1998年に発足したKART H ( カース、関西木

造住文化研究会) は、各地域固有の木造伝統

住文化と、暮らしと安全性が両立した住まい・

まちづくりを笑現するための普及啓発活動に

取り組んでいる。 その一環としてK ARTHで

は、平成20年度から国が取り組んでいる「伝

統的木造制|組桝法住宅の設計法の開発J 事業

が目指す内容を踏まえ、 7 月に熟練伝統技能

者からの提言を求めて公開勉強会を聞く 。

日 時 2010年 7 月25日(日 )15 : 00- 18 : 30

会 場 西 陣 襲 ( ヒコパエ) ノ 家

京都市上京区上立売通浄福寺西入ル

姥ケ東西町632

http: //karth. bJ og13.f c2.com/  

定 員 50人( 先着順)

参 加ｾ 1000円、 学生無料

申込先参加希望者は、名前・所属を明記し

て、メール (info@kart h.sakur a. ne. jp) 、

またはF AX (075-411-2725) で関

西木造住文化研究会へ。申込締切は

7 月17日( 土) 。

. プログラム

①匡|の「伝統的木造*111組桝法住宅の設計法開

発」の取組が目指すもの/ 大 江 忍 ・(有)ナチ

ュラルパー トナーズ代表

②熟練伝統技能者の大工棟梁による、伝統構

法再生に向けた提言/ 木下孝一 - 数寄屋研究

所心[専庵大工事I i 梁

①意見交換→云統構法の再生に向けて今、私

たちは何をなすべきか/ 上記報告者+ 大工棟

梁 ・左官業 ・銘木問屋+ 鈴木有( 金沢工業大

学名営教授) + ー長谷見雄二 ( 早稲田大学) +

室附益輝 ( 関西学院大学) + 田村佳英( 悠計

画研究所) ほか

砂色彩の仔情詩脇田和展

1970年に完成したア トリエ山荘( 建築家 ・吉

村 順三の設計) で、脇田和 J (1908- 2005年)

は97年の生涯をかけて、自分にしか描けない

絵画の完成をめざした。脇田の絵の中の鳥は

笑ったり、怒ったり、感! 践をしたりと人間的

な姿で登場する 。それは、人聞の生活への愛

情や、風刺を表現している場合が多い。

会 期 2010年 4 月17日- 11 月24日( 水)

10 :  00- 17 :  00 

会 場 脇田美 術 館 電 話0267-42-2639

長野県北佐久郡軽井沢町旧道1570-4

入館料 1000円、大高生600円、

中学生以下無料

出 品 ( EI永) ( 鳥の日ごと ) (黄熱) (花の

中) ( 芽吹き ) ( 人形と猫〉ほか

砂三菱一号館美術館開館記念展

「マネとモダン・パリJ

英国人建築家ジョサイア・コンドルが設計し

1894年に竣工したレンガ組積造の建物が、丸

の内のほぼ現位置に復元され、 2010年 4 月に

美術館としてオープンした。

開館記念展ではエド ゥアール ・マネの油彩、

索摘、版画80点余が回顧展の形で、出品され、

同|時期に制作を重ねていた作家たちの作品も

併設されている 。

三菱一号館美術館

エドウアール・マネ

〈すみれの花束をつけた

ベルト・モリゾ}

オルセ一美術館、 1872年

@RMN( MuS岳ed'orsay) 1  

Herv邑Lewandowski l

distributed by DNP artcom 

会 期 2010年 4 月 6 日- 7 月25日( 日)

水 - 木 金 10 :  00- 20 :  00 

火 ・土 ・日 ・祝 10: 00- 18:  00 

月曜日は休館、ただし 7 / 19は開館

会 場 三菱一号館美術館

東京都千代田区丸の内2-6-2

入場料 1500円、高大生1000円、小中生500円

出 品 マ ネ の 〈すみれの花束をつけたベル

卜・モリゾ) ( 黒い帽子のマルタン

夫人) ( ラテュイユ親父の庖〉など。

マックス・ベルトランの ( 1855年万

国侍覧会の産業館( 断面図n ほか

招待券は日本建築協会 ( TEL06- 6946- 6981) へ。

pょうこそ恐竜ラボヘ!

〈化石の謎をときあかす〉

林原自然科学博物館( 岡山市) の 協力を得て、

恐竜研究のプロセスをテーマとした特別展が

聞かれる 。

林原自然科学博物館はモンゴル科学アカデミ

ーと共同で、ゴビ砂漠での恐竜発掘調査を 18

年間続けている 。 この発掘の作業、そして持

ち帰った化石が研究される機子など恐竜研究

の現場が展示され、「化石から恐竜をよみが

えらせる興奮と感動J が伝わってくる 。

会 期 2010年 7 月10日- 8 月18日( 水)

10 ・00- 18: 00、 7112のみ休館

会 場 岡山市デジ

タj レミュー

ジアム

岡山市北区

駅元町15-1 5ろ了ム

電話086-898-3000
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入場料 1000円、高大生 ・専門学校生800円、

中学生から 3歳まで500円

展 示 発 掘 現 場 の 様 子 や 、 タ ル ボ サ ウ ル ス

の子ども、新種の鳥類など初公開の

モンゴル産実物化石が見られる。

招待券は日本建築協会 (TEL06-6946-6981) ヘ。

砂ボストン美術館展

西洋絵画の巨匠たち

エj レ・グレ コ、ヴァン ・夕、 イ夕、ベラスケス、

レンブラン ト、コロ 一、ミレ一、クールべ、

ピサロ、マネ、 ドガ、シスレ一、セザンヌ、

モネ 、j レノワーノレ、ゴッホ、ロートレック、

マティス、ピカソ… 。会場に居ながらにして、

400年にわたる名画の歴史をたどることがで

きる展覧会が、京都で始まった。

会 期IJ ＲＰ Ｑ Ｐ 年 Ｗ 月 Ｖ 日 ｾ Ｘ 月 ＲＹ 日Ｈ日Ｉ

9  :  ＰＰｾＱＷ＠ :  00 

月H程日 休館( ただし 7119は開館)

会 場 京 都市美術 館 ( 岡崎公園内)

京都市左京区岡崎円勝寺町124

入場料 1500円、大高生1000円、中小生500円

展 観 〈狛みわら( 日没) ) ( 睡蓮の池〉 な

どモネ 11点、 ドガ 〈田舎の競馬場に

て〉、j レノワール 〈ガーン ジー j誌の

海岸の子どもたち 〉、ゴ ッホ 〈オー

ヴェールの家々 〉、エル ・グレコ 〈祈

る型ドミニクス 〉など、全80点

・記念講演会( 美術館講演室にて、参加無料。

ただし、展覧会の入場券が必要)

7 月17日( 土) 14 :  ｏｏｾ＠ 15  :  30 

「エル ・グレコ 、ベラスケスと黄金世紀スペ

イン絵画J / 大阪大学准教授 ・岡田裕成氏

7 月31 日( 土) 14 :  ｏｏｾ＠ 15 :  30 

「ボストン美術館の19世紀フランス絵画一フ

ォンテーヌブローの森からセーヌ河l畔ヘ j  

/ 東京大学教授 ・三浦篤氏

招待券は日本建築協会 (TEL06-6946-6981) へ。

クロード・モネ { アルジャントゥイユの自宅の庭のカミ

ーユ・モネと子ども} 1875年

phot ogr aph @ 201 0  Mus e um 01 Fi ne Arts ， Bost on 
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砂「奈良の古寺と仏像

~禽津八ーのうたにのせて，，- ，J

東京で、平城遷都1300

年記念して法隆寺、東

大寺、薬師寺、唐招提

寺、興福寺、西大寺、

大安寺、室生寺など20

寺 院 に 伝 わ る 飛 鳥 か

ら室 町 時 代 の仏像46

点・ 仏 教 工 芸 品 19点

( うち国宝 3 点、重要

文化財45点) が展観さ

オ1 る。

なお会場の一室には、

奈良を愛した舎津八一

要文化財

東大寺菩薩半伽像

(1云如意輪観音)

奈 良 時 代 画 像 提 供

奈良国立惇物館

の歌書「若草山図あおによしj や初版本が展

示され、仏像の美しさを引き立てている 。

会期 Ｒ ＰＱ Ｐ 年 Ｗ 月 Ｗ 日 ｾ Ｙ 月 ＲＰ 日Ｈ月 ・祝 Ｉ

10  :  ｏｏｾ＠ 17  :  00 ( ただし、毎土11程日、

8  Ｏ Ｑ Ｐｾ＠ 8  /15、 9 ＱＱＰｾ＠ 9120は

19 :  00まで)

月曜日と火曜日の 7120は休館( た

だし 7/ 19と9/20は開館)

会 場 三井記念美術 館 ( 三井本館 7 階)

東京都中央区日本橋室1
10-2-1-1

入館料 1200円、大高生700円、

中学生以下無料

展 示 国 宝 法 隆 寺 観音菩薩立像( 夢遼観

音像) 、匡l宝 室生寺釈迦如来坐像、

重要文化財 西大寺塔本凹仏像、重

要文化財唐招提寺如来形立像、国

宝西大寺金銅宝塔など

*曾;章八一 昭和前期に叡人・ 借家 ・美術史家として活動す

る。新潟市に生まれ、1906年に早稲田大学文学科を卒業。

2 7歳で初めて奈良を訪れ、古寺を巡りながら短故に目覚め

た八ーは、すべて平仮名で表記する「放ち包きJ の敬を生み

出した。

招待券は日本建築協会 (TEL06-6946-6981) へ。

砂「印象派とモダンアートJ - サン

トリーミュージアム[ 天保山] で

「印象派J 120世紀の具象絵画J 120世紀の実

験的美術j という 3つの領域に焦点を当て、

アンリ・ルゾー {パッシイの歩道橋〉

1895年サン卜リ ミユージアム[ 天保山] 蔵

Ｑ Ｙ 世 組後半 ｾＲＰ 世紀後半のわずか Ｑ Ｐ Ｐ 年の 聞

に制作された多彩な作品が紹介 され る。

会期 ＲＰ Ｑ Ｐ 年 Ｗ 月 Ｑ Ｐ 日 ｾ Ｙ 月 ＲＰ 日 Ｈ月 ・ 祝Ｉ

10  :  ＳＰｾ Ｑ Ｙ＠ :  30 

休館日 7/12、 7126、 9/ 6 、 9/13

会 場 サ ン ト リ ー ミ ュ ー ジ ア ム [ 天 保山]

大阪市港区海岸通1-5- 10

入場料 1000円 、 高 大 生 . 60歳 以 上700円、

小中学生500円

出 品 クロード ・モネ 〈ウォータールー

橋〉、カミーユ ・ピサロ 〈チュイル

リ一公園の午後〉、オディロン ・j レ

ドン <1t ) 、ア j レベルト ・ジヤコメ

ッティの彫刻など約100点

招待券は日本建築協会 (TEL06-6946-6981) へ。

砂ナポリ・宮廷と美

一 カポテεィモンテ美術館展

ティツィアー

ノ・ヴェチ工ツ

リオ

〈マグダラの

マリア〉

カボディモン

テ美術館展

ファルネーゼ家が蒐集し、ブルボン家が引き

継いだルネサンスからバロ ックまで、の美術品

ーティツィアーノ、パルミジャニーノ、コレ

ッジョ、 エル グレコらーが日本に来た。

今回のナポリのカポディモンテ美術館展は、

芸術の庇説者であった大貴族がどのような鑑

識限で、美術ll iL を蒐集し、宮殿に飾 ったのか、

ある L刈まイタリアの大美術館がどのようにし

て出来上がったのかということも、垣間見る

ことができる桝成となっている 。

会期 Ｒ Ｐ Ｑ Ｐ 年 Ｖ 月 ＲＶ 日 ｾ Ｙ 月 ＲＶ 日Ｈ日Ｉ

9  :  ＳＰｾ Ｑ Ｗ Ｚ＠ 30(金隈日は20 ∞まで)

丹IJ f J ! 日休館( ただし 7/19、 8116、

9120は開館) 7120、 9121は休館

会 場 国 立 西 洋 美 術 館 ( 東 京 ・ 上 野 公 園 )

東京都台東区上野公園7-7

入場料 1500円、大学生1200円、高校生700円、

中学生以下無料

展 観 絵 画47点、彫刻 8 点、工芸11点、デ

ッサン14点

招待券は日本建築協会 (TEL06-6946-6981) ヘ。



理事会

第 2 回常任理事会

5 月19日( 水) 16 :  00- 17 :  30 

出席者 中井会長ほか 5名

議 事 ( 1  ) 平成21年度事業報告( 案)

(2 ) 平成21年 度 収 支 決 算 報 告

( 案)

(3 ) インターンシップ受け入れ

についての 4 団体協力につ

いて

( 4) 委員への入会依瀕について

編集委員会

第 2 回編集委員会

5 月12日 (水) 18 :  00- 19  :  30  

出席者 設楽委員長ほか 6 名

議 事 ( 1 )  6 月号特集「太陽光発電J

の報告

( 2)  7 月号特集「建築と石」の

報告

( 3)  8 月号特集[ 再生 - 受け継

ぐ- 繋がる」の報告

( 4)  9 - 12月号特集の企画

( 5 ) 各小委 員 会 分 科 会 の 報 告

( 6 ) その他

( 7 ) 収支状況報告

第 2 固法令分科会

5 月17日( 月 ) 15 :  00- 17 :  15  

出席 者 近 都 委 員 ほ か 5 名

議 事 ( 1)  r法令 コーナー」の企画

(2)  10月号法令特集の企画

( 3)  ，情報交換

第 2 回施工材料分科会

5 月11 日 (火) 17 :  00- 18 :  00 

出席者 吉田正友幹事ほか 5 名

議 事 11月 号特集 r LEDJ 企画テー

マと企画構成検討

第 2 回構造分科会

5 月7 日 ( 金) 18 ・00- 20 ・00

出 席 者 石 田 幹 事 ほ か 5名

議 事 ( 1 )  r椛造の頁j の企画

(2)  12月号構造特集の企画

第 2 回設備分科会

5 月11 日 ( 火) 18 ・00- 20 ・30

出席者 赤 滞 幹 事 ほ か 9名

議 事 ( 1) 6月号「太陽光発電j 特集

原稿の査読

( 2)  r設倣の頁」の企画

第 2 回作品作風小委員会

5 月27日 (木) 19 ・00- 20 ・00

出席者 池上副委員長ほか 8名

議 事 ( 1 ) 作品の掲戦状況並びに掲載

予定の報告

(2) r  gall eryJ 掲 載 報 告 予 定

第 2 回広告企画小委員会

5月12日 ( 水) 17 :  00- 18 :  00 

出席者 設 楽 委 員 長 ほ か 4名

議 事 ( 1 ) 6 月号特集「太陽光発電」

( 2)  7 月号特集「建築と石j

( 3)  8 月号特集「再生 ・受け継

ぐ ・繋がる j

( 4 ) 広告掲載状況の報告

( 5 ) 収支状況の報告

( 6 ) その他

第 2 回10年委員会

5月13日( 木) 18 :  30- 20 :  00 

出席者 設楽委員長ほか 5名

議 事 ( 1  ) 現場見学会案内チラ シの内

容確認

( 2 ) 大阪そう せい (創生) プロ

ジェクトの今後の進め方

出版委員会

第 2 回出版委員会

5月20日 (木) 18 :  00- 19  :  20 

出席 者 上 原 委 員 長 ほ か 7名

議 事 ( 1  ) プロのノウハウと特装本の

経過報告

( 2 ) 進行中のテーマ

( 3 ) その他

事業委員会

第 2 回情報見学小委員会

5月14EI  ( 金) 18 : 00- 18 : 40 

出席者 瀬 戸川委員長ほか10名

議 事 本 年 度 事 業 家

特別委員会

第11 回 群 像

5月19日 ( 水) 13 :  30- 18  :  00 

出席者 米 津 正 臣 ( イ ン タ ピ ュ ア ー )

ほか 3名

議 事 関西の建築界 n刑判 登 場 者 の

人間像に迫るためのインタビュー

附務藤正鍛工房 斎藤正 氏

見学会

「上本町Y UFUR A (上本町新歌舞伎座

ビル) J 見学会

5 月26日( 水) 13 :  30- 15 ・30

務自i I i 辰巳消一氏/ 側 日本設計

吉田博次氏/ 大林組・銭高組・

浅沼組 ・森本組共同企業体工事

事務所長

参加者 26名

出席者 瀬戸川委員長ほか 6名

入 会 者 ( 敬称略)

〔団体正会員〕

三和式ベンチレーター(的

学校法人中央工学校 中央工学校OS A K A

〔個人正会員〕

伊 丹 康二 大阪大学大学院

小 川 禄flli (初日建設計

河 合 止 揚 ア トリエ リベラ河合止揚

写真事務所

三木 哲也 三木コーポレーシ ョン

三井 祐 介 側日建設言|

. 言ト報

〔名誉正会員〕

上 林 博 雄 氏 平 成22年 3 月17日逝去

享年89歳

口訂正とおわび

本誌 6 月号に、下記の誤りがありました。

一研究の風景頁、大学名ー

( 誤) 東京首都大学

(正) 首都大学東京

関係各位にご迷惑をおかけしましたことを

お詫び申し上げます。

建築と社会 ・2010.7 47 



暑中お見舞中し上げます

岡 本 慶

日 建 設 言 |

代表取締役社長

〒541-8528 大阪市中央区前提椴4- 6 - 2 T EL ( 06) 6203- 2361  

香 西 喜 八 郎

立 成 良

財団法人大阪住宅センター

理事長

住宅保険、評価、住宅情報相談、住宅展示場他

〒542-0081 大阪市中央区南船場4 - 4 - 3 心斎橋東急ピル4F

T E L  (06)  6253- 0071  F A X (06) 6253-0145  

立 野 純

株式会社東畑建築事務所 株式会社ユニオン

代表取締役社長 代表取締役社長

干 541-∞中1 大阪市中央区伏見町4- 4  - 10 T E L (06) 6202-0391 〒5ぬ∞15 大阪市西区南堀江2- 13  - 22 T E L  (06)  6532- 3188 

近 藤 徹

不二熱学工業 株式会社

代表取締役

〒5t 俗∞81 大阪市中央区南船場2 - 1- 1 T EL  (06) 6261A321  

佐 野 正

株式会社安井建築設計事務所

代表取締役相談役

〒54ι ∞34 大阪市中央区山町2- ' 1ー 7 T E L  (06)  6g，13- 1371代

佐 野
士

口彦

株式会社安井建築設計事務所

代表取締役社長

〒54ι ∞34 大阪市中央区砧町2 - 4 - 7 T EL (06) 6943- 1371代

設 楽 貞 樹

株式会社安井建築設計事務所

常務取締役

〒5<10-∞34 大阪市中央区島町2- 4 ー7 T E L  (06)  6943- 1371代

48 建築と社会 ・2010.7

長谷川 博

株 式 会 社 大 林 組 大 阪 本 庖

専務執行役員 大阪本庖長

〒5件 お84 大阪市中央区北浜東4- 33 T EL (06) 694ι 4578  

会長

中 井 進

日 建 設 計

取締役副社長

〒5<11-8528 大阪市中央区高麗橋4- 6  - 2  T E L  (06)  6203- 2361  

辻 文

財団法人 日本建築総合試験所

理事長

〒565-0873 吹田市藤白台5 - 8 - 1 T E L  (06) 6872- 0391  

htt p:// ¥V¥V¥V. gbrc. or. j p 

沼 田 目

株式会社昭和設計

代表取締役社長

干552- 卿7 大阪市港区弁天1- 2 - 1 蜘 T E L  (06)  6575- 5555 

平成22年盛夏

藤 井 賓

エスケー化研 株 式 会 社

代表取締役社長

〒567-0034 茨木市中穂積3- 5- 25 T EL (072) 621-7720 

宮 本 博 司

株式会社宮本語設計事務所創立65年

[S Oω01  

代表取締役 総証取得

〒665∞22 宝 塚 市 野 上 1 - 2  ( 宮本ピル)

T EL  (0797)  71-0431  (代 ) F A X  71-5139 ( 受)

大阪支，g 神戸支! 苫

林 新

社団法人日本建築協会

常務理事兼事務局長

干540-6591 大阪市中央区大手l i trl -7-31 T E L(06) 6946-6981 



暑中お見舞中し上げます 平成22年盛夏

設計事務所有志

株式会社伊藤建築設計事務所

取 締 役 会 長 織 田

代表取締役社長 森 口

愈 史

雅 文

本社・名古屋事務所 干460-0002 名古屋市中区丸の内1- 15- 15 (桜通ピル) TEL  (052)  222・8611

東京事務所 干 101-0021東京都千代田区外神田3- 5- 12  (聖公会神田ピル) T EL  (03)  5294-6211 

株式

会社 瀬戸本淳建築研究室 IS 0 9001 

代表取締役 瀬 戸 本 、{手

〒650- 0024 神戸市中央区海岸通1- 1 - 1 神戸部船ビル T EL  (078)  333 - 0138 

http:/ /w w w.j sao.co. jp  

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

代 表 取 締 役 社 長 香 西 喜 八 郎

本 社 干 5 4 1 - 0 0 4 4 大 阪 市 中 央 区 伏 見 町 4- 4- 10 T E L  (06 )  6 2 02 - 03 9 1  

大 阪 ・ 東 京 名 古 屋 ー 九 州、| ー 東 北 ・ 」ニ 海

h t t p  / / w w w . t o h a t a . c o ・J P  

日 建 設 計

代表取締役社長 岡 本 慶 一

京

阪

屋古

東

大

名

102- 81 17  東 京 都 千 代 田 区 飯 田 橋2 - 18 - 3  T EL  ( 03)  5226-3030 

54 1- 8528 大 阪 市 中 央 区 高 麗 橋 4 - 6  - 2  T EL  (06)  6203- 2361 

460- 0008 名 古 屋 市 中 区 栄 4 - 1  5  - 3 2  T EL  ( 052)  26 1- 613 1  

指 安 井 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役社長 佐 野
士

口彦

本 社 干 540- 0034 大阪市中央区島町 2- 4 - 7 T EL  (06)  6943- 1371  (代表)

支 社 大阪 ・東京 ・名古屋 ・広 島 ・九州 http:μwww.yasuトarchi .co.jp/

4 9  



建設業有志

1 0 0 年 を つ く る 会 社

ii 1鹿島

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂1丁目3番1号

関西 支 庖 大阪市中央区域見2丁目 2番 22号 ・マルイ卜 OB Pビル

電話06 (6946)  3311 

KAJ I MA 仁ORPORAl l ON
ht tp: // www. k aj i ma. c o.j p/  

子どもたちに誇れるしごとを。

o 清水建設株式会社

取 締 役 社 長 宮 本 洋 一 取締役専務執行役員関西事業本部長 小 橋 鴻 三

本 社 干 105-8007 東 京 都 港 区 芝 浦 一 丁 目 2番 3号 シ ー パ ン ス S 館 Tel. 03 (5441) 1111 

関西事業本部 干54ト8520 大阪市中央区本町三丁 目 5番 7号 御 堂 筋 本 町 ビ ル Tel.  06 (6263)  2800 

大 地 へ の 愛 人 間 へ の 愛

銭 ｾ司 二' 組

本 庖 大 阪 市 西 区 西 本 町 2 - 2 - 1 1

なにわ筋ツインズ ウエス卜

T E L  (06)  6531  - 6431  

本
千j: 東T E京L (都03)千3代 田 区 一 番 町 3 1番 地

銭
I司Eコ 善

265 - 4611 

社 長 支 社 支J苫 大 阪 東 京 北 海 道 東 北 北関東 干 築

横浜 北陸 名 古 屋 神 戸 広 島 四 国 ・九州

UR L  http:// w w w. zeni t aka. co. jp/  

地図に残る仕事。

. . 大戚建設株式会社
T  A  I  S  E  I  

社 長

山 内 隆 司

専関 西 文 庖 務長
久 保 博 司

ht t p: / / www. tai sei . co. j p/ 

@  
株式竹
会 社

中 工 務 屈

取締役社長 竹 中 統

〒541-0053 大阪市中央区本町4- 1- 13 T E L  (06)  6252-1201 (代表)
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設 株 式 会 社

代 表 取 締 役 社 長 井 上 舜 三

常務執行役員大阪支庖長 今 井 雅 則

干 104-8388 東京都中央区京橋 1 - 7 - 1  T E L 東京03( 3535) 1354

〒 550・0005 大阪市西区西本 Il D-1- 13 - 47 T EL 大阪06( 6531) 6095

東京 ・千葉 ・関東 ・横浜 - 北陸 -名古屋 -札幌・東北・広島・四国 ・九州 ・国際

建田戸

@

 
社

庖

庖

支阪

本

大

支

建材・報道・学校・団体有志等

大 阪 工 業 技 術 専 門 学 校

建築学科- 建築学科目日 ( 夜間) . 建築実務学科( 午前) 建築設計学科建築設備学科大工技能学科インテリアデザイン学科建築士専科

o  http: // www. oct. ac.jp/  T el. 06-6352-0091 t! E 0120-0910-19 大阪市北区天満1丁目8番24号

よ

上

コ

ネ

紙報
也

同

工

l

口

μ

玄
山
町てれ

寺

小

幸良日

に二二二建設業界で、 もっと も信頼

吾I L

E又建
式

社

株

会

ネナ重、王社

〒530-0043

寄 5 50-0006 大 阪 市 西 区 江 之 子 島 1 - 6  - 2  T E L  (06)  6444 - 2405 

日本建築材料協会社団法人

命

賓

干550・0002 大阪市西区江戸堀1-4-23 撞木橋ビj レ4 階 T E L  (06)  6443- 0345 F A X  (06)  6443-0348 

http://w w w.kenzai . or. j p/  

井月泰長
ム

一
品

日本建築協会京都支部
社団法人

存

A

Z

下林上長部支

干 604- 0944 京都市中京区押小路通相1I 馬場東入京都建設会館別館 T E L (075)  211・2857
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司監 社団法人日本建築協会中国支部

支 部 長

森 畑 武

〒732- 0048 広 島市東区 山根町28番22号下岸建設株式会社内 T E L  (082)  264-0709 

社団法人日本建築協会東海支部

支 部 長 佐 伯 博

干460- 0008 名古屋市中区栄4- 3- 26 (昭和ピ j レ5階) T E L  (052)  261-1451  

社団法人日本建築協会

ぷ》、

A  
長 中 井 進

干540- 6591 大阪市中央区大手前 l 午 31 T E L  (06)  6946-6981 
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東京都第二本庁含

幅広いニ ーズに応える

石 杉ーのパイオニアとして、

知的空間、やすらぎ空間を

未来へ伝えます。

特集「建築 と石j 協賛広告

ｪｪａｾ 株式会社安藤大理石
本社 〒140- 0013 TEL  (03)  3765- 1114 FAX (03)  3765- 11 17  

東京都品川区南大井6 丁目 24番 10 号力 ドヤビル 3 F

岐車工場( 生産事業部)

岐阜官業所

干503- 2323 TEL ( 0584)  27 - 1 1  14 FAX ( 0584)  27 - 434 1  

岐阜県安八郡神戸町西保 120

札幌営業所

干003- 0830 TEL ( 050)  3525ー 1875 FAX (0 1  1)  874- 9570 

北海道札幌市白石区菊水元町十条 1- 6- 5 アリコベール A- 205 

東北営業所

干981-31  33 TEL ( 022)  772 - 2333 FAX ( 022)  773 - 5433 

富減県仙台市泉区泉中央 1- 1 2- 5 エクセルメトロ 1- l F  

長年の経験と技術で

石建材の確かな品質と

満足を提供する

信器》

- 建築用石材全般

・光触媒外装石建材「ハイドロストーンJ

・石材表面処理剤「セキストーンコートJ

・エクステリア、造園用石材販売

・石材モニュメント制作・施工

・石材取り付け金物設計・制作

中部蛍業所

干503司 2323 TEL  ( 0584)  28- 0712 FAX ( 0584)  28- 07 13  

岐阜県安八郡神戸町西保 120

大阪営業所

干570- 0025 TEL  (06)  4250- 7733 FAX (06)  4250- 77 11  

大阪府守口市竜図通 2 - 5 - 8 アリ ーナ守口 20 1

北関東営業所

干331- 0822 TEL  ( 048)  668- 2652 FAX ( 048)  668- 5289 

埼玉県さいたま市北区奈良町 136- 5 1- 4- 404

経験と技術

責任を持って難しい

仕事を納める

情 熱
経済的

より美しい魅力的な

製品を送り出す

原動力

提案とコストダウン

平副15TO目E

総合建築石材メーカー

関ヶ原石材株式会社大阪支庖

干 534-0021 大阪市都島区都島本通4-20-26

http: //w w w.seki stone.com 

T  E  L  06- 6922- 7661 

F A X  06- 6925- 7059 

建築と社会 ・2010.7 53 



特集「建築と石」協賛広告

株式会袖ipi 明治大理

日本の近代建築史とともに際立つ技術圃際立つ美しさ

S I NC E  1 9 0 1  

YABAS HI  

矢 橋 大 理 石 株 式 会 社

日本 社岐阜県大垣市赤坂町273 TEL. 0584- 7ト1211

口大阪支庖大阪府枚方市西禁野ト16-1-101 TEL. 072- 805- 5490 
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し、

) 日本建築協会が角

会のおさ

ご入会に

会員は、建築関係の幅広い分野 (設計事務所、ゼネコ ン、 官公庁、

教育・研究機関、メーカーなど) から個人や団体が参加し、活動し

ておりますo 21世紀の建築界発展のために、またあなた自身が異業

種の方々と交流され、社外ネットワーク形成に役立てていただくこ

とも可能で丸

※ 建築に興味をお持ちの方ならどなたでもご入会いただけます( 資

格は問いません) 。

建築に関連する各種の活動を行っている日本建築協会に、

なりませんか|

. 入会申し込み方法

当会ホームページ ( ht t p: //www. aaj . or. jp) の入会申込

み画面に記入送信するか、入会申込フォームをプリ

ントアウトし、 FAXまたは郵送にて、下記あてお送り

ください。

6984 

干540- 6591

大阪市中央区大手前 1- 7- 31

O M Mピj レ7 階

制日本建築協会

Eメールアドレス: s oumu@aaj .or.jp 

TEL:  06- 6946- 6981  FAX:  06- 694 

- 会員の特典

女ユ二一クで新鮮な内容を誇る会誌「建築と社会」

が毎月配布されま吠ー

* 話題の建築物、一般では未公開の施設等の見学

会や建築関係の著名な講師の講演会・講習会に

会員割引で優先的に参加できますL

女協会所蔵の貴重な図書 ・資料の閲覧等ができま

す二

会誌「建築と社会J に建築作品、研究報告、

: - 卜、ニュース等を投稿できます二

女青果技術者の顕彰に応募できま坑

女協会ぬ各種委員会活動に参画し、様々な情報交

換・社外交流の場として利用できますL

レ
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個人正会員

会 費

年額 14，400円

年額 12，600円

年額 25，000円/ 口

年額 8，400円

会員の種別と会費

会員の種別

一 寸志忌および支部地域

上記以外の地域

団体正会員

学生会員

正

会

員



「建築と社会」誌

大正6iJ '- 3月に誕生した 日本建築 協会 本建築協会雑誌J 、さらに1年後には おりで、パ ックナ ンパー購入希望は、

(当 時 関西建築協会) の、機関誌 「建築と 社会J と改組し 、今 日に至 日本建築協会事務局 (T E L 06- 6946ー

特集一覧 ・1 9 8 8- 2 0 0 9
は大正f j { 同月に 「関西建築協会雑誌」 ってL、る 。 6981、FAX 06- 6946- 6984) まで。

号

1988 

vol. 69 

1989 

v ol. 70 

1990 

v ol. 7 1  

1991 

v ol. 72 

1992 

vol .73  

1993 

vol.7 4  

1994 

v ol. 75 

1995 

vol. 76 

1996 

vol. 77 

1997 

vol. 78 

1998 

v ol. 79  

1999 

vol. 80  

2000 

vol. 81  

2001 

vol. 82 

2002 

v ol. 83  

2 0 0 3  

v ol. 84  

2 0 0 4  

v ol. 85 

2005 

vol. 86 

2006 

v ol. 87 

2007 

vol. 88 

2 0 0 8  

v ol. 89 

2009 

v ol. 90 

と姐して荒川り された。大正8年に 「日 取り上げてきた特集テーマは下記のと 販売価格は12∞円( 送料・消費税合) 。

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

・ 軟弱地盤 ・ 般備における ・ 中団地方の展望 ・ 集合住宅の ・ 第 35 1TI 1

・ ホテル物車E と基礎 bqf と ・ 建物の外装 ・ 都心屈伎 とひろしまの ・ 2 1世紀への . 制振 * ・ 粗削 ( ]:宅 リ7レツ:"'.l. * )"Ij '年技術者 ・ 讃資テレビ

' ・ 文化と伝統一軍 . 酬 明 持 品 リ7 レッソ H まちなみ !照明 *  を考 える ・ 大阪府営普 ・ 800号f :t・

梅からの報告 作品集

- リゾート事情 ・ 色の復権 ・ 省力化の ・ 構造の古力化 ・ 都市環壇制遣

・ 拶をのせる ・ 竹 中工務庖 ・ 東海の新l l ! 聾 ための材料 ・ まちづくり ・ 博覧会と ・ 都市環境創造 ・ 也集とアート ・ 鹿島理E大臣主自 と霞備日 ・ 第 36 回 ・ ｲＮ Ａ 近の ｲｊｾ 全
輸送設備 制宣銅圃年配立 と伝統技術傘 工法 と法 まちづくり と設備1 11華llltrll 作品事 ・ ユーザー書加 ) 'j '年技術者 パピリオン

のハウジング

・ 東海の都市 ・ プレハブ ・ 建畢草のための ・ 高強度( t - ・ やわらかな ・ 沼市のナイ z ・ 第 37 1司 ・ 高観嘩ー建物の

・ 商晶化住宅 ・ ニュータウン 景観 ・ スケール感 住宅技術の ・ 国際花と 4 fEEE4ス 酬 の 州 化 住宅管理 プレイ :J. l' i'i l'技術者 頗 舶 の 附

のデザイン. ) レネサンス ・ 佐賀市主化会届・ 現在と未来 線のI嘩覧ぷ ピルによる をめざしτー$ ユーザーの ・ 兵隊県蛍総 ・ 和歌山県の を迎えての

ト日夕刊ー 役割l の歩み 展望と畳蹴象 外渡材

・ 新し い郁市 ・ オフィス ・ 東海文部 ・ 今. 京市 ・ 建築と 土木 ・ 理事をめぐるけ ・ 空聞の7{ デン ・ 自拍体住宅 ・ 建築と土木 ・ スリムでタフ傘

空間づくり ・ ぷ 弘 山 i鮒 30周年 ・ 大阪東京海上 ・ 2 1 5 E 2 2 ・ 制駐車本1I ピル ・ 一般号 * プルとその解桂 子ィティ 陸軍への撞 言 ー m遊技術 . 2 h品 品 、

ー Iー づくりー11一 記念 ピルディング 商畢ピルによる ・ 近畿地方建設 ・ 盟盟国喝のイメ ・ きんでん写真集 ・ 大林組 fi'J j震 の1!l Wー を身える

. 建築の風景 ケーススタデ， - 同首織部 ージア ップ作世 ・ .k世田! t 40周年 1  00年記念 ・ 軍38目官制I僻 y ンポ γ ウム

・ ，Ytc物 時 一 ・ こだわりの ・ m距と ・ 盟聾車のための ・ 苗制ｾＮ住まい ・ 木 構 造を 使 っ ・ 接指一 ・ '1' 1]1地方の ・ 血古で恒聞の ・ いま挫聾敢行

人がかわる、 インテリア デザイ ン 租借綿一集合 ・ 地球環境 動lりー住宅部 てみませんか 盟聾分野への 附 み と雄策 . R13T3E に何がJUI1寺 ・ );rのかたち

削 州 一 ・諮 問 一州 支 部 寸 明; 世 l時代の 倒 的 lfT 7311二 限り主主可能性 諮JF川 i iAril- ム 加 い る か と色

・ 軍指圃育制A捕者 ・ m境 - ・ 映画の 中の ・ 建築の再生 ・ 国際的パート ・ !ll 4姻背刺繍古

・ 車畑出聾事田所 ・ 大阪 府 首総 Ｎ ｊｬＨｩ却の ｅ 術館 ・ ｉ ｬ ￯ 民 ｉ ｾｊ ｊＮ 品の 限りある自然 ・ m市の インテリア ー構造技術の ナーシップの ・ 稲 祉の ・ m市長1住宅 ・ 理場一人に

制立冊周年 ・1¥9物館 舞台設備 と挫聾との Z カイライン ・ けい11ん立プラ 役目ト 可能性 まちづくり l' j考 やさい喧Jm制

配2作品集 かかわり ザ 住1i ホール ・ 大阪市営繕 遣をめざして

・ コピー文化の ・ 丸州のインス ・ Ｈｊ ｴ ｾ ｾ ・神 宮 ・ ｩｬｬ 築のエヰ ・ Ｑ Ｙ ｊ 日 に向か ・ 住空間にお ・ まちなかの ・ 本 と 主II 祭 ・ 盟藁謹帽のCG ・ 構造主- ・ 第41回

新時代 タレーション 式年i I - g と ルギーシス って一会n ・ いま、医療 ける居ど こ 看 板 ・ 日 本主II 築 ンミユレーンョン 強襲の中の' s . )'i'年技術者

・ 広白の街制l と貌 神宮 川 い テム 作品 *  施設は ろへの視点 ・ 竹 中工務庖 総A 双験所 ・ 村野、轟建築 ・ 集合住宅問地 ・ 関西国際空港

7 ジ7 瞳技大誌 の ! t 合 住 宅 . " 事暗所 リニューアル

・ 光がつくる ・ 飛騨 . J i in ・ トイレから ・ 払 の 空 間l ・ 新しい r/:ll ・ 建築榊造と ・ m42回

・ 音ー騒音から ・ 按合 ・ ユニバーサル 4  ・ ライフライン

l員合の 世界 一まちの活性化 見 た都市 ・ トイレ空IIIJ 作法一会口 市 . ill 築」 社 E の接点 ，T年技術者

操昔It'J 青へ ・ コスモタワーデザインとは ー とl l ! 聾担借

と 地 方 文 化 ・ 文化 作品 の悦点 * ・ 13述J ¥! 3十キ $ ・ 滋賀県連軍課

- 阪神大鍵災 ・ 大阪府住宅 ・ 述江ーその ・ 立 体駐車場 ・ 史書! 非常時に ・ マルチ ・ li! 新の大波悦 ・ 私的問憾。96

から学ぶ 酷蛤公社創立 地方』民9! ! と 波町u 生きる法体呆 ・ いま、プール ・ 住 まいの メディアが ・ キーコンセプト スポーツ競技 ・ 九州の元気 ・ 揖4凋育制I申書

本 初周年f z * 文化 繍 ・ 大建設立1 ・ OAPタワーズ がおもしろい 未米像 つくる世界 の新時代 施投の鍛備 ・ 0ι 〈うの3作品 ・ 近蝿地世宮揖部

- 主II 築のロン ・ 軍調宣車全日作品 ・ 制立80周年Eま ・ (1む空間の ・ 新エネルギー ・ Ｙ ロスワード ・ モザイク都市 ・ 私の さ ｾ ｉｕ ｊ ・ ヨ¥44回

グライフ 化 ・ 鉄ものがたり ・ tR. 量I! -I. t-i / 般と私と 1I 全 ・ 椅理基軸の隙 復興4 圃置の ・ 輩材の不思議 ・ 住宅 都市 部，Ii O凱KA の( ! 刷、たち 作法 行年技術者

をめ ざして *  ｾｈ 刷蜘 - 8 0 M臨ー・ J締げの撚 翻 t刷費圃ヘー ・ 大阪ドーム 盤 備公団改 *  . 昭和設計 一全員作品一 ・ ｊｾ ｵｭ 駅ピ ｊ レ
・ 住畠量目i圏西支社 革 への挺 d '10周年

・ 軒しいまちづく ・ Concrele ・ 東海支部 ・ 心 と体を ・ 建築設備 ・ 弘II 築への柾 ・ ゆれをとめる ・ 払の空間f I 法 ・ 別調青物官官

りの予感 ・ 九州とわたし 会 ｾｾ 作 品 ・ 街並みの摘出 ・ 生活環境の ・ 地球規境 元気にする ピルメンテナン 宮 . 98  たえる技楠 ・ 2001年町医揖 ・ 駅とともに事んだ

. J I : 畑世聾事開所 そして挫聾、 ・ ｲ［ｲｾト諏訪と 最近の舛構材軒 安 全 安心 保全と辿築 インテリ 7 :J. の立掛から 一21世紀に からかわす 施担 JR西日本町12年

制立65周年 その周辺一 向け て 技 術 へ

.  . . らしさ" ・ J I ! 海文部 ・ 関西l ! 甚wの誼 ・ 改正珪藁基準法 ・ アーバンイン

のデザイン ・ 大阪で 附17 . 224i l LJ ; ・ 都市の れ と 醐 日 ・ 大阪城天守1*1 まちづくり ・ 私の目でみた テ リ ア 制1 ・ 木 とともに ・ 晶の空間fI 法 ・ m46回

・ 坦聾を鰻どる 1世附1吋 陣量と地塘文化 ノマプリック 足跡をたどる 平成の大改修 すまいづくりへ 環境問題 空1111としての )'i'{ 1三技術者

小枠立壬 IUJ 仕掛人 のi'i 情揮 の属国一 インテリア

・ Ｒ Ｑ 世紀のデザイ ・ 中国文書ーｬ， ｴｾ ・ 東海文部 ・ 割る一割定方法 ・ 改正建築 ・ l∞年世への ・ 来 世 紀 に ・ 私の! l ' 1日111法

- i;拠採 ; 告は平方 ・ 詰 好 評j -aa;3?f ;ffJir ・7ft:i& f t l  . iAおん ;lr i t ・ 11キHlI . 識 係 長 ・512術省
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・ エヌティ ・ 211世紀の五II ・ 見fi1d支部 ・ I T社会に ・ 自然素材をめ ・ 成熟社会を ・ 現 代の日本 . II!Jt-it UI 向1I ・ 建 築 の )J ・ r:WJf! ・ 払の空II U作法 ・ 宮¥48回
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l鰯-2001- 支社 。大量里史跡圏 ネ
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10年 ・ 長崎医療 全n作品2005 化 変 化 防J 円建築 櫛法と WiU 守る か ら 未 来 へ ー 全日作品- 1'1年技術者

センター ・ 紛 1: おIJ. 量豊づ ・ 随筆と社会j 緑三世、 *  

Ｈｾへの闘は似 l側号宜主
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まちづくり + 京泌支部 10年、これ のカタチ 移り変わり の

特鵠3冊l作 からの10年
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+ Jl fi1d支部 ・ 小林y' 1心女 活制する 日は

特'!t 3部作 子学院 来るのか?
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空調 ・衛生・クリーンルーム設備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本社 ・本底 東京都港区浜松岡T l - 25- 7 'i[ 3t 03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大阪rlii .定}I I区加島1- 58- 59 i目 前6 ( 6302)  2270  

支 庖 北海道/ 東北/ 北| 拘束/ 繍浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

。;ょ:己~
¥:iI -， -， ¥ ，--マ

We  have hope  

.印刷.. iTCスター. カタログ. パンヲLハット. ・碕. 年鑑. 世Ie，

程J 1 j 文字. 福. デタ処理

・メディア" . S Pフランニングコンヲルテインク.I r.ノリ2ーション.

web:QUメディアコンテ/ ' . . ¥. 1企置副作

• ，、練式会社NPGーポレーシヨン

本 社 干5お∞43 大阪市北区天満 1-9・19

tel: (06)  6351 -7271 (代) fax:  (06)  6352- 7479 

第二ピル 干5ぉ∞43 大阪市北区天満 1- 11 -8

t el: (06)  6351 -0128 (代) fax:  (06)  6351- 020日

東京支社 干1日5-0004 東京都港区浜松町 1- 2- 1

一光浜松町ピル7F

tel:( ω )  3433- 5211 (代) fax:  (03)  5776- 7733 

{旧祉名ナニワ印刷刷、日本データネット側)

電気 ・空調 ・衛生・防災 ・産業廃水設備

設 計 施 工

・B ヲイヲシ械式会社

本唐・大匝本社 〒550- 0002 大阪市西区江戸雛 l 丁目9骨25号 包括 (06) 刷41・8231

東 京 本 社 〒 102- 0071 東京都千代田区市士見 2丁目15番10号 電 話 (03) 326卜 8231

支 社 名古屋 ・福岡

主 底 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金 沢 京 都 ・神戸 ・天理 岡 山 ・

広島 ・高松・熊本

営 業 所 帯広 ・函 館 背 森 ・秋悶 ・盛岡 ・前橋 長野 ・静 問 盤臼 ・津 宮 山

栂井 ・徳 山 松 山 ・高知 ・北 九 州 鹿 児 島 ・那硝

出 張 所 旭川 ・福 島 川 崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大 分 宮 崎

海 外 支 庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 干354-0044 崎玉県入間郡三芳町大字北永井390番地 電話(0492)58- 1511

地球環境を守り、100年建築に貢献する

恥I A C L のアルミ表面処理

株式会社 日 本 電 気 化 学 工 業 所

http: // nacl j p E - mail :sc@nacLcoj p  

本部営業部 〒560- 0036 大阪府豊中市蛍池西町2丁目 7番26号 NACLt ' ル2 階

T E L  (06)6843- 1235  (代) F AX  (06)6853- 1632 

東京事務所 〒111 - 0051 東京都台東区歳前2丁 目7- 2 東京NACL t 'ル

T EL  (03)3862- 0978 (代) F AX  (03)3862- 7098  

デンカC S Aファミリー製品

-子二. . nCSA ( 膨張 | 叩和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

Ｎ］ｲＮ ｾｮ Ｎ，ｾ， ョニ ｊ Ｈ グラウト用 無収 縮 材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・子二 ＮＮｮ 守 Ｓ ーテ・ Ｑ Ｇｊｾ Ｈ主義一 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
・安二. .nES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安二. .nZJOoo(製品用超高度 j昆和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 03) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

浜 宗 産 業 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式

T E L 本社 ・京都 ・京 丹 後 ( 0 7 7 2 ) 7 2 - 2 2 2 0  T E L 大阪 ( 06) 6 4 4 3 - 6 1 8 1  

舞 鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  
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資 格 講 座 ・ 法 定 講 習 開 講 一 覧

E hTJ.l G }".-i ，.j 伺tU

宅地建物取引主任者

土地家昼間査士

ファイナンシャルプランナー

a[ '11m 

秘書検定2級

秘書検定3級

eco検定

日 彊 ｾ ［ｬ ｩ ｉ ｊ ｾ ｬＡ

建築併進計算

木造 (2階建) 1 持活位計

環境・股備 (小規模建築物)

Auto- C礼D

J W-CA D  

150 t4oo1内部監査員

園 田 園 時開 園 田 園 田 園 ・ ・ ー ー

給水装置工事主任妓術者

測量士補

1級工ヲステリアプランナー

2級エヲステリアプランナー

1級電気工事施工管理技士

第二種電気工事士

第三種電気主任技術者

1級舗装結工管理技術者

2級舗装施工管理技術者

1級管工事施工管理技士

2級管工事施工管理妓士

1級造園施工管理技士

2級造園施工管理技士

コンフリート妓士

コンヲリート主任技士

1級 建 築士

2級 建 築士

構造段計1級建築士

1級建築施工管理妓士

2級建築施工管理妓土

建築段備士

1級土 木施工管理妓士

2級土木施工管理技士

たくさんの素敵な笑顔が咲くように 。

私たちはここにいます 。頑張る人を応援しています @

これまでも 、これからも 、達成の笑顔が私たちの誇りです 。

(  建設関連資格試験累計合格者数 *85万人突破

{実績ド222年 12月 末 日 現 在 的*11 万2761 人の一級建築士 15万6592人の二級建築士 7方9809人の宅地建物取引主任者を輩出

枚 方 校 T el. 0 7 2・843- 1250

堺 校 T el. 0 7 2・2 2 8・6 7 2 8

岸和田校 Tel . 072- 436- 1510

大 阪 校 T el. 0 6・6 3 0 6・5001

梅 田 校 Tel . 06固 6377- 1055

京 橋 校 T e1. 06- 4801 ・5001

なんば校 Tel . 06- 4708・0 4 4 5

尚

f

M

0

0

3

(諮

問

伊

)

お近くの 日建学院をご利用ください.

03379- 7  雑誌


